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　トランペットの咆ほう哮こうが聞こえてくる。

　どこか遠いところから、まばゆく熱い輝きを放つ、鮮烈なハイトーンが――。

「ん、んん……」

　身体と音色が共鳴する感覚。

　そして、じわり――と。四肢に宿った生気を頼りに、久く藤どうハルトは目ま蓋ぶたを開けた。

　そこには、空があった。

　どこまでも続く一面の青色……その中をたゆたう純白の綿雲……？

　しょぼつく瞳をこすりつつ、ハルトはむくりと半身を起こした。どうやらうたた寝していたらしい。だったらここは自室のベッドか、地下のレッスン室のはずで……。

「はぁ!?」

　しかしハルトの視界には――。

　緑の草に覆われたゆるやかな斜面。そこここに小さな黄色い花が咲き、遠くの切り立った山々は厳おごそかな雪化粧に彩られている。

　冷たい風に頰ほおを撫なでられ、ハルトは慌てて立ち上がり周囲を見渡した。

　ぼんやり捉えていた空と雲の映像は、気のせいではなかったのだ。

　どうやら丘の中腹にいるらしい。間違っても自室やレッスン室じゃない。

「ど、どこだよ、ここ。サウンド・オブ・ミュージックじゃないんだぞ!?」

　牧歌的すぎる風景が余計に不安を加速させる。

　ふと足あし許もとに目をやると、なぜかそこには自分のスクールバッグと、愛器が収まった楽器ケースが転がっていた。

　すぐさまバッグを引ひっ摑つかむ。あたりにはヒビ割れたＣＤケースや破れた楽譜が散らばっていたが、今は気にしていられない。

　バッグの中からスマートフォンとタブレットＰＣを引っ張り出した。

　まずはスマートフォンを確認する。……圏けん外がい。学校→部活と一日使っていたせいか、バッテリー残量は三十パーセントを切っている。時刻は朝の五時十五分だ。

　ハルトの眉間が歪ゆがんだのは、タブレットＰＣを確認したときだった。

「おかしいな、壊れちゃったのか？」

　液晶画面には、同じく『圏外』の表示。太陽光で充電できるモデルなのでバッテリー残量はどうでもいいが、時刻の表示がおかしかった。

「こっちは夜の十時半になってる……」

　頭上に？マークが浮かび、こめかみを押さえる。

「よ、よし。まずは記憶を辿たどろう。うん」

　自分にそう言い聞かせ、腹ふく式しきの深呼吸を繰り返す。いつもの呼吸練習の要領だ。

　とりあえず、こんな場所にはまったく見覚えがない。

　今日、自分は間違いなく吹すい奏そう楽がく部ぶの練習をこなして、ついさっきまで自宅のレッスン室で、今年のコンクールの自由曲を聴いていたのだ。

　任されていたパートは、ファースト・トランペット。その責任は非常に重かった。

「はぁ……」

　淀よどんだため息が洩もれる。

　任されていた。重かった。どっちも過去形……か。

　それが引き金になったのか、今日の部活の出来事がフラッシュバックしそうになる。

「あーもう、やめやめ！　今は嫌なことを思い出しても仕方ないだろうに！」

　頭をブンブン振って、しつこくまとわりついてくる暗い記憶を打ち払った。

　と、そのとき。

　緑の丘の向こうから、再びトランペットの旋せん律りつが聞こえてきた。

　煌きらびやかなうねりを見せる超高音。

　底の知れない響きのエネルギーが、心地よい痺しびれとなって全身に広がっていく。

　間違いない。さっき自分を目覚めさせてくれた奏者だ。

「すごい……」

　思わず息を呑のんだ。トランペット歴十二年を数えるハルトだが、これほど心惹ひかれるハイトーンを耳にしたのは初めてのことだった。

　音符の運びからして、原曲はおそらく賛さん美び歌かのように厳かな曲調のはず。けれどもこの奏者は、ありえないほどの高音域を織り交ぜたり、テンポを極端に早めたり……。

　興奮に鳥肌が走る。

　演奏欲が込み上げてくる。

　ここは一体どこなのか。自分は今、どんな状況にあるのか。そんな疑問が、あっという間にどうでもよくなってきた。

　それは、このハイトーンに秘められたもう一つの表情に気づいたからだ。

　楽器の音色は奏者の心のありように大きく左右される。

　丘の向こうにいる人は、単に華やかな高音域を吹き鳴らしているわけじゃない。

　そこには、ほんのかすかに、悲しみが、鬱うつ積せきが滲にじんでいた。

　隠し味のように溶かし込まれた感情の気流。

　彼は、あるいは彼女は今、どんな想いを抱えてこの曲を吹いているのだろう。




　――一緒に演奏がしたい――。




　胸の高鳴りに浮かされて、ハルトは楽器ケースのロックを外した。

　バルブオイルと真しん鍮ちゆうの匂い。そこに鎮ちん座ざする金色のトランペットを手に取ると、お気に入りのマウスピースを装着し、チューニングもそこそこに演奏の構えを取る。

　ちょうどそのとき、丘の向こうの旋律が綺麗にフェードアウトしていった。

　その残響が遠くの稜りよう線せんに溶け入る間際、ハルトは唇に添えたマウスピースに、太く、豊かな息を注ぎ込んだ。

　上下の唇による細かな振動。

　それは金色のボディに反響し、増幅され――透き通るような音色へと生まれ変わる。

　スローテンポの穏やかな曲運び。

　中音域で構成されたメロディーを、ハルトは滑らかなタッチで奏かなでていく。

　四小節目の盛り上がりには、充分すぎる膨ふくらみを。

　次小節の伸ばしの音は、ガラス細工を扱うように。

　しかしハルトはこの曲の詳細を知らない。

　物心ついた頃から耳に残っている、深い安らぎを感じさせるフレーズだった。

　曲の終点に差しかかり――ハルトは、繊細な響きを丁寧に収束させた。

　楽器を下ろし、反応を窺うかがう。

　自分が奏でたメッセージに、果たして相手はどう動くのか。音を返してくれるのか。

　時の経過にじっと耐えていると。

　――――来た。あのハイトーンだ。

　勇壮な調べを愉たのしむ最中、ハルトは気づいた。

　自分を惹きつけて止まないその音色が、決定的に色味を変えていたのだ。

　先ほどうっすら滲んでいた悲しみと鬱積が流れ去り、代わりに音は彩度を増して、いっそうまばゆく輝いている。

　それはさながら、ハルトの演奏に触発されたかのように。

　胸の鼓動と重なって、曲のテンポは加速する。

　ハルトは再び楽器を構えた。やがて収まっていく丘の向こうの快演を耳で味わい――間かん髪はつ容いれずに次なる返句を吹き鳴らす。

　踊り狂う右手の指先。

　三本のピストンが残像を伴う上下運動を繰り広げ、丘の向こうに音符の連撃を浴びせかけた。意識の中でせめぎ合うのは、八割の冷静さと二割の激情。それらが火花を散らし合い、けれども絶妙に均きん衡こうし、高速で跳ね回る楽曲を緻ち密みつに構築していく。

　――最終音。

　ハルトは息の圧力を急激に高め、鋭い呼気をマウスピースに吹き入れた。

　脳天から、閃光が逬ほとばしるような感覚――。

　そうして放たれた高音は豪ごう奢しやなビブラートを身にまとい、澄み渡った丘の空気を震わせていった。

「ふぅ……」

　ハルトは、達成感を嚙かみ締しめつつ楽器を下ろした。それから額ひたいの汗を拭ふく。

　ハイトーンを吹きこなすには、鋭い息の圧力に耐える口のまわりの筋肉が必要だ。その筋力こそが、高速で振動する唇を安定させて、豊かな高音域を生み出すのである。

　丘の向こうにいる人は、相当な鍛練を積んでいると見た。

〝ハイトーンが出せる＝トランペットがうまい〟という図式は必ずしも成り立たないが、広い音域をカバーできるのは、それだけで強力な武器になる。

　自分はハイトーンをガンガン飛ばすタイプの奏者じゃない。そういう自覚があったので、ハルトは日々の練習内容を、〝音色を磨き上げる〟、〝技巧的なフレーズを完璧に吹きこなす〟といった方向に特化させてきた。

　とはいえ、トランペット奏者の性として、ハイトーンへの憧れは捨てきれない。

　心を鷲わし摑づかみにされた超高音。ぜひご教授願いたいものだ。

「あれ……。曲、返ってこないな」

　聞こえてくるのは風の音、草のさざめき。ハルトが演奏を終えたきり、緑の丘は虚むなしく静まりかえっていた。

　身体があの音を欲している……。しびれを切らしたハルトは、トランペットをケースに仕舞うと斜面を駆けのぼり、丘の向こう側を見渡そうとして――、




　一人の少女と行き逢った。




　そのとき吹き抜けた一陣の風に、真紅のロングヘアがふんわりと靡なびく。

　ネコを思わせる大きな瞳が、ハルトを向いてらんらんと輝いていた。













「あっ……」

「――っ！」

　互いの存在を認めたのは、きっと同時だったと思う。二人は動作を一瞬止めて、それから一歩ずつ、磁力に引かれ合うように彼我の距離を縮めていった。

　彼女もまた、ハルトと同じく丘をのぼってきていたのだ。

　おそらく走ってきたのだろう、呼吸は速く、頰にはうっすら朱しゆが射している。

　先に口を開いたのは少女の方。

　大きな瞳がハルトの顔と服装を何度か往復し、そして神妙な口調で、ポツリと。

「…………変な服ね」

「ぶふぅっ！」

　意外すぎる発言に、ハルトは思わず噴き出してしまった。そのセリフ、この子にだけは言われたくない！

　少女はおそらく同年代。背丈はハルトの目線のあたり。真っ赤なロングヘアは陽射しを浴びて優雅に艶つやめき、鎧よろいに包まれたスレンダーな身体は、どこか陸上部員を思わせる。

　そう、鎧だ。

　炎の髪を戴いただく少女は、銀の鎧で四肢をがっちりガードしていたのだ。

　平たい胸には鉄板を装着し、腰には帯剣しているものの、しかし穿はいているのはミニスカートという奇妙な出で立ち。

　だが、けったいな鎧への疑問は即座に消し飛んだ。

　少女が、ずい、と進み出て、ハルトの肩を両手でがっしと摑んできたからだ。

　二人の距離がぐっと縮まる。

　現実離れした少女の美び貌ぼうに、ハルトはめまいを禁じ得ない。

「あなたなのっ!?」

　興奮も露あらわに訊たずねられた。

「あ、あなた……って？」

「とぼけないで！　さっきこっちで私と交互にトランペットを吹いてたでしょ!?」

　すでに顔は至近距離。それにも構わず、なおも少女は迫ってくる。こちらを見つめる大きな瞳。荒くも甘い彼女の吐息がハルトの顔をくすぐった。

「あ、ええと、うん。確かに僕が……」

　頰が熱くて、脈が速くて、ぜんぜん呂ろ律れつが回らない。

「やっぱりそうだったのね！　あなた、名前は？」

「くどー……はると……です」

「クドーハルト？」

　少女は一瞬、不思議そうな顔をした――かと思えば、

「まあいいわ。そんなことよりあの曲よ！　あの曲は何なの!?」

　興奮の度合いをいっそう強めて詰め寄ってくる。

　いよいよ身体が密着しかけ、ハルトは反射的に後ずさったのだが――

「うわあぁっ！」

　その足が盛大に滑り、地面に背中を打ちつけてしまった。

　だというのに、不思議なことにハルトの両肩は少女に摑まれたままだ。

「な、な、な……!?」

　下腹部に、柔らかな重量感。

　ハルトの視界を直撃したのは、自分の腰に馬乗りになった少女の姿だった。折り重なるように倒れたっていうのに、なんて執念だ。

　垂れてきたロングヘアに鼻先をくすぐられ、ふにふにの太ももを腰に感じて、ハルトの思考はいよいよカオスに突き落とされる。なんて大胆な女の子……というよりは、この不健全な体勢にまったく意識が向いていないようだ。

「ふふん、これで逃げられないわよ。さあ答えなさい！　あの曲、一体何なのっ!?」

「あれは、だから、僕が……」

「っ！　あなたのオリジナルなのね？　そうなのねっ！」

「そ、そーです……」

　いや、一曲目は詳細不明だし、二曲目はヴィットリオ・モンティ作曲のチャルダーシュをトランペット仕様にアレンジしただけなんだけど……。

　しかし、頭が火照って、言葉がうまく整理できない。

「それも二曲……二曲もなんて！　こんなこと、あっていいのかしら！」

「いや、別にあの曲だけというか」

「まさか、他にも――!?」

「千曲ぐらいは……」

　吹奏楽部員たる者、それぐらいの曲数は携帯音楽プレイヤーに入れておきたいものだ。

「せ、せせせ、せんきょく……！」

　その答えを耳にした途端、少女はネコ目をまんまるに見開いた。興奮にとどまらず、衝撃すら感じているようだ。そんなに驚くほどの曲数かな？

「あなた！　どこかの街で楽がく師しをやってるの？　あ、でもローブを着てないし……だったら流し？　珍しいわね。それなら話が早いわ！」

　言葉が整理できていないのは彼女の方も同じらしい。楽師？　ローブ？　流し？　明るい顔で訊ねられても、質問の意味がわからない。

「ああ、いちおう自己紹介しておくわね。私のことは気軽にリゼットと呼びなさい。今はオレスティア城の響きよう奏そう騎き士し団だんで、団長として活動してるわ」

　城？　騎士団??　団長????

　リゼットと名乗る少女は、早口でしゃべりながら立ち上がると、ハルトの顔をジッと見た。そして気まずそうに口許を手で覆う。

「あっ……。仕事については察してあげるべきだったわね。昼間から誰もいない場所で楽器を吹いてるんだから……。それに、そのボーッとした顔。無職に違いないわ」

　まあいいわ。無む為いで無む益えきな無職生活とも、今日でお別れよ。

　そう言って、リゼットはハルトを無造作に引っ張り起こした。そのまま腕を摑み、丘の向こうへ連れていこうとする。

　僕って無職顔なのか……とショックを受けながらも、ハルトは無抵抗で従うのみだ。髪から香る甘い匂いに、頭の火照りがどんどん悪化していく。

「ピュイ！」

　ふいにリゼットが指笛を鳴らした。反応したのは栗毛の馬だ。いくらか丘を下ったところで草を食はんでいた馬が頭をもたげ、こちらに駆け寄ってくる。

　その鞍くらに颯さつ爽そうとまたがり、彼女はハルトに手を差し伸べた。

「私と一緒にオレスティア城に来なさい。あの斬新な音楽……あなたにふさわしいお仕事をあげるわ。特別に同乗を許可してあげるから、ほら、早く」

「は、はぁ」

　その手を素直に握ろうとして……頭の中に、急速に冷静さが舞い戻ってきた。束つかの間ま、リゼットとの接触が解けていたせいだろうか。

　警戒心たっぷりに彼女を見やる。演奏欲に負けたせいで忘れていたが、自分は今、人生最大の危機に瀕ひんしているのだ。

　目が覚めたら、どこかの丘で眠っていた。電波は届かず時間もわからず、おかしな格好の女の子に、知らない場所へ連れていかれそうになっている。

　こんな恐ろしい状況で、よくも今まで正気を保っていられたものだ。

「やっぱり遠慮しとくよ！　ほら、いきなりこんなの……ねぇ？」

　言い訳しながらサッと手を引っ込める。すると馬上のリゼットは、むすっと頰を膨らませた。一瞬にして猛烈に不機嫌そうな表情だ。

「むっ……なによ、オレスティア城で働くのは不満だっていうの!?」

「いやいや、それ以前の話だよ！　まず、ここはどこなのかっていう問題が……！」

「おかしなこと言うのね。ここはシェルオールの西にあるヴェント・アルティスタ王国。その地方都市、オレスティアよ。それ以外に何だっていうのよ！」

　この子、何を言ってるんだ？　自分は知らないうちに外国に来ちゃったのか？

　いや、それにしたってありえない話だし、世界史や地理の授業でも、そんな国や都市の名前は聞いたことがない。大体なんだよシェルオールって。

「ストップ、ストップ！　それって一体、地球のどこらへんにあるんだよ!?」

　切せつ羽ぱ詰つまって問いかけたハルトに。

　リゼットは、絶望的な疑問符を投げ返してきた。

「……チキュー？　何よ、それ」

　とぼけているわけでもなく、担かつごうとしているわけでもなく、ただ単純に、聞いたことのない単語を復唱しているようだった。「でも、なんだか美お味いしそうな響きね」とダメ押しの一声が加えられる。

　意識が遠のく……。千鳥足になりながら、それでもハルトは懸命に記憶を辿った。

　部活を終えて自宅に帰り、レッスン室で曲を聴き――――そして。

「あの不思議な楽器ケース!!」

　答えらしきものに到達すると同時に、リゼットが馬上から飛び降りてきた。

「もう、いいから私と一緒に来なさい！　寮もあるし、ごはんも美味しいから！」

「そういう問題じゃなくて！　まずはいったん落ち着いて話を！」

「お給料も毎月ちゃんと出るし、お休みも時々あるわよ！　好条件よ！」

　ハルトの腕をむんずと摑んで引っ張り始める。しかしハルトは抗あらがった。懸命に足を踏ん張り、強引すぎる採用活動に耐えんとする。

「お願いだから話を聞いてくれリゼット！　もう少し情報を整理しないと！」

「ああもう、まどろっこしいわね！」

　――ボグッ

　みぞおちに、重たい衝撃。

　ハルトはその場でガクンと膝を折った。

　内臓が回る。世界が回る。痛みが弾はじけてのたうち回る。

「ふん、初めからこうすればよかったんだわ」

　そのままリゼットに軽々と担ぎ上げられ、馬上に載のせられた。まるで荷物だ。

　見慣れぬ風景。見知らぬ美少女。

　あらゆる思考に痛みが勝り、意識はそこで断ち切られた。




　リゼットの声が聞こえてくる。

　どこか遠いところから、自身に言い聞かせるような、謎なぞめいた独り言が――。

「間違いないわ。きっとこの男こそ、本物のクドーハルトよ……！」




[image: ]
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『三軍に下がりましょうか、久く藤どうくん。二度と上がって来られないと思って下さい』

　底そこ冷びえするような顧こ問もんの声が、今でも鼓こ膜まくに反響してくる。

「ただいま……」

　時刻は午後九時。部活を終えたハルトは、真っ暗な廊下の先に小声で帰宅の挨あい拶さつをした。両親は共働きで帰りは遅い。そして祖父は一年半前に……。

　うなだれながら、地下のレッスン室へ足を引きずっていく。防音扉を閉め、ほとんど無意識のうちに自由曲のＣＤをプレイヤーにセットして、部屋の明かりを落とした。

　絨じゆう毯たんに座り込み、視覚を遮しや断だんして優雅なメロディーに身を委ねる。

「はぁ……。これからどうしよう……」

　ハルトが所属する私立明みよう堂どう学園高等部の吹すい奏そう楽がく部ぶでは、一軍、二軍、三軍というシビアなグループ分けがされている。

〝吹奏楽部の甲子園〟たる夏のコンクールに出られるのは二軍まで。三軍のほとんどは一般入学の一、二年生で、活動の半分以上は雑用だ。音楽推薦の身で三軍に所属している生徒は一人もいない。

　今日の部活で、顧問はハルトが昇格する可能性をはっきりと否定した。

　これは実質的な死刑宣告だ。

　部員たちは、音を奏かなでるパーツの一つ。群体でこそ一つの個。パーツの調子が悪くなったらすぐさま打ち捨て代わりを使い、まるで工場のように曲を完成させていく。

　顧問のそんな指導のせいで、部活の雰囲気は最悪だ。

　一軍メンバーは顧問の一挙一動に怯おびえながら、今の地位にしがみつくために媚こびを売り続ける。そして二軍、三軍の部員たちは、誰かがミスをして顧問に降格させられる時を、舌なめずりをして待ち構えているのだ。

　顧問に言わせれば切せつ磋さ琢たく磨ま。

　だが現実は、醜みにくい足の引っ張り合いだ。

『わかっているのですか。あなたの代わりなんていくらでもいるのですよ？』

『高価な楽器が泣いていますよ？　あなた程度の人間には宝の持ち腐れですね』

『今の演奏、うまかったと思う人は挙手してください。……まさか、いませんよねぇ？』

　降格する部員に浴びせられるのは、顧問の精神攻撃だ。

　みんなの前で起立させ、嘲あざけり、否定し、自分はダメな奏者で、降格は当然だという刷り込みを行うのだ。

　今日の合奏練習中、顧問はずっと不機嫌だった。そんなときに、同じパートの後輩がそれとなく指揮の振り間違いを指摘したものだから、そこで練習はストップ。顧問はストレス解消とばかりにお得意の精神攻撃を始めたのだった。

　こんなやり方、許せなかった。

　こんなの指導でもなんでもない。奏者を侮ぶ辱じよくするだけの公開処刑だ。

　入部してから一年半。ずっと我慢してきたけれど、もう限界だった。

　だからハルトは異を唱えた。

　トランペットのパートリーダーとして、一人の音楽家として、顧問の部活づくりは何もかもがおかしすぎる、と。

　しかし顧問は、たった一言でハルトを三軍に突き落とし、

『それに、きみは最近、自作の曲を仲間内で密かに練習しているそうですね。なんて無駄な時間を……。自覚が足りないんじゃありませんかぁ？』

　そんな言葉でトドメを刺したのだった。

　ハルトは音楽推薦者だ。部活を辞やめれば退学になってしまう。

　官僚の両親は、ハルトが音楽家を志こころざすことに反対していた。トランペット奏者である祖父の生き方が、あまりに奔ほん放ぽうすぎたからだ。

　それでも必死に説得して、ようやく音楽推薦での進学を許してもらえたというのに。

　結果はこのザマ。三軍落ちだ。

『パーリーが三軍落ちって、前ぜん代だい未み聞もんじゃない？』『でも、これでペットの一軍が一枠わく空いたわね』『チャンスじゃん』『だよねー』『だけど、ハルトがいないと今年の全国、ヤバくないか？』『確かに……』『でも先生が……』

　背中を丸めて帰路につくハルトを横目に、部員たちはそんなささやきを交わしていた。

　けれど、どれだけ顧問や部員を批判したところで、結局は今の部活に居続けることでしか、自分は音楽家として生き延びられないのだ。ハルトはそう考えていた。

　もう、どうにもならない……。

　絶望感が心を覆わんとしたそのとき。

「なんだ、あれ……」

　青白い光が目に入った。

　光の源は、部屋の壁ぎわに積み上げられた楽器ケースの一つだった。真っ暗闇の中、そのケースだけがぼぅっと浮かび上がって見える。

　胸が高鳴る。自然と足が吸い寄せられる。妖あやしげな光への警戒心は驚くほど感じられない。すでに心がへし折られて、半ば自じ暴ぼう自じ棄きになっていたせいだろうか。

　そこに積まれた楽器ケースは、祖父・久藤奏そう悟ご郎ろうのものだった。おそらく中身はＤデー管や[image: ]エス管、Ｇゲー管などの特殊なトランペットや、ときたま使っていたガンシュホーン、もしくはキラークイーンなどだろう。

　行き詰まってしまった音楽人生。居場所を失ってしまった部活。ハルトは下唇を嚙かみ締しめながら、青白く光る楽器ケースのロックを解除した。

　――渦うず――。

　ハルトは絶句した。

　開帳したケースの中には、渦としか言いようがないものが待ち構えていたからだ。衛星写真で台風を見ているかのような、明らかな異常事態。

　次瞬、渦の回転が急加速した。

「うわぁあああああ！　な、なんだよこれ！」

　吸い込まれる――！

　本棚に詰め込まれたＣＤ、レコード、楽譜が崩れ、スクールバッグと楽器ケースは室内を飛び回り、グランドピアノまでもが渦にズルズル引き寄せられていく。

　細身のハルトなど、言うまでもなくイチコロだった。

「助けてっ！　誰かぁあああああ！」

　渦の加速は止まらない。ハルトは宙に浮かびながら、死ぬ気でバタバタともがいた――が、だからといって渦の勢いをどうこうできるはずもなく。

　そのまっただ中へと吸い込まれてしまったのだった。




　――パカッ、パカラッ、パカラッ――

　規則正しく刻まれるギャロップのリズムを感じ、ハルトは目を覚ました。

「僕、何を……わ、わわっ!?」

　視線の先には、超高速で流れ過ぎる黄おう土ど色いろの地面。お腹に、馬の体温と鈍にぶい痛みを感じる。しかも身体が動かない。これは……縄!?

「あら、気がついたのね。ちょっと手加減しすぎたかしら」

　そこへ、飄ひよう々ひようとした少女の声が降ってくる。手た綱づなを握っている彼女は、たしかリゼット……とか名乗ってたっけ。肩に掛けている長方形のケースは、きっとトランペットだ。

「そうだ、僕の楽器は!?　トランペットはどうしたんだ!?」

　ハッとして、大声で訊たずねる。

　その問いを意外に感じたらしく、リゼットは「ぷっ」と小さく息を洩もらした。

「あのねぇ、自分が今どうなってるのかよりも、楽器の方が心配なの？」

「当たり前だろう！　僕の楽器、どこへやったんだ!?」

「あの子なら大丈夫よ。紺のバッグと一緒に、ちゃんと背中に結ゆわえてあるから」

　……言われてみれば、確かに背中が重い。固い感触もある。

　ハルトはホッと息を吐いたが、それも束つかの間ま。次なる疑問が押し寄せてくる。

　自分が今、どうなっているのか。

　トランペットの無事は確認できたので、今度はこっちを解決しなければ。

　リゼットの腹パンはめちゃくちゃ痛かった。よって、ここは夢の世界の類たぐいじゃない。

　次に、彼女が言っていたなんとか王国、なんとか城という聞き慣れない単語の数々。ここは単なる外国というわけでもなさそうだった。

　そして極めつけは、「チキュー？　何よ、それ」というセリフだ。

　それらの情報を、楽器ケースに吸い込まれたという非現実的な記憶と統合すれば……。

「残る可能性は……この世界は……」

「いつまで寝ぼけてるのよ。ほら、そろそろ到着するわ」

　ふと進行方向に目をやって――ハルトはストンと顎あごを落とした。

　前方、数百メートル先には、巨大な城壁がそびえ立っていたのだ。年代を感じさせる煤すすけた壁面。緑のツタが毛細血管のように生い茂っている。

　映画のセットかＣＧか。そして騎士のような扮ふん装そうのリゼットは、女優さんかコスプレマニアか。ハルトは無理にでもそう考えて、自分の中の常識に縋すがりつこうとした。

「ここまで来ればあと一息。ペースを上げるわよ！」

　リゼットが栗毛の馬にムチを入れると、疾しつ駆くがさらに勢いを増した。大きな湖を通り過ぎ、石造りの橋を抜け、ぐんぐん城壁が迫ってくる。

　高さ三十メートルばかりの城壁に隣接した二本の塔。その間にある背の高い門の前で、馬はいったん停止した。

　門番らしきの屈くつ強きような男たちと二言三言会話を交わし、リゼットは通行許可を得たらしい。ここまでの道のりから一転、のんびりとした常なみ歩あしで門をくぐる。

　ぶ厚い城壁を抜けると、そこには西洋風の街並みが広がっていた。

　中心部には赤レンガ色の城が建ち、そこから碁ご盤ばん目め状じように石いし畳だたみが延びている。通りには馬車が行き交い、質素な服を身につけた人々がもたらす雑踏の中、商店や屋台の主たちが威勢よく呼び込みを行っていた。

　街の賑にぎわいを耳にして、住人たちの存在を肌で感じて、この世界を巡るハルトの仮説はいよいよ真実味を帯びてくる。

　夢ではない。外国でもない。地球ですらない。だったら……。

　――もしかしてここ、異世界ってやつなんじゃないか？

　信じたくはないけれど、楽器ケースに吸い込まれた記憶は確かに残っている。

「たたたた大変だ……。でも、どうすれば……」

　携帯は圏けん外がいだし、帰り方もわからないし、リゼットは話を聞いてくれないし。

　冷や汗でグッショリしているうちに、馬はメイン通りを抜けていた。そしてその先――ゆるい上り坂を経て、街の中心にそびえる城の門まで辿たどり着つく。

　今度はリゼットの顔パスで門を開けてもらう。馬を厩きゆう舎しやに預けるときに、ハルトは縄を解かれて地面にズルズルと引き下ろされた。

「おぇぇ……ぎぼじわるい……」

　ひどい乗り物酔いだった。

　その場にへたり込んでいると、リゼットに頭をつつかれる。

「もう、馬酔いなんて情けないわね。シャキッとしなさいよ、シャキッと」

「ぞ、ぞんなごど言われでも……」

　すっかり目を回していると、「どれだけ貧弱なのよ」と呆あきれられてしまった。

「ああ、ラナ、イリス、戻ったわよ！」

　リゼットは目を転じると、建物に向かって手を振り始めた。霞かすみがかった視界の中、ハルトがそちらを見やると、大小二つの人影が走り寄ってきていた。

　近づくにつれ、彼らの外見が明確になる。

　どちらもリゼットと同じテイストの奇妙な鎧よろいを身につけていた。

　一人は、褐かつ色しよく肌の青年だ。

　でかい。百九十センチ近くありそうだ。頭は見事なドレッドヘアで、顔には大きな……あれは、刀かたな傷きずだろうか。背負った得物は、ドラゴンが殺せそうなほど大ぶりだ。

　もう一人はボブカットの小柄な少女。

　見た目は小学四年生ぐらいで、眠そうな瞳をしている。リゼット以上に肌が白く、そのせいかひどく儚はかなげな印象を覚えた。

「おうリゼット、今日は早かったじゃねぇか。説教のストレスはちゃんと解消できたか……って、おい。そいつ、誰だよ？」

「……おかえりなの。待ちくたびれて、イリスはもう、おねむで……」

　すかさずリゼットは二人を集め、小さな円陣をつくった。

「トランペット……」「斬新な音楽を……」「騎士団……新戦力にね……」

　と、ゴニョゴニョした彼女の声が洩れ聞こえ、

「ウソだろ、そんな――！」

「……ふぇぇぇ……！」

　大小二人が同時にバッと顔を跳ね上げ、ハルトを凝視してきた。

　その表情は、まさに驚きよう愕がく一色。リゼットといい彼らといい、いちいちリアクションがオーバーすぎやしないだろうか。

「ラナ、イリス、よく考えて。私がこういう冗談を言うと思う？」

「そ、そりゃまあ、そうだけどよ」

「……すごいの、すごいの……！」

　どうしよう。そこはかとなく嫌な予感がする。

　ハルトがビクついていると、戻ってきたリゼットに再び頭を小突かれた。

「それじゃあ、改めて自己紹介をしてあげるわ。私はリゼット・シャルパンティエ。十七歳で、楽器はご存じの通りよ」

「オレはラナ・シャンカル。歳は十九で、楽器はトロンボーンだ。よろしくな」

　ラナと名乗った青年がくるりと振り返る。背中には、剣と一緒に縦長の革製ケースが掛かっていた。背が高いせいか、トロンボーンが小さく見える。

「……イリスはね、イリス・ヒンデミットっていうの。十四歳。ホルン吹いてるの。お昼寝するのと、ご本を読んでもらうのが大好きなの……」

　眠そうな目をした小柄な少女・イリスが、寝起きのような口調で言った。本体とベルを分離できるベルカット仕様のホルンケースをリュックサックのように背負っているが、身体が小さいこともあり、まるで亀みたいだ。













「僕は……久藤ハルト。楽器はトランペットで……十七歳」

　回りきらない呂ろ律れつでそう告げると、

「クドーハルトだぁ？」

「……クドーハルト……？」

　ラナとイリスは、なぜだか怪け訝げんな顔をした。しかしそこへリゼットが割って入り、

「二人が言いたいことは痛いほどわかるわ。でも、やっぱり本人よ。道中よーく考えてみたんだけど、私は実際に彼の曲を聴いたんだもの。間違いないわ」

「にしてもよ、クドーハルトってのはさすがに……なぁ？」

「……でもリゼットの言うことだから……」

　えーっと。どうやらリゼットだけは味方になってくれているようだ。会話の中身は依然として謎なぞのままだけど。

　ハルトが首を傾げていると、

「ほれ、ボケッとしない。早く行くわよ！」

「あ、こら、無茶するなって！　痛ててててて、尻が燃える！」

　座ったままの姿勢でリゼットに首根っこを摑つかまれ、城の敷地を引きずられ始めた。

　その後ろを並んでついてくる身長差コンビは、

「斬新な音楽か。クドーうんぬんはともかく、そっちは純粋に楽しみだな」

「……ん。イリスもドキドキしてきたの……」

　プライドもへったくれもない体勢の新参者を、興味深げに品定めしていた。

　二人の視線を浴びながら、ハルトはただただ羞しゆう恥ちに顔を熱くするばかりである。
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　城に入ったハルトらは、エントランスホールのような場所にやって来た。

　甲かつ冑ちゆう姿の青年たちや、大量の書類を抱えて歩く中年女性。修しゆう道どう士しのようなローブをまとった少年少女などなど。彼らが行き交うホール内は、活気にあふれていた。

「むー……。あの人、どうでもいいときはそこらをチョロチョロしてるのに、肝心なときに限っていないんだから……」

　むくれながらネコ目を巡らせるリゼット。誰かを探しているらしい。

　それにしても、豪勢な空間だ。円柱状のエントランスホールは四階までが吹き抜けになり、床には大理石風のタイルが放射状に敷き詰められている。

　入口の反対側にある木扉の先には、中庭らしき芝生の空間が見えた。そこには大きな噴水が設置され、豊かな水流が幾重にも弧を描いている。

「あっ、ソルダネーレ楽がく師し長ちよう！　こっちこっち！　ちょっと来てくれるかしら！」

　人混みに向けてリゼットが声を上げた。

　その後、重たい足取りでやって来たのは、一人の老紳士だった。くるくる巻かれた髪はモーツァルトを思わせる。

「私の響きよう奏そう騎き士し団だんに新メンバーを加入させるわ。すぐに雇用関係の書類を用意して！」

「……またですか。まったく、私はこれから初等楽師育成委員会の会議があってですね、あまり時間が」

　言いかけて、ソルダネーレ楽師長とやらはリゼットから視線を外し、ハルトの顔をしげしげと見つめてきた。眉間に深い皺しわを寄せ、「気のせいでしょうか」と首を曲げている。たぶん、いや間違いなく初対面なんですが……。

「もう、モタモタしてないでパパッと書類を用意して！　それから委員会でもどこでも行けばいいじゃない！」

「あぁ……あなたは本当に！」

　割り込んできたリゼットに、楽師長が苛いら立だちを露あらわにする。漂い始める剣けん呑のんな空気。

「な、なあ、雇用って……もしかして、僕を？」

　ビクビクしながらハルトが訊きくと、リゼットは「はぁ？」と片方の眉を上げた。

「頭でも打ったの？　緑の丘でも話したじゃない。あなた以外に誰がいるのよ」

「待て待て。僕はその、なんとか騎士団に入るだなんて一言も言ってないぞ!?」

「響・奏・騎・士・団よ！」

　ものすごい剣幕で訂正された。

「あなたの繊細な音色と斬新な楽曲の数々、私の響奏騎士団にぜひとも欲しいわ」

　ハルトの言葉を完全無視して、リゼットは得意げな笑みをつくる。

「だから私たち――ラナやイリスと一緒に、ここで音楽をやりましょう！　今日から晴れてお城勤めよ？　無職なんだし、嬉しいでしょう？」

「僕は無職じゃなくて高校生！　今はお城に勤めてる場合じゃないんだよ。日本に帰る手段を探したり、とにかく、これからのことを考えないと！」

『高校生』も『日本』も異世界人には通じないとわかっていたが、あまりの強引さに、ついつい声を荒らげてしまった。

　そうだ、このまま状況に流されていたら大変なことになりそうだ。ここがどこなのかを解明して、異世界なら異世界で、元の世界に戻る方法を探すべきなんだ。

　部活生活も音楽人生も行き詰まってしまった。心が折れて、絶望感すら抱いていた。でも、だからといってこんな新天地を望んでいたわけじゃない！

「ニホン!?」

　出し抜けに、リゼットが瞳を丸くした。

「ほら見なさいラナ。どんどん真実味が強くなっていくわ！」

「落ち着けよ。こういうヤツ、昔っからいたらしいじゃねぇか」

　興奮するリゼットと、諭さとすようなラナ。よくわからないやり取りだが、ここでハルトはこれまでの経緯を簡単に説明した。

　自分こと久藤ハルトは日本という国に住んでいたが、青白い光を発する楽器ケースに吸い込まれて、気がついたら緑の丘にやって来ていたのだ、と。

　……あれ？

　リゼットはますます嬉しそうな顔になって、ラナはますます心配そうな顔に……。

「ほら、ほら！　やっぱりそうよ、本人よ！」

「こりゃー手遅れだな。クドーを名乗るだけじゃなく、楽器ケースの妄想まで……」

「妄想ってどういうことさ!?」

　自分で言っていても、ひどくぶっ飛んだ展開ではある。だけど本当のことなんだから仕方がない。頭の具合を心配されても、こっちが困ってしまうのだ。

「……ほぇ～……」

　ふと、ハルトは傍かたわらに小さな気配を感じ取った。

「イ、イリス？　どうしたんだよその顔は」

　そこには、さっきまで眠そうだった瞳をいっぱいに見開き、キラキラと輝かせたイリスが立っていた。小さな身体をウズウズさせて、今にも飛びついてきそうな勢いだ。

「……ハルト、ニホンから来たって本当なの？　ねぇ、ねぇ、ねぇ……！」

「だから本当だって言ってるじゃないか！」と念を押した矢先、

　ハルトは絶句した。

　エントランスホールの奥。その壁面。

　そこには縦三メートル、横二メートルほどの立派な額がく縁ぶちが掛かっていたからだ。

　だが、重要なのは額縁ではなく、そこに飾られた油絵の方。

　いくつもの勲くん章しようをつけた藍あい染ぞめの着流し。線の細い体たい軀くにピンと伸びた背筋は、実年齢をまるで感じさせない。口くち許もとには仙人のような白髭。伸びた白髪をサムライのようにまとめ上げ、金色のトランペットを携えている。そして、過剰なまでのキメ顔。

　見覚えがあるとかいうレベルじゃない。

　これは。この人は――！

「じいちゃん!?」

　ハルトは声を裏返した。一瞬ビクッとしたリゼットたちは、驚愕するハルトの目線を追いかけて――三者三様の反応を見せる。

「ふふん。ラナ、この醜しゆう態たいが演技に見える？　もう間違いないわ」

「い、いや、だけどよ……」

「……ねぇハルト、もっとお話して。イリス、そういうお話大好きなの……お昼寝と同じぐらい大好きなの……ねぇねぇねぇ……」

　彼らの反応はさておき、ハルトは油絵の観察を続けた。

　注目すべきは、絵の中の老人が手にしているトランペットだ。

　特徴的な湾わん曲きよくを見せるチューニング管と、傾斜のついたボトムキャップ。黄金の輝きを放つそれは、どう見てもガリレオ社のトランペット、祖父の愛器・ジューレオだ。

　受注生産のレア楽器なんて、どこにでも転がっているものじゃない。

「間違いない……やっぱりうちのじいちゃんだよ！」

　ハルトの祖父・久藤奏悟郎は、一年半前に謎の失しつ踪そうを遂げていた。

　音大生の時分から国内外の賞という賞を総ナメにして、卒業後はヨーロッパを中心に世界中で演奏活動を行ってきた、日本きっての天才トランペット奏者である。

　五歳のときから十年あまり、祖父のレッスンで徹底的にしごかれたからこそ、ハルトは全国区の吹奏楽部を擁する明堂学園高等部に、音楽推薦で入学することができたのだ。

　祖父が失踪したのは、ハルトの合格が決まった翌日のこと。

　それがどうしてこんな場所で？　どうして立派な油絵なんかに？

　目を白黒させていると、なだめるようにラナが語りかけてきた。

「あのなぁ、あそこに描かれてんのは、シェルオールに音楽文化をもたらしたヴェント・アルティスタ王国の永えい世せい名めい誉よ宮きゆう廷てい楽師だぞ？　大体、お前のジイさんだったら年代が合わねぇじゃねぇか。久藤奏悟郎センセーは、今から半世紀も前に……」

「いい加減にしてもらえますか!!」

　ソルダネーレ楽師長の怒ど声せいが、二人のやり取りを断ち切った。

　そしてツカツカとリゼットに歩み寄り、

「今朝あれほどお説教したというのに、あなたは欠片かけらも反省していないようだ！」

　鋭い瞳で彼女を見下ろす。

「よいですか？　あなたの無む益えきで愚おろかな活動によって、ただでさえ城の財政には穴が生じているのですよ、穴が！　それなのに、ここからさらに人員を増やすなど――」

　とてつもない迫力だが、リゼットも負けてはいない。

「無益で愚かとは聞き捨てならないわね！　私は誰に何と言われようと信念を貫き通す。そう決めてるの！　それに、今度の新人はイリス以来の逸いつ材ざいなんだからね！」

　お互い一歩も譲らない怒声の応酬。

　ついにはエントランスホールを行き来していた老若男女が足を止め、わらわらと集まってきた。

「お、またやってるのか？」「なんでも、リゼットさんが響奏騎士団に新人を連れてきたみたいですよ」「よくやるよなぁ。そりゃー楽師長も怒るだろうに」

　野や次じ馬うまの輪は、時とともに広がっていく。

「私の仕事をこれ以上増やすのはやめていただきたい！　あなたの音楽など無価値であることを、いい加減に認めたらどうなんですか!?」

「無価値なんかじゃないわ！」

「いいえ、無価値です。今の体ていたらくには、お父上もさぞ嘆なげいておいででしょう」

　楽師長がわざとらしくため息を洩らすと、

「ッ……。そ、そんなこと、ない……。お、お父様は！」

　リゼットは意外なほどうろたえ、言葉を詰まらせた。

「――楽師長のおっしゃる通りですよ。あなたは人生を無駄遣いしている」

　そこへ、さらなる追い打ちをかける声が。

　楽師長の背後から、紺色のローブをまとった金髪男が現れた。澄ました声の主はこの男だ。彼を筆頭に、ローブ姿の集団が楽師のもとにゾロゾロと集結していく。

「おお、これはこれは。我がオレスティア城が誇る楽師の皆さんではありませんか」

　楽師長は得意げな顔で一団に首を巡らせた。その仕草は、まるでリゼットたちに〝立場の違い〟を見せつけているかのようだ。

「ふはは、それにしてもカラビスくん、人生の無駄遣いとはよく言ったものですね」

　お褒ほめの言葉を受け取って、先ほどの金髪男がねじくれた笑みを浮かべる。それを合図に、ローブの集団はリゼットに野次を飛ばし始めた。

「愚かな背はい信しん者しやめ！」「響奏騎士団なんてやめちまえ！」「非常識者！」「税金泥棒！」

「くっ！」

　リゼットは歯を食いしばって〝楽師長派〟を睨にらみつけるが、状況は変わらない。

　そのうち罵ば倒とうは他のギャラリーにも伝染し、嘲りの声はますます盛り上がっていった。リゼットの音楽なんて無駄だ。無価値だ。くだらない。悔くやしがるリゼットをおもちゃにするように、彼らは野次を吐き続けた。

　イリスは怯えた様子で縮こまり、ラナは額ひたいに血管を浮かせ、今にも殴りかからんばかりに拳を震わせている。




　――ハルトの心臓が、強烈に脈みやく動どうした。




　部活の光景が蘇よみがえる。さらし者にされ、心を削られていく後輩の姿が頭をよぎる。

「…………やめろよ」

　自然と口から声が出た。腹の底から絞り出すような、灼しやく熱ねつを伴ともなう呟つぶやきが。

「笑うな……」

　顔を上げ、無責任な嘲ちよう笑しようと真っ向から対たい峙じする。

　リゼット、ラナ、イリスの三人が、一斉にハルトを見た。意外そうに。心配そうに。それでいて、何かを期待するかのように。

　そしてハルトは、トランペット奏者の誇りに懸けて全力で息を吸い込み――、




「人の音楽を笑うな!!」




　ホールの壁が震えるほどの大だい音おん声じようをぶっ放した。

　ギャラリーが一瞬にして静まりかえり、誰もがハルトを注視する。

　リゼットの音楽が無価値だって？　ふざけるな。あれほどまでに心を震わせる音色、誰にだって奏でられるものじゃない。それを口汚く罵倒するなんて……！

　リゼットとは、まだ知り合って間もない仲だ。彼女のことなんて何も知らない。

　だけど彼女は音楽家だ。自分と同じ側にいる人間だ。

　楽師長は、ギャラリーは、リゼットの音楽を侮辱した。

　音楽家が音楽性を侮辱されたら、それはその人の生き様を、これまで築き上げてきたすべてのものを踏みにじられたのと同じことだ。

　それも衆人環視の中で、安全圏から寄ってたかって。

　そんなの、黙っていられるはずがない。

　ハルトは無言で楽器ケースに手を伸ばした。ロックを外し、愛器を取り出し、マウスピースをセットする。

「ちょ、ちょっと、何する気よ！」

　慌てた様子でリゼットが訊ねてきた。

「僕らは音楽家だ。音楽性をバカにされたら……音楽で見返してやるのが筋じゃないか」

「！」

「響奏騎士団とか、この城の事情とか、僕にはよくわからない。だけどリゼットの音楽が目の前でバカにされるのを黙って見ていられるほど、鈍感ではいられないんだ！」

「……。……あなたが演奏をすれば……」

　かすれた声で、リゼットは呟く。

「あいつらを、黙らせることができる？」

「ああ、できるさ！」

　一分の躊ちゆう躇ちよも挟まずに、ハルトは確固たるうなずきを返した。そしてギャラリーに向き直り、マウスピースを唇に添える。

「何？　演奏すんの？」「所詮は背信者の音楽よ」「まったく、非常識な」「響奏騎士団にお似合いの演奏、期待してるぞー」「――――」「――」「……」

　集中、集中、集中――。

　ハルトは瞳をそっと閉じ、薄汚い騒音を意識の外に追いやった。視覚と聴覚が外部の情報を遮断し、心音の高鳴りと神経の昂たかぶりは、熟睡時さながらに静まっていく。

　アンリ・トマジ作曲。

　トランペット協奏曲、第一楽章。

　世界中のトランペットコンクールで、しばしば課題曲に選出されるコンチェルトだ。祖父が初めて世に出したＣＤに収録された楽曲でもある。

　求められるのは、多様な技巧と多彩な表現力。

　じいちゃんの音に近づきたい……。その一心でこの曲を吹き始めたとき、ハルトは小学三年生だった。そして中学に上がる頃、『小学生どころか、高校生でも無謀な選曲じゃぞ？』と呆れていた祖父の耳を、ようやく納得させたのだ。

　この協奏曲で技巧を鍛え、表現力を養い、[image: ]ベー管用に譜面を書き換える過程で、アレンジの基礎を学んだ。

　自分の音楽人生は、この曲とともにある。

　だからこそ、生き様を踏みにじられたリゼットを支えるためには、この曲の響きが必要なんだ。

　脳のう裏りに焼きついた楽譜の情報。それを意識の表層で展開し、曲の世界に没入する――。

　そしてハルトは、ゆっくりと、限りなくゆっくりと両目を開いた。

　視界を埋める、人、人、人。

　いつしかギャラリーは当初の倍近くに膨ふくれ上あがっている。

　批判しよう、粗を探そうと待ち構えている、いやらしいまなざし。

　けれども心は冴え渡り、そんな視線にさらされようが決して揺らぐことはない。

　自分の背後で楽団員が楽器を構える様子を想像する。

　そのイメージは確かな質量を伴い、コンチェルトを支える志士の姿を形づくった。

　透明な指揮者がタクトを振るい――

　ハルトは、反撃を開始する。







　金色のベルから放たれた音色に、ラナ・シャンカルは愕がく然ぜんとした。

　脳裏に広がる無辺の夜空。

　そこに煌きらめく無数の星々。

　クドーハルトを名乗る謎の男――彼が奏でる瑞みず々みずしい旋せん律りつを耳にした途端、そんな景色がありありと浮かび上がってきたのだ。

　静せい謐ひつを湛たたえた厳おごそかなテンポ運び。

　音符と戯たわむれるように、複雑きわまるフレーズがまたたいていく。

　下降する連符――そこに宿った余よ韻いんには、しっとりとした甘さを感じた。

　鼓動が乱れる。背筋に躁の痺しびれが奔はしる。

　ラナは陶とう然ぜんと息を吐いた。

（間違いねぇ……この男、ホンモノだ。本物のクドーハルトだ……！）




　ゆるやかで、表情豊かな旋律がホール内に響き渡る。

　精せい緻ちなタッチで描かれる曲の世界に、イリス・ヒンデミットは心酔していた。

（……こんな音楽、はじめてなの……）

　彼が奏でる甘やかなメロディーが、意識を心地よく絡からめ取とっていく。

　かと思えば、いきなり音量とテンポが跳ね上がった。

　舞い飛ぶようなフレーズの閃ひらめき――色味を変えた曲調が興奮を駆り立て、いよいよイリスを惑わせる。

　そうして曲は再びの静寂へ。

　ほのかに寂しさを孕はらんだ伸ばしのピアニッシモが、胸にじわじわ沁み入ってきた。

　今や音色の力によって、ホールにたゆたう感情の気流は、完全に支配されていた。

　隣に立ったリゼットも瞳をキラキラさせている。

　イリスにとっては、それがなによりの幸せだった。







　やがてハルトが滑らかに音を収束させ、楽器を下ろしたとき。

　ホール内は、異様な静寂に包まれていた。

　そこに佇たたずむギャラリーの瞳は一様に虚うつろで、口は揃そろって半開きのまま。

　彼らが抱く感情はただ一つ――恍こう惚こつに他ならない。

　鼓膜が痛むほどの無音を突き破ったのは、リゼットの拍手だった。

　華やかなる炸さく裂れつ音おん。観客たちは催眠術から目覚めたように、いくぶん瞳に精彩を取り戻した。それでも半ば夢心地で、力なく拍手を鳴らし始める。

　批判的な感情が、音楽の力で上書きされた。

　その瞬間を間近に感じ、ハルトは胸がすくような思いがした。

　しかし。そんな達成感は瞬時に消し飛ばされてしまう。

　なぜならば、元の調子を取り戻したリゼットがギャラリーに向けて、とんでもないことを言い出したからだ。




「聞いて驚きなさい！　今から響奏騎士団に加入するこの男の名は、久藤ハルト！　かの永世名誉宮廷楽師・久藤奏悟郎先生の孫なのよ！

　若くして高貴なる音色と魅惑の技巧を自在に操り、今のような未知の楽曲を、これまで千曲以上も生み出してきた天才音楽家なんだから!!」




　――はぁ!?

　――天才音楽家!?

　――僕が!?

　どうやらリゼットは、初対面のときに上の空で答えた『千曲』という数字を勘違いしてしまったらしい。作曲なんて、短い曲をいくつか書いた程度だ。第一、自分は間違っても天才音楽家なんかじゃない。ただの吹奏楽部員だ！

「待ってくれ、千曲なんて僕はそんな――！」

　しかしハルトの訂正は、

「今、なんと……？」「そんなことが、まさか」「孫……久藤奏悟郎先生の……」「バカな、ありえない」「しかし今の演奏は……」

　驚愕を通り越した不穏などよめきに、無情にもかき消されてしまった。

「おいこら！　なんて紹介をしてくれるんだよ!!」

　混こん沌とんを前に、気持ちよさそうな顔をしているリゼットに鋭く切り込んだのだが、

「ええい、静まりなさい!!」

　ソルダネーレ楽師長の大声が、ホール内の混乱を鎮火させた。

　ギロリとギャラリーを見渡し、

「た、確かに珍しい演奏です。しかし、それだけ。十六曲の賛美歌とはかけ離れた楽曲でした。そんな奏者に拍手を贈るなど言語道断！　そのような不ふ埒らちな言動、ヴェント・アルティスタ王国民の恥はじではありませんか！」

　城内に再びどよめきが広がっていく。

「賛さん美び歌かと……かけ離れてる？」

　楽師長が何を言っているのか、ハルトにはまったく理解できない。

「そ、そう。ソルダネーレ楽師長のお言葉通りだ！　キミたち、恥を知りたまえ！」

　きっかけは、金髪男の上ずった叫びだった。そこから一転、混乱しつつも拍手をしていた人々が、ハルトの演奏をけなし始めた。

「ま、今の演奏は音楽の正道から外れるものですし、ねぇ？」「わたしは拍手などしていませんぞ」「わ、私もです！」「今思えば、ただ面めん妖ようなだけの音楽ですよ」「き、奇遇だなあ、僕も同じ感想です」

　それは純粋な敵意ではなく――どこか、やましさを取とり繕つくろうような、卑ひ屈くつな意図を感じさせる言葉の群れだった。

　ギャラリーがゾロゾロとエントランスホールを離れていく。示し合わせたかのように、誰もがハルトに蔑さげすみの見る目を向けながら。

　人垣が崩れたところで、ソルダネーレ楽師長は険しい顔でリゼットに告げる。

「雇用の件に関しては、もはや言っても無駄のようですね。ただしその行動、ご自身の首を絞めているという事実を、ゆめゆめお忘れのないよう……。

　それからこの少年は、やはりあなたの響奏騎士団に入団させるべきですね。面妖な技術と不可解な楽曲……実にぴったりではありませんか」

　鼻で笑う楽師長。リゼットは苛立ちも露わに両手を腰に当てた。

「言われなくてもそうするつもりよ。この男――本物のクドーハルトを仲間にできなかったこと、後悔する日がきっとやって来るんだから」

「ふははっ、それは楽しみです。しかし世間がどう受け取るか……少し考えれば、楽観視などできないはずですが？」

「ふん。こんな時代が長く続くなんて思わないことね」

「また減らず口を……」

　楽師長はいじわるな調子でリゼットを煽あおるが、その表情はどこか余裕を欠いているように見えた。額にほんのり汗が滲にじみ、瞳が泳ぎかけている。

「それよりソルダネーレ楽師長サマ？　委員会の時間は大丈夫なんですかぁ？」

　負けず劣らずいじわるな口ぶりでリゼットが切り返すと、

「――む、これはいけない。すぐに向かわなくては！」

　楽師長は息を呑のみ、廊下の向こうへパタパタと駆けていった。おそらく自覚はないのだろうが、手足を出すリズムが崩れていて、酷くぎこちない動作になっていた。

「……これで僕、ひとまずこの城にいられることになったの？」

　ハルトの問いには、リゼットの不敵な微笑ほほえみが返ってきた。

「そうね。これであなたは、私が率いる響奏騎士団の一員よ。嬉しいでしょう？」

「嬉しいでしょうと言われてもなぁ」

　ぼやきつつも、ハルトは安あん堵どしていた。当初は拉ら致ちされてきただけの城だと思っていたが、今では事情が変わっている。

　決め手は祖父の肖像画だ。どういう因いん果がか知らないが、失踪した祖父はこの地にやって来ていたのだ。だったらこの城には、日本に帰るためのヒントが眠っているかもしれないというわけである。

　だけど、喜んでばかりもいられない。さっさと天才音楽家の件を訂正しなくては。

「あのさ、みんな。僕は天」「それじゃあ今から新メンバーに、私が直じき々じきにお城の中を案内してあげるわ！」

　リゼットが言葉を速射したと思ったときには、もう腕を摑まれていた。

「あぁっ、だから聞いてくれって！　助けてラナ、イリス！」

　そのまま廊下をグイグイ引っ張られていく。ハルトは必死の思いで手を伸ばしたが、

「それじゃあな、ハルト。今日はいいもの見せてもらったぜ。ありがとよ！」

「……いってらっしゃいなの。ハルト、とってもすごい人なの……」

　しばしの別れを惜おしんでいると勘違いしたらしく、二人は手を振り返してきた。

　頼むから、誰か話を聞いてくれぇぇぇぇ!!




　　　　　３




　それからハルトは、食堂、楽器練習室、文官執しつ務む室しつ、室内トレーニング場、響奏騎士団の職員寮、そして大浴場などを案内された。

　リゼットはどこに行っても一人でペラペラ説明するばかりで、こっちの話なんて聞いてくれやしない。

「絶対に忘れちゃダメよ。今週は男湯が右の温泉。女湯が左の温泉なんだからね」

「へいへい、わかりましたわかりました」

「むー……。ハルトってば、私に対する尊敬がいまいち足りてないわね」

　諦あきらめ混じりに応じていると、リゼットは傲ごう慢まんなセリフとともに眉をひそめた。

　窓の外ではすっかり陽が傾き、しばらく前に、中庭に並んだ大ぶりのたいまつに火が入れられたところだ。

　そろそろ天才音楽家の件を訂正しないと、いい加減ヤバイ。

「さあ、もうすぐ晩ごはんの時間ね。案内する場所は次で最後よ」

　西館の三階。廊下の突き当たりにある扉を、リゼットに続いてくぐる。

　鼻を突くのは、ほのかなホコリとカビの臭い。

「ここが、オレスティア城の英知が詰まった図書館よ。過去の文献から最新の新聞まで、いろんな情報が集まってくるわ。あっちが歴史書で、その棚の向こうには、イリスの好きな絵本のコーナー。こっちには久藤奏悟郎先生の著作が並んでて……」

　早口で説明しつつ、リゼットは館内をズンズン進んでいく。

　大きなステンドグラスからは、城の周囲に立てられたたいまつの灯が色調を変えて洩れ入ってくる。ランプや懐中電灯がなくても、ギリギリ本が読める程度の明るさだ。

　館内をぐるりと見回し、ハルトははたと歩みを止めた。

「リゼット！　今サラッと、じいちゃんの著作が並んでるって言わなかったか!?」

「言ったけど、それがどうかしたの？　それより私は、今夜イリスに読んであげる絵本を選ばなきゃいけないんだけど」

「その前に、じいちゃんのコーナーに案内してくれ！」

　肖像画になるほどの大人物なら、著作も少しはあるだろうとは思っていた。だけど、まさか専用のコーナーができるほどとは。

「さあ、ここが久藤奏悟郎先生の著作スペースよ。で、どれから読むつもり？」

「こ、こんなに!?」

　リゼットが示した本棚には、ゆうに百冊近くのハードカバーが詰め込まれていた。

　だけど背表紙は全部シェルオール語（？）だ。これじゃあ情報の集めようがない。

　ガクリ。地べたに四よつん這ばいになっていると、

「……いいわよ。読んであげても」

　ボソッとした声が耳に届いた。

　ハルトは瞬時に面を上げる。今だけは、そこに立っている美少女が、話を聞かない暴君ではなく真紅の髪の天使様に見えた。

「さっきは助けてもらったわけだし、そのお礼っていうか……ね？」

「リゼット……いやリゼットさん！　ありがとう、ありがとう！」

「はいはい。ただし、晩ごはんの鐘が鳴るまでよ」

「ん、しょ」と背伸びをして、リゼットは一冊の本を手に取った。

「『楽器ケースに吸い込まれて、異世界にやって来てしまった音楽家がいる件について』。これなんてどうかしら。久藤奏悟郎先生の自伝風小説の一つで、とっても読みやすいわ」

　本の表紙には、着流し姿のイケメンのイラストが描かれている。

　自伝って……。まさかと思うが、表紙の絵はじいちゃんのつもりなのか？

　というか、ここで異世界説が確定してしまった。ハルトの仮説は当たっていたのだが、ぜんぜん嬉しくない。なんて不意打ちだよ。

「この本は昔シェルオール中で大ヒットした傑けつ作さくなの。今では国語の教科書にも載のってるんだから。作品のあらすじを説明した短文をそのままタイトルにすることで、読者に一目で内容を伝えられるの。久藤奏悟郎先生が発案した画期的なネーミング手法よ」

「じいちゃんが発案……ねぇ？」

　ぐんにゃりと顔が歪ゆがむ。もう、ツッコむのも嫌になってきた。

「でも、そんなに有名な作品なら、じいちゃんと同じく日本から来たっていう僕の言葉、ラナとイリスはどうしてすぐに信じてくれなかったんだ？」

「それは仕方ないわよ。この本、公式略称『ケス音』が空前の大ヒットを記録した当時、作品の内容に影響されて、『俺はニホンから来たトランペッターだ』って言い出す変質者が続出したらしいの。病理的な社会現象というやつね」

「つ、つまり僕も、そんな変質者の一人だと思われてた……と？」

「だって『クドーハルト』を名乗ったのよ？　わざわざ孫の方を名乗るなんて、通な変態しかやらないんだから」

「通な変態って何だよ」

「あ、でも久藤奏悟郎先生は著書の中でさんざん孫自慢をしてるから……変態度はそれほどでもないのかしら？」

「僕に訊かれてもな……。というか、孫自慢って何さ」

「そのままよ。〝私には、最初で最後の弟子がいる。私の音色を受け継ぐ孫だ――〟とかって、久藤奏悟郎先生はいろんな著書で語ってるの」

「じいちゃんが、僕を……」

　ハルトは静かに呟いた。レッスンの九割以上は厳しいダメ出しだったけど、そうか、じいちゃんは……。尊敬する師匠が、心の中では自分を認めてくれていた。その事実には、思わず目頭が熱くなってしまう。

　そんなハルトにそっと微笑み、リゼットは続けた。

「まあとにかく、私は緑の丘であなたの演奏を実際に聴いてたから、みんなと違ってあなたの言葉を信じられたの。だからラナとイリスを責めないで。本の中で語られてた人物がいきなり目の前に現れるだなんて、普通は誰も思わないもの」

　なるほどな。だからラナとイリスは変なリアクションをしてたのか。

　少しばかり状況が飲み込めたところで、リゼットは『ケス音』の中身をかいつまんで説明してくれた。




○ここはシェルオールと呼ばれる世界である。そしてこの城は、シェルオールの西方で栄えるヴェント・アルティスタ王国の地方都市、オレスティアにあるオレスティア城。

○原因はわからないが、レッスン室に置いてあった楽器ケースが日本とシェルオールを繋ぐゲートの役目を果たすようになってしまった。久藤奏悟郎はそのケースに吸い込まれ、今から七十年ほど前のオレスティアにやって来た。

○久藤奏悟郎はシェルオールに音楽をもたらし、文化としての地位を確立。さらには産業や行政などの幅広い分野でめざましい功績を残して、国の発展に大きく貢献した。




「ストップストップ！　さっきもチラッと言ってたけど、じいちゃんがこの世界に音楽をもたらしたって、どういうことさ？」

「そうね……そういう歴史的な説明は長くなるから、別の誰かに訊いてくれる？」

「えっ。でも、すごく気になるポイントなんだけど……」

「説・明・が・長・く・な・る・わ！」

「あのなぁ……」

　ハルトの嘆たん息そくなど歯し牙がにもかけず、リゼットは強引に言葉を繋ぐ。

「晩年の久藤奏悟郎先生は活動の場を文ぶん壇だんにも広げて、多くの著作を上じよう梓ししたの。そして今から半世紀前。享年九十二歳、王都ペルセポリスで永遠の眠りについたわ……」

　それを聞いて、ハルトは声を詰まらせた。

　そうだ。うすうす気づいていたが、当たり前の話だ。

　祖父がこの世界にやって来たのは、今から七十年も前だそうだ。ゲートになった楽器ケースは、そこに吸い込まれた人間を必ずしも同じ時代に送るわけではないらしい。

　胸がしめつけられた。生涯の目標であり、憧れだった祖父の死を唐突に直視させられたんだ、身構えていなかったぶん、ショックは大きい。

　と、そのとき。

　リゼットは思い出したように「あっ！」と声を跳ねさせた。すさまじい勢いで『ケス音』のページをめくり、本の終盤をガバッと開いて押しつけてくる。

「もしかして、このページに書かれてる言葉……あなたなら読めるんじゃない？」

　もうネコ目がキラっキラしている。すっかり好奇心の虜とりこだ。消沈気味のハルトは、しおれた身体をのそりと動かして紙面をのぞき込み――、

「これ、日本語じゃないか！」

　叫ぶと同時、リゼットの手から本をひったくった。

「やっぱり読めるのねっ！　何が書いてあるの？」

　興奮を隠さず、なだらかな胸の前でパン！　と両手を打ち鳴らすリゼット。

「『ケス音』に挿入されてるこのページは、長年の謎とされてきたの。過去に何人もの研究者が解読を試みたんだけど、一向に読み取れないらしいのよ」

　その説明を聞き流しつつハルトは思った。

（これ、僕に宛てたメッセージだ……！）

　確信を胸に、遺文の朗読を始める。




　　　　　愛する我が孫　ハル坊へ

　ハル坊、元気しとるか？　わしじゃ。じいちゃんじゃよ～。

　こいつを読んでいるということは、ハル坊もわしと同じくシェルオールに迷い込んできたのじゃろう。こりゃあもう血じゃな（笑）。

　さぁて。ここにはハル坊が今、最も知りたがっているであろう日本への帰り方を書いておいてやろう。じいちゃんに感謝するのじゃぞ。他にも語って聞かせたい武ぶ勇ゆう伝でんは山ほどあるのじゃが、いかんせんスペースの関係もあるからのぅ。




「…………。ふ、ふぅん。い、意外と砕けた文面なのね……」

「ハル坊とか、いくつのときの呼び名だよ！」

　リゼットの生暖かいフォローが、かえって胸に突き刺さる。激しく赤面しながら心の中で悶もだえていると、ふいに大きな疑問が浮かんだ。

　――じいちゃんは、日本に帰る手段を発見していたんだ。なのに、どうしてシェルオールに残ることを選んだんだろう――。

　その答えは定かでないが、このメッセージが挿入されていた理由はわかる気がする。

　ベストセラーになった著作。シェルオールのどこにハルトが飛ばされても、帰国の手段が書かれた遺文に気づくチャンスを与えられるように……。

　日本語で書かれた文章には、まだ続きがある。




　元の世界に帰るカギ。

　それはズバリ、王都ペルセポリスのモルシマ大聖堂に眠っておる！

　まあ、わしから伝えるべきことは、これで充分じゃろう。

　この情報をどう使うか。それはハル坊次第じゃな。とはいえ、わしの愛まな弟で子しであるハル坊ならば、うまいことやってくれると信じておるよ。

　……………………。……………………。……………………。

　では、ハル坊がこのシェルオールに〝今とは違う意義〟を見出したそのときには、わしの足跡を辿ってみるのも悪くないんじゃないかのぅ。

　そいじゃハル坊、期待しておるぞ～。




「王都のモルシマ大聖堂か……」

　朗読を終え、本を閉じる。後半の数行はわざと声に出さなかったが、これはリゼットのためでもあり、またハルト自身のためでもあった。

　――日本に帰るためのカギは、王都のモルシマ大聖堂にある――。

　シンプルながら大きなヒントだ。こうなると、あとの問題は自分が動くか、動かないかという単純な二択になってくる。

　帰りたいという思いは切実だった。

　こちらの世界にいる間にも、部員のみんなはどんどん先に進んでいく。

　ハルト一人を取り残して。

　……それは、嫌だ……。

　自分を排除した集団に縋ることでしか音楽を続けられないという、揺るぎない現実。

　もう、どうしていいのか見当もつかないけれど、とにかく日本に戻らなければ、この問題は解決のしようがない。

「だったらすぐにでも王都に――！」

「……ふぅん、あのモルシマ大聖堂にね」

　熱くなるハルトの傍らで、なにやらリゼットは思案顔だ。

「どうしたんだ？　もしかして大聖堂のこと、何か知ってるのか？」

「あそこには、久藤奏悟郎先生が生前に所蔵してた楽器ケースが祀まつられてるわ。先生が旅の途中、シェルオールのどこかで手に入れた貴重な逸品だっていう話よ」

　それだ！

　頭の中でファンファーレが鳴り響く。その楽器ケースは、日本とシェルオールを繋ぐゲートとなる代物なのかもしれない。二つの世界が繋がってしまったというなら、双方にゲートがあるのもうなずける。

「ねえ、もしかしてモルシマ大聖堂に行こうとか思ってる？」

「もちろんだよ！　ここから王都まではどれぐらいかかるんだ？　連れていってくれとは言わないけど、僕は明日の朝にでも……！」

　しかしハルトの弾はずんだ意気は、

「無理よ」

　たった三文字で叩き落とされてしまった。

「残念だけど、仮にあなたが王都に行っても、大聖堂には近づくこともできないわ」

　そんな不吉な前置きをして、リゼットは語った。

　なんでも、王都のモルシマ大聖堂は『真に優れた音楽を奏でる、久藤奏悟郎の同志』のみが立ち入りを許されている聖域らしい。

　現状、その権限を有するのは『宮廷楽師』だけだという。

　シェルオールでは音楽家のことを『楽師』と呼んでおり、宮廷楽師というのは、地方に配置された一般の楽師から厳しい試験を経て選抜される、この世で最も優れた音楽を奏でる集団のことだそうだ。

「大切な聖遺物を守るために、大聖堂の管理はガッチガチになってるの。権限のない人間が近づこうものなら……衛兵に捕まって、ひどい目に遭わされてしまうわ」

「そんな……」

　盛大なぬか喜びに、ハルトは力なくへたり込んだ。しかし、そこで。

「でも、一つだけ方法があるわ」

　リゼットが人差し指をピンと立てた。

　ハルトは即座に身を起こし、「大聖堂に入る方法、あるのか!?」

「簡単なことよ。大聖堂に入る権限が欲しいのなら！」

「欲しいのならっ？」

「まず、私の響奏騎士団に入るのがいちばんの近道よ！　ラナやイリス、他のみんなとも協力すれば、きっと権限を手に入れられるわ！」

「そうなのか……！」

　響奏騎士団に入れば道は開ける。なんて魅力的な話だろう！

　こうして開けた明るい活路。ハルトの気分も上昇しっぱなしだ――けれども。

　小躍りする前に、念のため確認しておこう。

「こんなときに訊くのは野や暮ぼなのかもしれないけどさ、その響奏騎士団ってやつ……なんか、その、みんなにバカにされてたよね？」

「えっ」

「えっ」

　それまで裏表のない素敵な瞳をしていたリゼットが、つぃ――と視線をそらした。頰を伝う一筋の汗。「ひゅ～♪　ふゅ～♪」と鳴らない口笛を吹き始めたあたり、怪しすぎる。こんなに噓うそをつくのがヘタなヤツ、初めて見たぞ。

「わかりやすく誤ご魔ま化かすなよ！　エントランスホールで、みんなが響奏騎士団をあからさまに悪く言ってたじゃないか。お城のトラブルメーカーみたいにさ！」

「え、ええと、だから、それは……」

「だからそれは？」

「あぁいけない！　そろそろ本当に晩ごはんが始まってしまうわ。響奏騎士団の入団手続きは私がやっておくから、早く行かないと！」

「ごはんごはん♪」と声を上ずらせてスキップで逃げようとするリゼット。ハルトはすかさず腕を伸ばして、彼女の首根っこを捕まえた。

「逃がすもんか！　響奏騎士団って結局、何をやる組織なんだ？」

　おしおきされる仔ネコのような体勢で、リゼットはモゴモゴと言いい淀よどんでから、

「……響奏騎士団は、正規の騎士団の外部組織なの。主な仕事は……正規の騎士たちが手を出したがらない面倒な案件の処理……とか」

「具体的には？」

「街のケンカの仲ちゆう裁さいとか、山さん賊ぞくの討とう伐ばつ。あとは、演奏旅行に行く楽師たちの護衛なんかよ。ときどき文官の手伝いで、書類仕事をやったりすることもある……かもね」

「あー……。そ、そっか、いろいろ頑張ってるんだな」

　すぐさま浮かんだのは『なんでも屋』という言葉だった。だけどなんだか鉄てつ拳けんが飛んできそうな気がしたので、当たり障りのないコメントでお茶を濁にごしておく。

「で、音楽方面の仕事は？」

　リゼット、ラナ、イリスの三人は、それぞれ楽器ケースを持っていた。だったら当然、音楽の仕事もあるのだろう。自分を仲間に引き入れたのだって、理由はそこにあるわけだし――――――と、ハルトは思ったのだが。

「ないわ」

「えっ」

「な・い・わ！」

　リゼットはハルトの手を乱暴に払い、獣のようにフーッとうなった。尖った八重歯がギラリと光る。しまった、ここは地じ雷らい原げんだったか！

「音楽の仕事は、この街の楽師たちが独占してるのよ!!」

「そうなんですかごめんなさい！」

　反射的に頭を下げると、リゼットは八重歯を引っ込め、徐々に元の美少女へと戻っていった。ああ焦あせった。瞬間沸騰する女の子はこれだから困る。

「確かに響奏騎士団は、正規の楽師でもなければ騎士でもないわ。だけどメンバーは全員、私の野望に賛同してくれた人たちなの。……そりゃ、楽師の養成学校――音楽院でいろいろやらかしちゃった人も多いけど、でも」

「ダウト！　そこ、すっごく重要なポイントだぞ!?　いろいろやらかしちゃった人たちって……そんな集団、やっぱり入りたくない！」

　今からでも正規の楽師になってやる！

　そう宣言したのだが、ここでリゼットは「やれやれ」とばかりに首を振った。

「残念だけど、あなたはもう正規の楽師にはなれないわ。一生ね」

「い、一生って……穏やかじゃないぞ。どうしてさ？」

「だってあなた、エントランスホールで十六曲の賛美歌じゃない曲を大々的に演奏しちゃったんだもの。楽師なんて、伝統を頑迷に守り抜くことを使命みたいに考えてる連中よ？　音楽の正道から外れる者を、最も忌み嫌うんだから。あんなアウトローな楽曲を奏でる人間、仲間にするわけないじゃない」

「アウトローって、そんなバカな！」

　そうだ。まだ解消すべき大きな疑問が残っていた。

　エントランスホールでトマジの協奏曲を吹いた後の、観客たちの反応。

　そして十六曲の賛美歌だ。

　この世界の人々は、どうやら音楽に特別な思い入れを抱いているらしい。それは今までの出来事からも推察できる。

　だけど、その思い入れの方向性が理解できない。

　演奏後、ギャラリーはたくさんの拍手を送ってくれていたというのに、楽師長の一言をきっかけに態度が一変してしまった。十六曲の賛美歌から外れる音楽など無価値。賛美歌を演奏して耳を清める。そんな野次も記憶に残っている。

　この不思議な価値観は、一体何なのだろう。

　愚かな背信者。そんな言葉でリゼットを罵ののしっていたギャラリーの真意は……。

　悩んでいると、リゼットが重々しい口調で告げた。




「シェルオールには、十六曲の賛美歌以外に音楽が存在しないの。

　音楽の正道とされてる十六曲の賛美歌を、いかに正確に演奏するか。それを突き詰めることこそが〝音楽〟だとされてるのよ。あなたが演奏したような楽曲は、正道を外れる雑音として、音楽とは認められないわ」




「そんな……！」

　ハルトは愕然とした。冗談だろうと声を上げそうになった。

　しかしリゼットは表情を歪めている。そんな価値観を口にすることが、あたかも最大級の屈くつ辱じよくであるかのように。

　今の彼女に、冗談だろう、などと言えるはずがなかった。

　十六曲の賛美歌についても、今は追及しないでおく。その質問は、きっと彼女に追い打ちをかけてしまうから。

『音楽家＝楽師』。それはつまり、『十六曲の賛美歌を奏でる者＝楽師』と言い換えるべきなのかもしれない。

「僕が賛美歌以外の曲を演奏した時点で、楽師になる道は断たれてたのか……」

　意味を反はん芻すうしながらも、自分で自分の言葉が信じられない。

「残念だけどそういうことよ。あなたが今から正規の楽師になれる可能性なんて、たとえ生まれ変わったとしても残されてないわ」

「……でも、それならどうやって大聖堂に入ればいいのさ」

「大聖堂の管理権限は、王都の宮廷楽師協会という組織が握ってるわ。早い話、自分たちが宮廷楽師以上に優れた音楽を奏でられることを、彼らに認めさせればいいのよ」

「優れた音楽を……」

　ハルトが呟くと、リゼットは深々とうなずいてみせた。

「ええそうよ。そしてそれこそ、私たち響奏騎士団が掲げる野望なの！」

　見れば彼女の瞳には、紅ぐ蓮れんの炎が燃え盛っている。

「十六曲の賛美歌は確かに素晴らしい楽曲群よ。だけど、賛美歌を極めることこそが音楽であり、それ以外の楽曲の価値を認めないだなんて、そんなの絶対おかしいわ。だから私は響奏騎士団を組織して、今の音楽業界に一石を投じてやろうとしたのよ！」

　だが、そこでネコ目が伏せられる。

「……響奏騎士団を組織して二年。賛美歌に続く新たな音楽を生み出して、その価値を世間に認めさせるために、いろんなことに挑戦してきたわ。賛美歌にアレンジを加えたり、新曲づくりを計画したり……。でもね、悔しいけど……どんなに頑張っても、新たな音楽と呼べるほどのものは生み出せなかったの」

（そうか。だから僕をスカウトして……）

「賛美歌以外の音楽を求めることは、神職者である楽師の間では禁忌タブーとされてるわ。一般大衆の目線からも、非常識な行いに映ってる。

　だけど私は信じてるの。タブーや常識を乗り越えて心に直接訴えかける力を持った、新たな音楽の存在をね。そしてあなたは、その片へん鱗りんを見せてくれた」

　私たちには、あなたの力が必要なの。だから――！

　リゼットが切実な瞳で見つめてくる。

　ふと、ハルトの耳に、彼女が紡つむぐ華やかなハイトーンが蘇ってきた。

　身体がじん、と痺れを帯びて、胸の奥には熱い波紋が刻まれる。

　城内に鐘の音が響いた。

　それはさながら、ハルトの決意を後押しするかのように。

「どこまで力になれるかわからないけど、進むべき道筋が同じなら……！」

「私に、ついてきてくれる？」

　うなずきを返すと、リゼットの満面に笑みの花が咲き乱れ、握手を求められた。

「ようこそ私の響奏騎士団へ。これから一緒に頑張りましょうね！」

　意外と小さなその手を握る。ひんやりしていて柔らかい。

　楽師になれないのは痛いけど、これは身から出たサビだ。いくら我慢ができなかったとはいえ、音楽でギャラリーを見返そうとしたのはハルト自身だったのだから。

　けれど、結果として、演奏の力で野次を跳ね返すことができた。

　リゼットの尊厳を守ることができたのだ。

　だとしたら――今を悲観する必要なんて、一つもないんじゃないだろうか。

　そう考えると、頭の中の霧が晴れ、身体がスッと軽くなったような気がした。

「あ、そういえば」

　すっかり忘れていたが、リゼットには絶対に言っておくべき事柄が残っていたのだ。今ここで伝えなければ、この子はさっさと晩ごはんに繰り出してしまうだろう。

「リゼット、大切な話なんだ。ごはんの前にこれだけは言わせてほしい！」

「むっ。いくら入団記念日だからって、私のデザートはあげないわよ」

「そんなこと相談するか！　そうじゃなくて、僕はリゼットが言うような天才音楽家じゃないんだよ!!」

「……………………へっ？」

　それまでの笑みがウソのように、リゼットはポカンと口を開けた。

　すごい顔芸だ。

　それこそ、嫁のもらい手がシェルオール中から消え失せるほどの。

「リゼットは、僕が吹いてた曲をオリジナルだと思ったみたいだけど、違うんだ。千曲っていう数字は、あくまで僕が知ってる曲の目安であって、間違っても作曲した数なんかじゃない。僕はただの学生なんだよ！」

　とびきりの顔芸を披ひ露ろうしていたリゼットだが、徐々に言葉の意味を理解していったらしい。全身をプルプル震わせ、冷や汗を流しながら閲えつ覧らん机づくえをぶっ叩く。

「そ、そそそそんな大事なこと、どうしてもっと早く言わなかったのよ！」

　しかしこっちも負けてはいられない。なにせ今後の身の処し方が懸かっているのだ。

「リゼットが話を聞こうとしなかったんじゃないか！」

「なによ、あんたが後ろでボソボソしゃべるからじゃない！」

「僕が説明しようとしても、君がどんどん先に行っちゃったからだっての！」

「なによ！」

「なんだよ！」

　犬歯剝むき出だしで額と額をぶつけ合うことしばし。ただでさえ色白なリゼットの肌が、みるみるうちに青ざめていった。

「そ、そういえば私、お城のみんなにあんたのこと、天才音楽家って紹介しちゃったじゃない！　ど、どどどどうするのよ!?」

「どうするもこうするも、早く訂正するしかないだろう！」

「ダメ！　それはダメよ！　あれだけ大見得切って紹介したんだから、やっぱりダメになっちゃいましたなんて言えるわけないじゃない！」

「そんなこと言ったって！」

「方法なら……あるわ」

　リゼットが低い声で呟いた。

　次の言葉を予想して、ハルトは「まさか――！」と息を呑む。

「そう、そのまさかよ。あんたが天才音楽家じゃないってことは、二人だけの秘密。あんたは誰にもバレないように天才音楽家を演じ続けるの。いいわね!?」

「いいわけないだろ！　そんな無茶なこと、できるはずがない！」

「できるわよ！」

「何を根拠にっ!?」

「だって！」

　そう叫んだところで、リゼットは舌ぜつ鋒ぽうを鈍らせた。続く言葉は徐々に弱まり、ほとんど聞き取れないほど小さくしぼんでいく。

「だって、あなたの楽器の腕は……間違いなくホンモノだから。あの丘で、あなたの演奏を聴いたとき、私が求めてたのはこの音色だって直感したの。宝石みたいにキラキラで、踊るみたいに麗しくって……この人と一緒に演奏したいって、そう思ったから」

「僕と、一緒に……」

　そんな風に言われては、さしものハルトも反論できない。

　あの丘で互いの音色を交わしたとき、この子もまた、自分と同じ気持ちを抱いていたのか。だからあんなに熱烈な勧誘を……。

　リゼットの頰は恥はずかしそうに色濃く染まり、長い睫まつ毛げがふるふると揺れている。

　ああもう。そんな目で見つめられたら、断れるわけないじゃないか。

「あなたは天才音楽家。千の楽曲を操る奏者。……はい、言って」

「……僕は天才音楽家。千の楽曲を操る……うぅっ」

　この瞬間、久藤ハルトは西東京の吹奏楽部員から、シェルオールに降り立った天才音楽家（自称）へとジョブチェンジを果たしたのだった。




　　　♪　♪　♪




「ソルダネーレ楽師長、お疲れ様です」

「次回の委員会でもよろしくお願いしますよ、楽師長殿」

「お疲れ様です。どうでしょう、これから一杯」

　初等楽師育成委員会の関係者たちが口々に呼びかけてくる。ソルダネーレはそれらを体よく受け流し、大会議室をあとにした。これから彼らは夜のオレスティアに繰り出すのだろうが、今はどうにも酒や女を愉たのしむ気分にはなれなかった。

　楽師長室に戻り、ランプに火を入れ、革張りのイスに背を預ける。

「久藤奏悟郎氏の孫……ですか」

　ソルダネーレは執務机に爪を立てた。

　油断すると、ホールで聴いたかの音色が、耳じ朶だの奥に蘇ってくるからだ。

　久藤ハルト。あの斬新きわまる演奏を聴く限り、彼はおそらく本物だ。それは事実として受け止めねばならない。

　彼の加入によって、響奏騎士団の連中はますます調子に乗るだろう。発足から二年。ようやく勢いが衰えてきたというのに……。

　だが、まあいい。打つ手はいくらでもある。

　それどころか、彼の活躍いかんによっては、より豊かな結末を迎えられるかもしれないではないか。

　ソルダネーレは居住まいを正すと、机の抽ひき斗だしから封筒と便せんを取り出した。

　芸術の才能は、えてして受け継がれざるもの。

　孫までもが大成するとは考えづらいが、あの響奏騎士団と組んだとあっては、何をしでかすかわからないのもまた事実だ。

「念のため、目を光らせておくべきでしょうね……」

　ほの暗い室内で独りごち、ソルダネーレは羽ペンを走らせていった。
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　宮きゆう廷てい楽がく師し。

　それは各国の王都に置かれた、選ばれし楽師たちの総称だ。

　主な仕事は、国の祭礼などの大舞台で賛さん美び歌かを奏かなでること。

　彼らは国内外に膨ぼう大だいな数のファンを抱え、地方の一般楽師たちとは次元の異なる富と名声を手にしている。

　ちなみに一般楽師の主な活動は、毎日の祈りの時間に街へ赴おもむき、教会や広場などで賛美歌を演奏することだ。民衆たちは、この一時をとても大切に感じている。

　宮廷楽師＝トップアイドル。

　一般楽師＝ご当地アイドル。

「うーん、そんな風に覚えておけばいいのかな？」

「何をぶつぶつ言ってるの？　一度しか説明しないって言ったんだから、質問は受け付けてあげないわよ」

「まあまあ。何かあったら後でオレが教えてやるから安心しろよ、ハルト」

「……んぅ～、イリス、まだおねむで……ＺＺｚｚ……」

　明けて翌日。

　朝食を終えたハルトとリゼット、ラナ、イリスの四人は、城の中庭に向かっていた。

　響きよう奏そう騎き士し団だんの朝礼は、中庭の噴水前で行われるらしい。

　すでに現地には二十名ほどの男女が集まっていた。みんな揃そろって例の奇妙な鎧よろいをまとい、腰には剣を帯びている。団員の平均年齢は二十歳ぐらいだろうか。レスラー体型の男たちが多かったが、ちらほらと女性の姿も窺うかがえる。

「それじゃあ朝礼を始めるわよ。ほれ新人、みんなに元気よく挨あい拶さつをなさい」

　偉そうに噴水の縁ふちに立ったリゼットに促され、ハルトはくるりと振り返った。

「ええと、いろいろあって入団することになりました、久く藤どうハルトです。楽器はトランペットをやってます」

　かく言うハルトも、今は響奏騎士団の衣装を身につけている。だけどコスプレみたいで恥はずかしいし、思ったよりも剣が重くて、腰を悪くしそうだった。

　最後に、「よろしくお願いします」と一礼。

　我ながら何の工夫もない自己紹介だったが、

「よろしくなハルトくん！」「なんでも、久藤奏そう悟ご郎ろう先生の孫らしいじゃん？」「リゼット団長が天才音楽家と言うからには、相当な傑けつ物ぶつなんだろうな！」

　響奏騎士団のみんなは温かい言葉で迎えてくれた。

　自分以外はすべて敵。新しい芽はすぐ潰つぶせ。そういうスタンスの生徒ばかりの部活にいたせいで、ハルトは余計にほっこりした。

「リゼットさん、今日のスケジュールに変更はありませんか？」

　歓迎ムードが一段落したところで、メガネの団員（♀）が挙手して言った。

　団長様は手て許もとの資料をパラパラめくり、

「うーんと、今日は飛び込みの任務も入ってないから、予定通り一日トレーニングよ。午前中は組み手。お昼を食べたら、夕方までは基礎体力の育成よ。楽器の練習はいつも通り夕食後ね。それでは各自、準備体操よ！」

「「「はい！」」」

　パン！　とリゼットが手を叩くと、団員たちは運動部員さながら威勢よく返事をした。

　各メンバーがペアを組み、中庭に散らばっていく。

「よっし、それじゃあハルト。オレらも始めようぜ」

　ラナにポンと肩を叩かれた。その背後では、

「ああん。私、ハルトさんとペアを組みたかったわ」「ボクだって！」「昨日の演奏の話、聞かせてもらいたかったのにぃ……」

　などと、他の団員たちがブーブー文句を言っている。

　慣れない人気っぷりに、ハルトははにかみを返すことしかできなかった。……言えない。今さら天才音楽家じゃなかったなんて、言えるわけがない……！

「ハハハッ、残念。早いもの勝ちだぜー」

　豪快に笑うラナに連れられ、適当なスペースに陣取った。

　夕食後には楽器が吹ける。

　ハルトはその一時を楽しみに、苦手な運動の時間をやり過ごそうと奮起した。




　ラナとの適度なストレッチを終え、そこにリゼットとイリスのペアが合流する。

　リゼットとラナが、自分たちの剣を抜いた。イリスは変わらず徒と手しゆ空くう拳けんで、こちらをポケーっと眺めている。

「まずは基礎から教えてあげるわ。ハルトも早く剣を抜きなさい」

　片手で軽々と刃やいばの残像を生みながら、リゼットが横目を投げかけてくる。

「え、僕も!?」

「なによ、その意外そうな反応は」リゼットが唇をツンと尖らせる。「響奏騎士団に入った以上、あなたもしっかりトレーニングを積んでもらうわ。いざというとき、身を守れるに越したことはないでしょ？」

「そ、そうは言っても……」

　確かに剣を支給されたとき、ある程度は予想していた。だけど、いきなり〝抜け〟だなんて。いち文化部員にはハードルが高すぎる。

　ハルトがまごまごしていると、リゼットは「やれやれ」と肩を落とした。

「普段の練習では刃を潰した練習用の剣を使ってるから、当たっても死にはしないわよ。……ものすごぉく痛いけど」

「い、痛いのはちょっと……なあ？」

　それでも逃げの言葉を重ねた瞬間、リゼットの目がギラリと光った。「優しく言ってるうちに従った方が身のためよ？」と、そんな言葉が聞こえてきそうだ。

　背筋に冷や汗が噴き出し、ハルトは仕方なく、ソロソロと刃を引き抜いた。

「うわ、重っ！」

　抜くと同時に、ハルトはいきなり音を上げた。腰に提げるのと構えるのとではぜんぜん違う。これを片手で振り回すリゼットの腕力って……。

　バットのようにぶるんと振ってみるも、軌道はヘロヘロだ。コントか何かに見えるのか、周囲のみんなは笑いを堪えている。

「まさかここまで貧弱とはね……。ハルトはまず、筋肉を鍛えるところから始めるべきだわ。とりあえず、腕立て伏せと腹筋運動を今日中に三千回ずつやりなさい」

「どこが〝とりあえず〟なんだよ！　死んじゃうっての！」

　嘆なげかわしい……とばかりにリゼットはため息をつく。

「だったら今は、あっちでイリスと組み手をしてなさい。ラナと戦ったら三秒ももたないだろうし、私は別の子と練習するから」

「お、おい、イリスと組み手って……大丈夫なのか？」

　お人形のような彼女と戦うなんて、完全に〝事案発生〟だ。

　しかし、リゼットのリアクションは意外なほど素っ気なかった。

「心配いらないわ。ねぇイリス、ハルトと組み手をやってくれない？」

「……わかったの。ハルト、よろしくなの……」

　こちらを見上げ、半開きの瞳で、半分眠っているような口調でイリスは言う。

「男の僕と組み手をするんだぞ？　平気なのか？」

「……ん、平気なの。じゃあ、あっちでしよ……？」

　しよ？　と小首を傾げるイリスに、不可抗力的にドキドキしてしまうハルトだった。

「……。くれぐれも、変な気を起こすんじゃないわよ」

「起こすわけないだろそんなの！」

　ジトッとしたネコ目から逃げるように、ハルトたちは噴水の反対側までやって来た。

「……はいこれ。ハルトにあげるの……」

　対たい峙じするイリスから渡されたのは、長さ三十センチほどの棒きれだった。待て待て、こんなに小さな女の子を棒でいじめるなんて、道徳心と世間が許さない。

　ミニスカートから伸びるイリスの脚は肉づきが薄く、神こう々ごうしいまでに色白だ。くびれきっていないウェスト。リゼットと同じくぺったんこな胸。そんな幼い身体の上に、ビスクドールのように整った顔が載のっている。

　自称十四歳。しかし見た目は完全なる小学生。なんて儚はかなげな佇たたずまいなんだろう。

「オラお前ら、さっきから攻撃の軌道が単純すぎんぞ！　当てる気あんのか!?」

　そんなイリスの背後では、壮絶な殺た陣てが展開されていた。

　屈くつ強きような団員（♂）たちが三人がかりで斬りかかるが、ラナは刃を巧みに操り、攻撃を受け流している。

　そして一瞬の隙すきを突き、白刃一閃。三人の剣を叩き折ってしまった。

　その場にヘナヘナとへたり込む団員（♂）たち。対するラナは余裕の笑みだ。

「うわぁ。あれじゃあ練習用の剣を使ってる意味が……」

　ハルトが呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、ふいにラナと目が合った。

「おう、ハルトも聞いてくれ。いいか？　いちばん隙ができやすいのは、攻撃に移る瞬間なんだ。攻撃の意思――つまり殺意が剝むき出だしになると、決まって動きが固くなっちまう。お前ら、もうちょい感情を制御できるようにならなきゃな」

「そ、そういうものなんだ……」

　あいまいにうなずくハルト。ろくに剣すら振れない自分には、あまりに高度な境地だった。到達できる気がしない。

「よ、よぉし。それじゃあ行くぞイリス！」

　ラナの闘気に浮かされて、ハルトは空元気を振り絞る。ひとまず、逮捕されない程度にイリスを棒でつっついて、お昼の鐘が鳴るのを待とう。おそらくこれが唯一の正解だ。

「……ん。じゃあ遠慮なくなの……」

　イリスがトテトテ寄ってくる。なんだか赤ちゃんペンギンみたいだなぁ……と、ハルトが頰ほおをゆるめた刹せつ那な。

　視界が、反転した。

「へっ!?」

　棒きれが手を離れ、空が下に、芝生しばふが上に見えて――――ズン。

「う、ごぉぉぉ……」

　こ、後頭部が、地面に、ぐちゃって……。ハルトは脚をバタバタさせながらその場でのたうち回った。今、身体が真横に百八十度回転したぞ!?

「……ん。結構なおてまえなの……」

　いつの間にかハルトの手首を摑つかんでいたイリスが、手を離して合がつ掌しようした。かの棒きれは、イリスに蹴られて遠くに転がっている。完璧な無力化だ。

「ど、どこでそんな技を……？」

　地べたに大の字になったまま訊たずねると、

「……通信教育なの……」

　イリスはこちらを見下ろして、どこか得意げに「むふぅ」と鼻を鳴らした。

「……ひきこもりだったとき、毎日ひまだったから……」

　シェルオールにもあるのか。ひきこもり。

「おま、十四歳で元ひきこもりって……い、いつから」

「……六つぐらいなの。ホルンを始めたのも、お部屋で一人、ひまだったから……」

「なんじゃ、そ、りゃ……」

　お昼の鐘が響くまで、ハルトは面白いようにポンポン投げられ続けたのだった。




　今日も城内にたいまつが灯る。

　夕食を終えた響奏騎士団は、夜陰を照らす炎の列に沿って、待ちに待った楽器の練習に向かっていた。目指すは西館。その二階にある練習室だ。

　ただしハルトは、杖をつきながらヨタヨタと。

「う、うぅぅ……」

　亡者のようなうめきが洩もれる。楽器ケースとスクールバッグは他の団員たちが持ってくれているからいいものの、今にも倒れてしまいそうだ。

「もう、たったそれだけでダウンするなんて。明日からどうするつもりよ」

「たったそれだけって……ウソだろ？」

　リゼットは、有言実行を旨とするリーダーだった。午後のメニューはロードワークと筋トレ。ただし貧弱すぎるハルトはリゼット監視の下、時間いっぱいまで腕立て伏せと腹筋運動をやらされていた。それもリゼットは、「三千～♪　二千九百九十九～♪　二千九百九十八～♪」という減算式のカウントでメンタルを削ってきたのだ。

「だいたいあなた、結局どっちも三千回、終わらなかったじゃない」

「終わるわけないだろ。そんなふざけた回数……」

　夕食を告げる鐘の音は、ハルトにとって救済の調べに他ならなかった。

　救済といえば、オレスティア城の食事がまさにそれだ。

　今日の夕食の献立は、鶏とり肉にく（らしき肉類）とキャベツ（のような野菜）のスープに、焼きたての丸いパン（っぽいもの）。そしてデザートには紅茶（風の飲み物）とクッキー（に似たお菓子）という充実のラインナップ。

　ボロ雑ぞう巾きん状態からゾンビ状態にまで回復できたのも、この食事のおかげである。リゼットが『ごはんごはん♪』とうるさく言うのも納得の味だった。

　と、ここでラナが首を回して、

「まあリゼット、今日のところはいいじゃんか。ハルトが真価を発揮するのは音楽面なわけだしさ。な？」

「それもそうね。ほれ、あなたの労働はこれからなのよ。シャキッとしなさい」

「殺す気か……」

「……イリスは楽しかったの。ねぇハルト、明日もしよ？　いっぱいしよ……？」

「ころすきか……」

　せっかくラナが出してくれた助け船も、結局リゼットを調子づかせるだけだった。

　死ぬぞ、この生活。近いうちに必ず。

　それにしても……あの過酷なトレーニングの後なのに、この人たちはどうしてこんなに元気なんだろう。あぁ、死ぬ。今にも死ぬぞ。ほれ死ぬぞ。




「うお～、結構立派な練習室じゃないか！　すごいぞ！」

　だけど音楽室の空気を吸ったら楽器を吹きたくなっちゃうのが吹すい奏そう楽がく部ぶ員いんなのだ。

「うんうん、壁は石造りで頑がん丈じようだし、おぉっ、ちゃんと二重窓になってるのか！」

　ハルトはちょこまかと動き回り、練習室の防音設備をチェックしていた。

「急に元気になったわね……」

「……ああ。さっきまで死にそうだったのにな」

「……ハルトって、ちょっと不思議な子なの……」

　リゼットたちがポカンとしているが、そんなの気にしていられない。ハルトは杖をそのへんに放り出し、洋々と楽器ケースを開いた。

　練習室は昨日リゼットに案内されていたが、中に入るのは今日が初めてだった。学校の教室二つ分ほどの広さで、二十余名の響奏騎士団にはちょうどいい環境である。

　愛器のセッティングをしていると、隣でリゼットが楽器ケースを開いた。

「そういえばリゼットの楽器、初めて見るかも」

「言われてみれば確かにそうね。ほら、この子が私のトランペットよ」

「おおぉ……！」

　リゼットが取り出した楽器を目まの当あたりにして、ハルトは瞳をとろんとさせた。

　まばゆい銀の光を放つトランペット。

　管の曲線美に魅了され、熱のこもった吐息が洩れる。

　そんな反応に気をよくしたのか、リゼットは平たい胸を張った。

「ふふん、この子は最高級品なのよ。王都でいちばんの楽器職人に無理を言って、最高の品を最速で納品させたんだから」

　さ、次はあなたの番よ。

　とリゼットが言い添えたので、ハルトも己の相棒を紹介した。

　深い金色を湛たたえる愛器は、ヴィンセント・バック・ストラディバリウスモデル。通称アーリー・エルクハート・バック。シリアルナンバーは五万番台。

　アメリカはインディアナ州、エルクハートの楽器職人たちによる魂たましいの結晶だ。三本並んだピストン管が、金と銀、真しん鍮ちゆうと洋白のツーピースになっているのが特徴の一つである。一番管には、音程調節のためのオートトリガーが取りつけられている。

「わぁ……。ハルトの、すっごくいい色してるのね」

「リゼットのだって綺麗じゃないか。ほら、もっとよく見せて……」

「あっ、そんな近くで……。ハルトばっかりずるいわ。私も、もっと……」

　他人の楽器に触れるのは基本的にＮＧ。だからハルトとリゼットは楽器を掲げたまま中腰になり、互いの愛器を吐息で曇くもらせ合あいながら、観察タイムに突入する。

　そのままたっぷり数分間、至近距離で楽器を見つめ合い――。

「ふぅ……」「はぁぁぁ……」

　ようやく二人は満足の息をこぼした。

「それにしても、楽器の形状も呼び名も、日本と同じなんだな」

「そうね。だってシェルオールで使われてるすべての楽器は、久藤奏悟郎先生が発明したんだもの。さすがは音楽文化の始し祖そ、伝説の楽師よね。金属加工やメッキの技術とか、ピストンの発明とか、ネジの改良とか。音楽だけじゃなく、先生の力でシェルオールの産業界には何度も革命が起こったんだから」

「か、かくめい？」

　そっか、じいちゃんはこの世界に音楽文化をもたらしたことを評されて、肖像画になってるんだった。だけど、革命か。改めて言われると、スケールの大きさを実感させられる。……いや待て。それはともかく、地球人がここまで異世界の歴史に介入するのって、どうなんだろうか。主に道義的な意味で。

　悩むハルトを尻目に、リゼットは嬉しそうに言葉を続ける。

「そうそう。革命といえば、この衣装もそうね」

　彼女の指先が示すのは、例の中途半端な鎧だ。

「これは昔、久藤奏悟郎先生がデザインした騎士団の衣装なの。十年ほど前、国王のお触れで衣装が変更されて、正規の騎士団は現行の甲かつ冑ちゆうを使うようになったんだけどね」

「ってことは、そのミニスカートも……うちのじいちゃんが？」

「ええそうよ。まさにデザインの革命だわ。丈たけが短すぎて恥ずかしいけど、先生のことだから、この衣装にもきっと大きな意味が込められてるはずよ。だから私は彼の偉大な功績をリスペクトして、当時の衣装を響奏騎士団の正装に採用したの」

「単なるスケベ心だと思うけどなぁ」

「何か言った？」

「い、いや、何も……」

　時空を超えた身内のセクハラを目の当たりにするのが、こんなに気まずいものだとは。

「他にも、久藤奏悟郎先生は重さや長さ、時間の単位なんかもニホン式に――」

　心の平安を守るため、ハルトはそのへんで両耳を塞ふさいだ。じいちゃん……こっちでどれだけ精力的に動いてたんだよ……。

　そもそも、道義的な問題を考える前に、当の異世界人たちが異文化の流入を喜んでる場合ってどうすればいいんだろう？　うーん、わからない……。

　久藤奏悟郎の功績を話題に、目を輝かせるリゼットと、げんなりするハルト。

　二人の温度差は計り知れなかった。

　そうこうするうちに、響奏騎士団のメンバーは順調に楽器を組み立て、おのおのウォーミングアップや基礎練習を始めていた。

　彼らに続き、ハルトが日課のロングトーンで音色磨きに励はげんでいると、

「あっ、眠っちゃダメよ。楽器が落ちちゃうわ！」

　いきなりリゼットが声を上げた。

　見てみると、部屋のすみっこでイスに座ってホルンを吹きながら、イリスが船を漕こいでいる。なんて器用な子だ。

　確かにあれは危なっかしい。楽器を落とせば、当然ながら表面がへこんでしまう。すると、息を吹き込んだときの管の振動が変化して、音色に悪い影響が出るおそれがあるのだ。どんなにうまくヘコミを直しても、一度は金属が伸びてしまっている以上、オリジナルの響きは戻ってこないのである。

　だから楽器は大切にしなければならない。最悪、身を挺ていしてでも守るべきだ。人間のケガは治るけど、楽器のケガはそうもいかないのだから。

「もしや、イリスが音楽の道を踏み外した原因って……アレか？」

　練習中の居眠りは吹奏楽部の御ご法はつ度とだ。ちなみにハルトが所属していた部活では、居眠りはもちろん、『眠い』、『疲れた』などの独り言を洩らすだけで、誰かしらの密告によって、その部員は吊し上げ＋降格の憂うき目めに遭うのが常だった。

　それがシェルオールともなれば……と思ったのだが、

「ううん。あの子の場合はちょっと事情が、ね」

　意外にもリゼットは首を横に振った。

　だったらどうして――と、ハルトが言ったときのことだ。

「アア、あの子ぜんゼん起キないワ。チョっと行ってクるワね！」

　リゼットは急にカタコトになり、イリスのもとへ走っていってしまった。どうしたっていうんだろう。

　……だけどまあ、行ってしまったものは仕方ない。他にも確認しておきたいことがあったし、今はこっちを優先しようかな。

　室内を見回すと、タイミングよくラナと視線がぶつかった。

「ちょっといい？」と目顔で告げると、

「おうハルト、どうしたよ」

　気づいたラナがこっちに来てくれた。

　彼のトロンボーンは、赤みがかった金色に輝いている。管の構成はテナーバス。左手の親指部分には、[image: ]ベー管とＦ管を切り替えるトリガーが見えた。地球と同じ仕様だ。

「実は、例の十六曲の賛美歌なんだけど、ちょっと実物を見てみたいんだ。できればスコアがいいんだけど、誰か持ってないかな？」

「了解。それなら……っと」

　言いながら、ラナは壁沿いに置かれた棚をゴソゴソと漁あさり始はじめた。

「おっ、当たりだ。こっちこっち。全曲ぶんあるぜ」

　手招きされて棚の前へ。賛美歌のスコアは、各練習室に常備してあるらしい。

　スコアというのは、いわば指揮者用の楽譜のことだ。これを見れば曲中におけるすべての楽器の動きが一目で確認できるのである。

　十六曲の賛美歌。

　久藤奏悟郎が遺のこした、シェルオールに存在する唯一の音楽。

　渡された紙面には、何の変哲もない五線譜に、見慣れた形の音符が書かれていた。

「この書式も音符の読み方も、じいちゃんが根づかせたんだよな……」

　ハルトはしみじみ呟いた。

　この世界に音楽をもたらした人物。祖父がそう呼ばれている以上、それまでシェルオールには音楽と呼べるものがなかったんだろう。何かを叩いて音を出す。野良仕事の掛け声から、歌の原型が生まれる。そうしたことはあったのだろうが、いずれにしても体系立ったものにはならなかったと見える。それを一つの文化と呼ばれるまでに整備するなんて……途方もない大事業だ。

　そんなことを考えながら、各賛美歌のスコアを目で追いかけ、頭の中に曲を構築していく。どの曲も二分から四分弱と短いので、十六曲ぶんのスコアとはいえ、読み取るだけなら大した時間はかからなかった。

　パラパラとページをめくり、手早く次の賛美歌へ。そんな動作を繰り返すたび、ハルトは眉間に皺しわを深めていく。

　十六曲の賛美歌は、どれもがアンサンブル用の譜面だった。サックス四重奏や金管五重奏など、小編成のために書かれていたのである。

　例えば賛美歌の十三番。これはもともと金管八重奏のために書かれた曲のようだ。けれどもスコアには、木管五重奏などでも吹けるように編曲されたものも掲載されている。おそらく、ここに書かれた編成であれば、演奏しても糾きゆう弾だんされることはないのだろう。

　曲調はどれも似通ったスローテンポ。

　ハルトが抱いた率直な感想は、『練習曲』だった。

　確かに響きは美しい。賛美歌の名を冠するのにふさわしい完成度だ。

　けれど、どの曲も単調で、楽譜のレベルも初心者用の教則本並みである。これを一生かけて吹き続けるなんて、拷ごう問もん以外の何物でもない。

「そもそも十六曲の賛美歌ってヤツは、シェルオールで信しん仰こうされてる十六柱の神サマへの祈き禱とうがモチーフなんだ。まあ、豊作とか大漁とかの神サマだな。その発想自体が悪いとは言わねぇけどよ……」

　ラナは声音に落らく胆たんを込めて、

「楽師たちは、この賛美歌こそが音楽の正道で、ここから外れる曲なんぞ何の価値もねぇって言い張ってるんだ。おかしな話だろ？」

　ため息交じりの言葉には、もはや黙って首しゆ肯こうすることしかできない。

　これらの曲を極めることこそ『音楽』だとするのは、喩たとえるならばバットの素振りを一生続けるようなものである。試合もせず、それどころかボールにすら触れず、延々とその場でバットを振り続けるだけの野球人生だ。

　想像するだけで寒気がする。

　楽器を扱うための基礎的な力は、もしかしたら賛美歌から学べるのかもしれない。

　けれどもシェルオールにはその先がない。

　次のステップを踏まんとすること。それはすなわち音楽の正道から外れる行為として、楽師たちにはタブー視され、民衆からは非常識に映るというのだ。

　程度の違いはあれ、なんて不条理な価値観だろう……。

　ラナが個人練習に戻ったところで、入れ替わりにリゼットが帰ってきた。

「お疲れさん。イリスは大丈夫だった？」

「ええ、まあ。あっちで元気に……ではないけど、ちゃんと練習してるわ」

　部屋のすみっこを見やると、なるほどイスに座ったイリスが、相変わらず眠そうにホルンを操っている。

　気品すら感じさせる、甘く、優しく、まろやかな音色。

　あの歳で、よくもここまで練り上げられた音が出せるものだ。

　いや――それどころか。

　響奏騎士団全体のサウンドは、リゼットが指導しているだけあって切れ味がいい。

　しかし個人の音に耳を澄ませると……その切れ味を優先するあまり、ところどころ音色が固くなっていたり、音符の扱いが雑な団員もいる。

　それをカバーしているのがイリスのホルンだ。

　彼女の柔らかな響きが楽団全体を包み込むことで、荒削りなサウンドを適度に整えているのである。

　つまりイリスは楽団のバランサー。末恐ろしい演奏力だ。

「さて。それじゃ、僕もそろそろ再開するかな」

　イリスの件はひとまず安心。ハルトはスクールバッグからタブレットＰＣを取り出した。ロングトーンは終えたので、次の練習メニューに進むのだ。

　画面を操作すると、目まぐるしい勢いで楽譜のデータが表示されていく。

「わ、わっ。何よそれ、楽譜がいっぱいじゃない！」

　リゼットが横から画面をのぞき込んできた。

「いきなりバッグから板切れを取り出したと思ったら……！　ねぇねぇ、これ何よ！」

　まんまるになったネコ目に、星がキラキラ散っている。こういう素直な反応には、ハルトもついつい口くち許もとがゆるんでしまう。そもそもベースが美少女なんだから、すぐ怒る悪いクセを改めればいいのに。あと、ナチュラルな上から目線も。

「これはまあ、しいて言うなら文明の利り器きかな」

「ぶんめいのりき……！」

　我ながらいい加減なことを言いつつ、タブレットＰＣを譜面台に乗せた。九・七インチなので、画面に呼び出した楽譜をわざわざ紙に出力しなくても、充分に視認できる。

　ハルトの吹奏楽部には、『譜面チェック』なる抜き打ち行事があった。

　顧こ問もんが指定した以外の譜面を持っていた生徒は、〝部活に全力を尽くしていない不届き者〟と断罪されて、容赦なく降格させられるのだ。

　そんな恐怖政治への対策が、このタブレットＰＣだった。ここにはＰＤＦ形式に変換したお気に入りの楽譜や、今まで作ってきたオリジナル曲のデータが取り込まれているのである。

「あ、こっちのフォルダじゃないや」

　操作を間違えたので、ホームボタンを押してメニュー画面に戻る。

　と、横から伸びてきたリゼットの指が、一つのアイコンをタップした。

「うおっ、なんだよ急に」

「え、あ、音符のマークが見えたから、つい……」

　つくづく好奇心に抗あらがえない子だ。一緒にダンジョン探索にだけは出かけたくない。怪しげなボタンを押されて、即ジ・エンド。そんな未来が確かに見える。

　読み込みが終わり、とある楽曲が室内に流れた。

「おっといけない」

　音符のアイコンは、ＰＣに取り込んだ楽曲を管理するアプリだった。直前まで聴いていた曲が自動再生されて、スピーカーから流れたのである。

　結構な大音量だ。そのせいで室内の注目がこちらに集中してしまう。

　ハルトは急いで曲を止めようとしたが、その手をリゼットが捕まえる。

「待ちなさい。この曲……何？」

　彼女の瞳は好戦的な光を宿し、ギラギラと輝いていた。

「サム・スカンク・ファンクって曲だよ。一九九二年のバルセロナライブのやつ。……もちろん作曲は僕じゃないぞ」

「もちろん」以降は、リゼットにだけ聞こえる声でささやいた。

　サム・スカンク・ファンク。ブレッカー・ブラザーズが一九七五年に発表し、当時のジャズ・フュージョン界を震撼させた超名曲だ。

「ハデな曲……！」「すげぇ……」「かっくいい！」

　他の団員たちもリゼットと同じく、板きれから音楽が流れたことへの驚きよりも、曲自体への注目度の方が高い。

　それはハルトにとって好都合だった。いつものクセでタブレットＰＣを取り出してしまったけれど、楽譜のデータが取り込まれている以上、これは自分の生命線に他ならない。変に珍しがられて何かの拍子に壊されでもしたら、その時点で詰みだ。これからは人目に触れないようにしよう。

　高速かつ複雑なテーマメロディが室内に響く。そして次々に繰り出される、テナーサックスとトランペットによる超絶技巧のアドリブソロ。緩かん急きゆうつけた楽器たちの咆ほう哮こうがキメのフレーズで収束し、息つく間もなくテーマメロディが再び襲いかかってくる……。

「まあ、そんな曲なんだけどね」

　シークバーが右端に達したところで、ハルトはアプリを終了させた。

「今の曲、やりたいと思った人！」

　リゼットがビッと手を挙げる。

　すると室内が色めき立ち、

「オレ、やりてぇ！」「……イリスもなの……！」「わたしも！」「ウチだって！」

　挙手の連れん鎖さが巻き起こった。反対票は、驚きのゼロ。

　やっぱり彼らはリゼットの同志だ。昨日のギャラリーとは違い、賛美歌以外の楽曲に拒絶反応を示す様子は見られない。未知の音楽への寛容さは、『響奏騎士団＞＞一般大衆＞＞＞＞楽師』といったところか。

「もちろん楽譜を用意できるわよね？　あなたがつくった曲だもんね？　ね？」

「い、いやぁアハハ。この曲は、ねぇ？　僕がつくったというか……痛てて！」

　床を滑るように後ろへ回ったリゼットに、お尻をギュイっとつねられた。

（どんくさいわね話を合わせなさい！　あなたは天才音楽家でしょ！）

　耳打ちにしては大きすぎるボリュームで鼓こ膜まくを殴られ、ハルトは慌てて天才モードに気持ちを切り替えた。この曲は、吹奏楽版のスコアをデータとして取り込み済みだ。だから、それを紙に書き写してみんなに配ることは、まあ可能ではある。

「う、うん。この曲なら用意できるよ。そうだな……七日ぐらいあればなんとか」

　ううぅ。心が痛い……。

「おおおぉぉ！」と団のみんなが沸く中で、しかしリゼットだけはアヒルのように口を尖らせていた。

「結構時間がかかるのね。その便利な板切れを駆使して、三日ぐらいでできないの？」

「三日か……。響奏騎士団の編成に合わせてアレンジも必要だし、プリンターがないと写譜も大仕事だからなぁ」

「ぷりんた？　それも美お味いしそうな響きだけど……つまり、すぐには出せないのね？」

　首肯すると、リゼットは膨ふくれっ面つらのまま「むー」と考え込んでしまう。響奏騎士団の面々は固かた唾ずを吞のんで、できるのか？　できないのか？　と情勢を窺っている。

「やたらと急いでるみたいだけど、どうしたのさ？」

「ちょっと事情があるのよ。ほら、これを見てみなさい」

　リゼットは腰のポーチから一枚のチラシを取り出し、ハルトに渡した。シェルオール語は読めないが、そこには楽器のイラストが描いてある。これって……。

「どっかで演奏会でもあるのか？」

「ご名答」ハルトの手からチラシを取って、「年に一度の、三都市合同祈禱会よ」

　リゼット曰く、三都市合同祈禱会とはこんなイベントらしい。

　会場となるのは、隣国・コスモゴニア王国との国境付近にある観光都市、コットス。

　そのコットスを含め、工業都市ミッカ、そして城じよう塞さい都市オレスティアの楽師たちが集つどい、合同祈禱会――つまりは賛美歌だけのフェスを行うというのだ。

　祈禱会には国内外から平民、貴族を問わず多くの観光客が訪れ、賛美歌を演奏するステージには毎年、千人近くの観客が集まるのだという。

「へぇ、立派な舞台じゃないか。つまりリゼットは、その祈禱会でサム・スカンク・ファンクを披ひ露ろうしようとしてるんだな？」

　言いながら、ハルトは彼女の懸念を悟さとった。

「で、その祈禱会……いつなんだ？」

「……………………にしゅうかんご……」

　顔の下半分をチラシで隠しながら、ばつが悪そうにリゼットは呟いた。

　なるほど、三日で譜面をつくれと言うわけだ。

　二週間。逆算すると、練習時間は本当にギリギリだ。

「ちなみにエントリーの最終期限は明日のお昼で……ね？」

　引き続き、もにょもにょした声。そんなに上目遣いで頼まれてもなあ。

　チラリとみんなを見てみると、

「頼むぜハルト。オレも祈禱会で吹きてぇよ！」

「……イリス、お絵かきも好きだから、譜面を書くのお手伝いするの……！」

「やろうよハルトくん！」「サム・スカンク・ファンク最高！」「ぼくも手伝います！」

　団のみんなは口々に参加を訴え、わらわらと群がってきた。

　そのときだ。ハルトの瞳の奥に、去年の秋――文化祭公演の曲決めミーティングの映像がフラッシュバックしてきた。

　その年は、顧問が『文化祭でやりたい曲アンケート』を取ったのだった。ハルトはサム・スカンク・ファンクを候補として提案し、学校に譜面がないと言われたときのために、自腹で総譜を購入していた。大好きなこの曲をみんなで演奏することを夢見ながら。

『サム・スカンク・ファンクぅ？　こんな曲に挙手する人はいませんよねぇ？』

　しかし顧問は、自分の好みに合わない曲をそうして切り捨てていった。結果、挙手はゼロ。部員は誰もが下を向き、顧問に目をつけられないように沈黙して――。

　映像が薄まり、響奏騎士団の熱いまなざしが重なり、上書きされていった。

「やろう！　サム・スカンク・ファンク!!」

　気がつけば、ハルトはグッと拳こぶしを握り、そう宣言していた。

「打倒！　三都市の楽師たちー!!」

　続けてリゼットが拳を突き上げると、練習室は怒ど号ごうにも似た歓声に包まれる。

　その日の練習は、大興奮のうちに解散となった。




　　　　　２




　月明かりが洩れ入る寮の一室。

　机に向かい、ハルトはタブレットＰＣの電源をつけた。

　寮の広さは八畳ほど。床にはえんじ色の絨じゆう毯たんが敷かれている。ドアの正面に大きな窓が口を開け、その手前にはシングルベッド。机と本棚は壁に沿って置かれていた。


①譜面をアレンジし、五線譜に下書きをする。

②それを各メンバーに手渡し、おのおのが清書を行う。



　たったそれだけの簡単な作業――とならないことは、ハルトもよくわかっていた。特にアレンジがクセ者だ。今夜は徹夜になるだろうな……。

　だけど辛つらいとは思わなかった。少なくとも昼間のトレーニングよりも、はるかに自分に合った作業だ。体育『３ときどき２』の身空に、あの運動量は無謀すぎる。

　ハルトはシャープペンを片手に、リゼットが大量に持ってきてくれた五線譜との地道な格闘を開始した――――が、その矢先。

　コンコン。コンコン。ノックの音だ。

「はぁい？」

　ドアを開けると、そこにはメイドさんが立っていた。イリスよりも小柄な子だ。巻物を片手に、鉄仮面のような無表情。

「えーっと、どちらさまですか？」

　ハルトの問いを無視して、メイドさんは巻物を広げ、グイッと突きつけてきた。

「……オレスティア城城主、ヴェント・アルティスタ王国、第三王女殿でん下かがお呼びです。速やかに王女の間までお越しください」

　読経のような口調で告げられる。この巻物、どうやら召集令状らしい。

「お姫様が、僕を？」

　こんな夜中に一体どうして。なんだか怪しげだ。

「……速やかに、と」

　このメイドさん、目つきがハンパじゃない。素直に従った方がいいかもな……。

　それから彼女に先導されて、北館のさらに北側に延びている広い廊下を進んでいく。思えばここはリゼットに案内されなかった場所だ。お姫様の居きよ城じようスペースだったのか。

　廊下の突き当たりにある階段をのぼり、敷地の最も奥に位置する建物へと入る。周囲の景色を見てみれば、やんごとなき人物が住まう場所であることは容易にわかった。

　壁、床、天井、そして各所の調度品。すべての造りがずば抜けて優れている。目利きの素養など皆かい無むのハルトですら違いを感じるのだから、相当なものだ。

「うぅ、緊張する……」

　ここに至って、急に不安が込み上げてきた。それはまるで、パジャマ姿でホテルの高級レストランに迷い込んでしまったかのような場違い感。

　ハルトの不安が破裂する寸前、メイドさんがキキッと制動をかけた。

「……こちらに」

　城の最上階付近。真紅の扉を前にして、足の震えはピークに達していた。

「わ、わかったよ。でも、もう少しだけ心の準備を」

「……姫様、お連れいたしました」

「!?」

　愕がく然ぜんとしてメイドさんの顔をのぞき込む。が、彼女はこちらを一いち瞥べつしても無表情のままだ。いや、むしろ微妙に嫌そうな顔をしている。傷つくなぁ。

　しかし状況は待ったなし。ハルトが肚はらを決めてお姫様の部屋に踏み込むと、メイドさんは「……ごゆるりと」と言い残し、音もなく扉を閉めた。

　ほのかなバラの香り。

　周囲を見回し、思わず感嘆の息がこぼれた。

　広々とした室内。天井はプラネタリウムのようなドーム状になっており、一面に宗教画が描かれている。部屋の中央には、いわゆるお姫様ベッドが。奥の部屋には立派な執しつ務む机づくえが鎮ちん座ざし、書類が山積みになっている。

　そして、窓辺には――。

　夜景を見下ろす一人の女性の姿があった。

　白い肩口を惜しげもなくさらした大胆なドレス……間違いない、彼女が王女様だ。

「あの、僕、いえ私、久藤ハルトと申します。本日づけで響奏騎士団に入団いたしまして。それでその、先ほど王女殿下にお呼びいただいて、ええと」

　慣れない敬語にしどろもどろになりながら、ハルトは跪ひざまずいた。王族が持つ支配者のオーラに圧倒されて、とても同じ目線を保っていられなくなったのだ。

　視線は足あし許もと。室内を静寂が満たす。

　そして、五滴目の冷や汗が顎あご先さきから滴したたったとき。

「なかなか殊しゆ勝しような心がけですわね。誰に言われることもなく、王族への敬意と隷れい属ぞくを示すポーズを取るとは」

　頭上に、凜りんとした声音が投げかけられた。

　ハルトが下を向いている間に、王女様はそっとこちらへ近づいてきたらしい。

「あ、あの、身体が自然にこのポーズを……」

「ほう。それはつまり、異世界人たる貴方あなたの心根にも、わたくしに対する潜在的な敬意と隷属の念が存在していたということですわね」

　ずいぶん傲ごう慢まんな物言いだったが、ハルトは大人しく「はっ」と同意した。

「王女殿下。あなた様への敬意と隷属の念、この通りお示しいたします……」

「貴方の真情、しかと受け止めましたわ。よろしい。面を上げなさい」

　ゴクリと喉のどが鳴った。窮きゆう屈くつな姿勢からの開放感よりも、これだけの圧力を発する相手と正対し、果たして正気でいられるかという不安が先に立っている。

　ハルトはおそるおそる、第三王女のご尊顔を振り仰ぎ――

「リゼット!?　おま、何やってるんだよ！」

　雪色の肌を包む優美なドレス。真紅のロングヘアは丁重に整えられ、まばゆい宝石をちりばめた銀のティアラで飾られている。

　その高貴な美び貌ぼうに目を奪われ――直後、ハルトの顔から血の気が引いた。

「どう？　驚いたかしら。ぷぷぷっ、今にも死にそうなぐらい緊張しちゃって！　ねぇねぇびっくりした？　どうなのよ、ほれほれ」

「いくらなんでもイタズラが過ぎるぞ!!」

　ハルトは怒声を張り上げて、リゼットを睨にらみつけた。

　それまでニヤついていたリゼットがビクッと震え、表情を曇らせる。

「……な、なによ、そんなに怒らないでよ……。私はちょっと驚かそうとしただけで」

　その言葉を完全無視して、彼女の右手をむんずと摑む。

「ほら、今すぐ王女様に謝りに行こう！　僕も一緒に謝るから！」

「はぁ!?　ば、ばか、何するのよ！」

　だがリゼットは素直じゃない。緑の丘とはキャストが入れ替わり、今度はハルトが手を引っ張り、リゼットがその場に踏ん張る構図ができあがる。

「これはまずいぞ。深夜に王女様の部屋に忍び込んでおしゃれ三ざん昧まいなんて、ヘタすれば火あぶりだ。いいや、しばり首かもしれない！」

「何言ってるのよ！　そんなことありえないわ！」

「似合ってるのはわかった。ものすごく綺麗だよ。だけどそういう問題じゃない。リゼットが処刑されたら、もう二度と君の演奏が聴けなくなっちゃうんだぞ!?」

　そんなの嫌だ！　だから、さあ早く！

　そう叫び、思いきり引っ張ったところで、

「ヴェント・アルティスタ王国第三王女！　リゼット・シャルパンティエ!!」

　ハルトの気勢を吹き飛ばす大声で、リゼットが吼ほえた。

「…………はぁ？」

　思わず動きを止めると、直後、強烈な脚払いが襲来した。――ぎゃあっ！

「もう、何するのよ。こっちがビックリしちゃったじゃない！」

　リゼットは、床に倒れたハルトを見下ろして「はぁはぁ」と息を乱している。

「……え、あー、その、これ……どういう状況？」

「そのぐらい察しなさいよばかっ！　私はね、このヴェント・アルティスタ王国の第三王女なのよ。今はこの城の城主と、響奏騎士団の団長を兼務してるの！」

「そ、そんな！　みんなはこのこと知ってるのか!?」

「……逆に、知らないのは異世界人のあなただけよ」

　深夜に呼びつけたのは、ハルトに自分の素性を説明するためだったらしい。で、そのついでにドッキリを仕掛けたんだとか。なんて迷惑な。

「似合ってるとか綺麗とか、私の演奏が……とか。あんなにはっきりと……うぅっ」

　当の仕掛け人は、なんだかボソボソ言いながら頰を赤らめている。けれど、今はそっちに気を配っている余裕がない。極度の緊張と弛緩が目まぐるしく切り替わったせいで、ハルトは頭がクラクラしていた。

　しばらくして。落ち着きを取り戻したリゼットに促され、ソファに腰掛けた。

「それにしても、どうして一般職員と同じ生活をしてるのさ。こんなに立派な部屋があるのに、わざわざ寮に住んで、毎日食堂に通うだなんて」

　一瞬の沈黙。対面のリゼットは、視線をそらして小声で告げた。

「……第三王女である前に、私は一人の楽師――いえ、演奏者でありたいからよ」

　楽師とは、賛美歌を絶対視する連中。響奏騎士団のみんなは違う。リゼットが言い直したのは、つまりそういうことだろう。

　だけど、ずいぶん含みのある言い方だ。王女である前に一人の演奏者だなんて。

「王女の立場と奏者の立場って、シェルオールでは両立し得ないものなのか？」

「……いいえ、そんなことはないと思うわ。今どき趣味や教養の枠を飛び越えて、わざわざ音楽を職にしようとする王族なんて、誰もいないだけで」

　――ただし、賛美歌の絶対性に異を唱えなければ、だけど。

　言って、リゼットはうつむいた。

　賛美歌以外の曲を演奏したら、それだけでアウトロー扱いされる世界だ。まして国の象徴である王族が新たな音楽を模も索さくしていたら……いい顔をする人は少ないだろう。

「それなら、第三王女の権限を使って楽師の世界に物言いをするとか？」

「そんなの無粋も甚だしいわ。大体、神職者である楽師の世界はある種の聖域になってて、一部の権限を除けば、王族もほとんど口出しできないんだから」

「うっ、ずいぶん厄やつ介かいな位置づけなんだな」

　思えばエントランスホールでも、ローブの集団――楽師たちは、特に露ろ骨こつな野や次じを飛ばしていた。仮にも自国の王女であるリゼットに対してだ。きっとそれも、彼らが音楽業界という聖域に守られているがゆえなのだろう。

　いや、待てよ。

　あのときリゼットたちに野次を飛ばしていたのは、楽師ばかりではなかった。鎧を身につけた騎士団や、書類を抱えた文官たち。ただの一般職員である彼らが王女をバカにするなんて、どういうカラクリがあるのだろう。

　そう訊ねると、リゼットは膝に置いた手を握りしめた。ドレスに深い皺が寄る。

「だって……彼らはソルダネーレ楽師長に守られてるんだもの」

「ああ、あのクルクルヘアーの。あの人って何者なんだ？」

　王女に説教できる人物なんて、そうそういるとも思えない。

「……楽師長は、私のお目付役なのよ。元は王都で交こう易えき大臣を務めてたんだけどね」

「てことは、楽師長は音楽家じゃないのか？」

「ええ。地方の楽師長職じゃよくあることよ。主な仕事は楽師たちの統括管理で、音楽面の指導は必須の業務じゃないから」

　聞くところによると、リゼットの年齢でお目付役がいる王族は、彼女だけらしい。だから世間体に配慮して、表向きは楽師長というポストを与えられているんだとか。

　だけど、どうしてリゼットはそんな目に遭っているんだろう。

　気にはなったが、ここはどう考えても地じ雷らい原げんだ。爆死のリスクは回避しないと。

「楽師長の許可や決裁がないと、私は王女としても城主としても、権限を行使できないの。そのことは城のみんなが知ってるわ。お目付役の件も公然の秘密になってて……みんな、私がただのお飾りだって……」

　ハルトはおぞましい構図に行き当たった。

「楽師長は、リゼットが響奏騎士団で活動することを良く思ってなかった。彼と同じ側から発言すれば罰せられることもないから、城のみんなは、あんなに酷い野次を……」

　リゼットの沈黙が肯こう定ていを示す。ハルトは胸に疼うずきを感じた。

　きっと今までリゼットは、とてつもない逆風の中で活動をしてきたのだろう。

　なるほど。

　バラバラだったピースが繋がってきたような気がする。

「新たな音楽を生み出して、それを周囲に認めさせて。シェルオールの音楽史を前に進めよう、って。大きな野望を掲げたものの、最近は団の間にも諦あきらめが広がってたの」

「だからみんなは、僕が新曲をつくってるって聞いて、あんなに大喜びを……」

　結果的に、それは大いなる勘違いだったんだけど。

「そうよ。みんな大志を思い出して、希望を取り戻してきてるの。……だからこそ、今さらあなたが天才音楽家じゃないなんて言えなかったのよ」

　自分の行動がこんなにも周囲に影響を与えているとは、正直予想外だった。

「……これからも、私についてきてくれる？」

　こちらを見つめるリゼットの瞳には、色濃い不安が見て取れた。だからハルトは声を落ち着け、彼女の不安を拭ぬぐい去さろうと率直に伝える。

「もう決意は固まってるよ。僕は天才音楽家として振る舞って、新たな音楽の価値を世間に認めさせて日本に戻る。その目標に向けて前進するしかないんだ」

「んっ……。感謝するわ……」

　リゼットが顔の緊張を解き、表情をほわんと和なごませた。なんだよ、こんなに優しい顔だってできるんじゃないか。

「ちょっと待ってなさい。特別に、ハルトには最高の美食をごちそうしてあげるわ」

　そしてリゼットはソファを立つと、お姫様ベッドに向かった。枕の下をゴソゴソやっているが、最高の美食ってそんなところにあるんだろうか。

「ふふん。これよ、これが美味しいのよ」

　戻ってきたリゼットは、小さな紙の包みを持っていた。

「なんだよ、おにぎりでも隠してたのか？」

「オニ……ギリ？　ずいぶん攻撃的な響きね。そうじゃなくて、食堂からくすね……い、いただいてきたお菓子よ」

　包みの中にはスコーン（に見えるお菓子）が一つ。それを見つめるリゼットのネコ目は、いつになくトロンととろけていた。

「隠してたおやつを夜中にこっそりいただく。これこそ私が考える最高の美食よ！」

「……太るぞ？」

「平気よ。だって私、昼間にうんと動いてるもの。見なさい。今はドレス用のコルセットをしてるけど、外したってちゃーんとくびれてるんだからね」

　ほっそりとした指先が、ほっそりとしたお腹を示す。腹筋、割れてるのかな……とハルトは密かに興味を持ったが、あんまりジーッと見ていると怒られそうだ。

「さ、手を出しなさい」

　言って、リゼットはスコーンを半分に割らんとする――が、直前で動きが止まった。そして右手がズルズルと右側にスライドしていく。

「あなたの分は、四分の一……いえ、八分の……十ろ……さんじゅうにぶんの……」

「あーもう！　全部リゼットが食べればいいじゃないか！」

　三十二分の一なんて、ほとんどカケラだろうに。

「そういうわけにはいかないわ！　お、王女に二言はないのよ!!」

　固く目を閉じ、顔を背そむけて歯を食いしばり、とうとうリゼットはスコーンを半分に割った。そして震える手を伸ばし、ハルトに片割れを押しつけてくる。愛する娘を生いけ贄にえに差し出す母親の顔になっていた。

「ものすごーく受け取りづらいんだけどなぁ……」

　ハルトは嘆たん息そくしながら、もらったスコーンをもそもそと口に運ぶ。

　これはきっと、義兄弟の杯を交わすニュアンスなのだろう。改めて仲間と認めてもらったことは嬉しいんだけど、一口齧かじるたびに「美味しい？　美味しい？」と恨うらめしそうに訊きいてくるのは勘弁してほしい……。

　深夜にいただく最高の美食は、甘いような苦いような、なんとも複雑な味だった。




　　　♪　♪　♪




　父様の声が聞こえる――。

「正気なのかリゼット。お前は王女なのだぞ？　それが楽師を目指すなどと……」

　王都ペルセポリスの中心を成す白はく亜あの大宮殿。

　リゼット・シャルパンティエは玉ぎよく座ざの御ご前ぜんで跪き、愛すべき父に謁えつ見けんしていた。玉座の間にいるのは親族のみ。とはいえ、王への礼節を忘れていいわけではない。

「はい、お父さま。わたしは楽師として、この生涯を音楽の道にささげとうございます。どうかヴェント・アルティスタ音楽院への進学をおゆるしください」

　親族たちの視線が突き刺さる中、カラカラに渇いた喉で声を発する。

　明日には中央宮の大広間で、リゼットの十歳の誕生日を祝う盛大なパーティーが催される。そのため、各地を治めている兄弟たちは前日に王都に入り、第一王子から順に、王に謁見する場を設けていた。その厳おごそかな儀式の終盤、第三王女から向けられた突然の放言――親族たちのまなざしが険しくなるのも当然だった。

　リゼットは自覚していた。王女が音楽を職業にしようとするなど、王家始まって以来のことかもしれない。

　だけど、譲れなかった。自分には、これしかないと思っていたから。

　額ひたいに手を添えて懊おう悩のうする父の姿。そのとき、ふいに視界が霞かすみ、まったく別の風景がゆらゆらと滲にじみ出でてきた。そこで悟る。あぁ……またこの夢か……。

　その日の夜半。重ねてお願いしようと父の寝室に赴いたときのこと。

　ドアの向こうから、かすかに声が洩れ出てくる。

「お父さまと……お母さま？　お兄さまたちも」

　リゼットは呟き、扉に耳をくっつけた。

『あなた、本当にリゼットの進学を許すおつもりなの？　もう一度考え直す気は？』

『いや、リゼットはまだ幼いが、強い意志を持った子だ。あの子の決意を否定すれば、家出してでも楽師になろうとするだろう。そうなるよりは……』

『父様のおっしゃる通りです。あの子は第三王女で、王位継承権なんてハナからないようなもの。どうせ二十歳になる前に、どこぞの王侯貴族に嫁入りするのです。まあ、それまでは好きなことをさせてやるのも一つの手ではないでしょうか』

『……うむ。私が考えているのも、まさにそういうことなのだ。将来、宮廷楽師に推すい挙きよできるほどに成長してくれれば、嫁入りのときに箔はくがつくだろう』

『待てよ父さん。女は論せず、貞てい淑しゆくたれ。うちの家訓に真っ向から反するアイツを城の外に出して、本当に大丈夫なのか？　物心ついた頃から出しゃばりで我がが強くて……アイツはうちの汚点じゃないか』

『これっ、そういうことは言わない約束でしょう』

『なんだよ。母さんもアイツには手を焼いているくせに』

『そ、それは……』

　リゼットは扉の前で呆然とした。胸がジクジクと痛んだ。涙を堪こらえ、自分の部屋へ逃げ帰る途中で、意識は再び白い靄もやへと飲み込まれていく――。

　そうして映し出されたのは、音楽院を卒業した十五歳の自分だった。

「オレスティア城の城主って……僻へき地ちじゃないですか！　父様、どうして！」

　玉座の前で跪いていたリゼットは立ち上がり、父親を、国王を憤然と睨みつけた。

　人事宣告の順番待ちをしていた親族たちが一斉にどよめく。

「リゼット、慎みなさい!!」

　母親の鋭い声に、「ぐっ……」と強く喉を絞め、再び元の姿勢に戻る。親族たちの呆あきれるようなため息に、言いようのない悔くやしさを覚えた。

「リゼットよ。この期に及んで、わざわざ私が説明せねば納得がいかないか？」

　頭上に投げかけられる、王としての父の声。計り知れない威厳を前に、しかしリゼットは我慢ができず、頭を垂れながら「でも！」と口を動かした。

「馬鹿者!!!!」

　刹那、豪雷のような叱しつ責せきが降り注いだ。

「私が最大級の譲歩をもって、お前の意志を尊重してヴェント・アルティスタ音楽院に送り出したというのに……お前はそこで、何をしたのだ!?」

「わ、私は……誰に何と言われようと、自分の信念に従って……」

　全身が震え上がるが、それでもリゼットは麻ま痺ひした舌で言葉を絞り出した。だが、懸命の努力も虚むなしく、再び落とされた父の雷にかき消されてしまう。

「何が信念だ、バカも休み休み言え!!　お前は王族の身でありながら賛美歌の絶対性に異を唱えたのだぞ!?『賛美歌なんてもう古い』、『私は楽師たちのように音楽を停滞させたくない』……音楽院の教師からたびたび届く手紙で、私がどれほど恥ずかしい思いをしたか。それがお前にわかるというのか!?」

「で、ですが父様。私が目指している音楽は……！」

「ええい、もういい。お前の話など聞くだけ無駄だ！　崇あがめるべき音楽の正道に背き続けたというのに、腐っても王族だからと、お情けで卒業だけはさせてもらったんだ。オレスティアの地で頭を冷やしてこい！」

　クスクス。クスクス。兄たちが含み笑いを浮かべている。

「見ろよ。やっぱりボクが正しかったじゃないか。一族の厄介者を城の外に出して、結局、大おお恥はじをさらすハメになったわけだ」

「残念だよリゼット。まあ、君が僻地の城に引っ込んでいてくれれば、ぼくたちも煩わずらわしくなくていいんだけどね」

「――っ！」

　下唇を嚙み締めた。しかし瞳が熱くなる。縋すがるように母を見やると、女王たる彼女はそっと目をそらし、リゼットを拒絶した。

「そんな、母様……」

　大理石の床が消え失せ、暗い穴の奥底へ、どこまでもどこまでも墜ちていく――。




　すべてが黒に塗り潰されて――――リゼットは、裂けんばかりに目を見開いた。

「っ……!?　はぁ、はぁ、はぁ……！」

　乱れる呼吸。跳ねる心臓。汗でジットリした身体。窓の外には白みかけた空。ベッドの傍かたわらではルームメイトのイリスが眠っている。そうだ、こここそが現実なんだ。

「この夢、いつまで見続ければいいのかしら……」

　這はうようにしてベッドを降りる。湿った下着とネグリジェを床に脱ぎ捨て、タオルで全身を拭った。鎧を着ける前に大浴場で熱いお湯を浴びたい。

　リゼットはタオルを床に放ると、机の上に手を伸ばした。

　サム・スカンク・ファンク。清書されたセカンド・トランペットの楽譜だ。

「まさか本当に三日で完成させちゃうなんてね……」

　彼の努力の結晶を、生まれたままの姿で抱きしめた。そうしていると、悪夢がもたらした倦うみや疼きが薄らいでいくような心地がする。

「さあ、今日も頑張るわよ！」

　リゼットは伸びを一回。そして、放っておいたら一日中眠り続けてしまうルームメイトを揺り起こす日課に取りかかった。




　　　　　３




「――つまり、この国に音楽文化が根づいたのは、私のご先祖様のおかげでもあるのよ。

　今から七十年ほど前。

　久藤奏悟郎先生の演奏に感銘を受けた当時の王は、その音色をシェルオール中に広めようと、国家をあげて先生に協力したの。

　王の後うしろ盾だてを得た先生は、まず楽器づくりを始めたわ。

　王都の職人たちに各楽器の構造を伝えて、足りない技術は自らが手を下して、たった数年でシェルオールの技術力を革命的に進展させたのよ。

　その間に先生は、十六曲の賛美歌を作曲したわ。

　賛美歌って、実はもともと牧師の祈禱だったの。あら、それはラナから聞いてるの？　まあいいわ。だけど先生が賛美歌をつくったことで、民衆は祈禱ではなく賛美歌に聴き入ることで、十六柱の神様への信仰を示したいと考えるようになったのよ。

　当の牧師たちも、先生の賛美歌には感銘を受けてたわ。だから彼らはいち早く楽器を手に入れ、必死に賛美歌の演奏をマスターしたの。これが楽師の始まりよ。彼らが奏でた賛美歌の調べは、国中の人たちを魅了したと聞くわ。

　となれば、次の一手は外国よ。

　やがて先生をリーダーとする選抜王立楽団は、シェルオールの中心を成す七つの周辺諸国に、音楽文化を伝える旅に出かけたの。

　彼らこそが宮廷楽師のルーツなのよ。

　でも、巡業の道は平坦じゃなかった……。

　賛美歌を広めるということは、新たな信仰の形を布ふ教きようするのと同義だわ。特に隣国、コスモゴニア王国に入ったときには、危うく宗教戦争になりかけたの。

　けれども選抜王立楽団は、激げき昂こうしていた宗教関係者と王族、それに軍隊の心を、賛美歌の音色を聴かせることで鎮しずめてしまったのよ。

　これは『ソノリス平原の奇跡』と呼ばれてるわ。音楽の力が戦争を押し止めた、史上初めての出来事としてね。

　それ以来、コスモゴニア王国はヴェント・アルティスタ王国以上に賛美歌の聖性を重んじるようになったの。面白いでしょ？

　そうして、無事に音楽文化を世界に広めた久藤奏悟郎先生は天てん寿じゆをまっとうされ……永えい世せい名めい誉よ宮きゆう廷てい楽師として、伝説の一つに数えられるようになったわ。

　だけどそこから歪ゆがみが始まるの。

　――久藤奏悟郎氏が生み出した楽曲こそ、頂点にして絶対――。

　先生を伝説視するあまり、そんな考え方が楽師の間で広まって……十六曲の賛美歌こそが『音楽』なのだと定められて、崇すう拝はいの対象になってしまったのよ。

　これはすなわち、シェルオールの音楽史がストップしたことを意味してるわ。

　……もっとも、明確にそう感じてるのは、今のところ響奏騎士団だけみたいだけど。

　そもそも楽師や民衆は賛美歌にアレンジを加えたり、新曲を生み出そうという発想自体を持ってないのよ。ごく少数の例外を除いてはね。

　楽師たちは新たな音楽をタブー視してるわ。彼らがいちばん強硬よ。

　そして多くの民衆は、タブー視まではしてないけれど、新たな音楽には否定的ね。響奏騎士団の活動は、よく非常識だって批判されるわ。

　だけど今、そんな構図は変わりつつあるの。

　その片へん鱗りんを見せてくれたのは、エントランスホールでのあなたの演奏よ。あの曲、一時的にだけど認められてたわよね？　つまり、禁きん忌きの念や常識を吹き飛ばすほどの力を持った音楽があれば、彼らの心をひっくり返すことだって――！」

「あのー、リゼット先生？」

　セリフの途中で、ハルトはおずおずと手を挙げた。王女の間のテーブルに広げたノートは、走り書きで真っ黒だ。

「なによ？」

　とリゼットが問い返す。

　対面のソファで優雅に脚を組み、彼女はシェルオールの音楽史をすらすら説明していた。それをハルトが必死にノートに書きつける。そんな授業風景だ。

「そもそもリゼットたちは、どうして新たな音楽を模索しようと思ったんだ？」

　賛美歌のアレンジや新曲づくり。それらを行う発想を持たないシェルオールの民の中で、なぜ響奏騎士団のメンバーたちは……。

「私の場合は――音楽院で楽器を練習してたときにね、気づいたのよ」

　リゼットは、昔を懐かしむように目を細めた。

「私は当時、音楽院の誰よりも高い音が出せたわ。賛美歌の演奏には必要のない音域だったけど、それでもちゃんと良い音が鳴ったのよ。まわりの学生は、賛美歌を演奏できるだけの音域をマスターして満足してたけど、私はそうは思わなかったの。

　このトランペットという楽器には、計り知れない可能性が秘められてる……。そんな確信が、私を新たな音楽の模索に導いたのよ」

　楽器に秘められたポテンシャルに気づき、その力を存分に活かせる、賛美歌の先にあるはずの音楽を求めた――。それゆえに、異分子として楽師の道を追われた人たちを中心に、響奏騎士団は結成されたのだという。

　楽師や民衆の中にいる、ごく少数の例外。さっきリゼットが口にしたのは、響奏騎士団のメンバーのことだったのだ。

「それじゃあ、私からも質問よ」

　ふいにリゼットが言葉を投げた。

「久藤奏悟郎先生は、どうして賛美歌に続く楽曲をつくらなかったのだと思う？」

「それは……」

　言葉に詰まる。ハルト自身も疑問に思っていたからだ。

　賛美歌の譜面を見たときに抱いた、初心者用の練習曲というイメージ。当時は誰もが初心者の時代だ、そういう意図で簡単な楽曲をつくったのはわかる。けれども、続く作品を世に出さなかったせいで、シェルオールの価値観は硬直してしまったのだ。

　じいちゃんは音楽に一切の妥だ協きようを許さなかった。それなのに……。

　答えられずにいると、リゼットは待ちくたびれたのか、

「んー。孫のあなたでもわからないのね……」

　ボフン。お姫様ベッドにダイブしてしまった。枕を抱いてゴロゴロ転がっているが……スカートの裾がものすごーく危なっかしいこと、気づいてるのかな？

　ついに答えが出ないまま、この日の授業はお開きに。

　ちなみに講師様が所望したギャラは、夜のデザート三日分だった。




　響奏騎士団がサム・スカンク・ファンクの練習に着手して、五日目の夜のこと。

「さて、残りの日数から計算すると……」

　夜の練習を終え、メンバーたちが大浴場に繰り出した後の練習室。その片かた隅すみには、練習日誌にペンを走らせるハルトの姿があった。

　①ただでさえ本番までの練習時間がなくて、②演奏するのは響奏騎士団にとって未知の楽曲で、③もちろん観客たちにとっても、まったく新しい価値観の提示になる。

　それらの項目を意識すると、慎重にならざるを得ない。

　賛美歌以外の楽曲はアウトロー扱いされる世の中だ。観客たちの常識を覆すほどの演奏ができなければ、響奏騎士団の立場は今以上に悪くなる……。

　まめに日誌をつけているのは、そんな不安を少しでも和やわらげるためだった。

　ハルトは息を吐き、日誌の一ページ目をペラリとめくる。

　練習のポイントは冒頭の五小節だ。

　この曲の演奏は、ここがすべてだと言っても過言ではない。

　すべての楽器に共通した高速のフレーズ。四小節目の変拍子。

『この曲、テンポを上げれば上げるほどカッコよくなるわ。もっと速くなきゃ嫌よ！』

　という団長様の鶴つるの一声によって、演奏のテンポは元の百三十八から、百五十八に跳ね上がってしまった。時計の秒針がテンポ六十に当たるので、結構なスピードだ。

　テンポが上がれば曲づくりにも影響が出る。

　吹奏楽部では、『まわりの音をよく聴いて、合わせていきましょう』という指導がたびたび行われる。

　しかし今回は例外である。

　冒頭のフレーズは非常に速く、複雑だ。まわりの音を聴いていては百パーセント出遅れてしまう。しかも全メンバーに共通したフレーズなので、一人の失敗が非常に目立つ。誰か一人が一音でも乗り遅れれば、ただちに曲が崩壊してしまうのだ。

　特に、四小節目の変拍子。

　四分の四拍子から八分の七拍子へ。一小節だけ拍の数え方が変わるので、いわば即死トラップのようなものである。

　では、どうすればいいのか。

　答えはすごくシンプルだ。

　メンバー全員が、演奏の呼吸をシンクロさせればいいのである。

　一人ひとりが心と身体に曲のノリを刻みつけ、そのイメージを全員で共有できれば、周囲の音を聞かなくても演奏は成立する。ドラムの刻みについていく。隣の音に合わせていく。今回の演奏に限って言えば、そんな意識はもってのほかだ。

　試されるのは結束力。離はなれ業わざを演じていても、根っこの部分で互いが繋がっていなければ、この曲の演奏は完成しない。必要なのは一にも二にも反復練習だ。

　ハルトはまた日誌のページを繰った。

　内容は、二回のソロ演奏についてだ。

　多くのアレンジでは、一回目のソロをテナーサックスが、二回目のソロをトランペットが担当している。

　しかし響奏騎士団にはテナーサックス奏者がいない。だから今回は、どちらもトランペット――リゼットとハルトがソロを受け持っている。本来ならばアドリブ演奏が求められるところだが、今度の祈禱会では、フレーズを事前に定めた〝アドリブ風ソロ〟を披露することになっているのだった。

「んーっ。僕もそろそろ風呂にでも……」

　日誌を閉じ、ぐでん、とイスの背に身を預けていると――ガチャ。

　練習室の扉が開いた。

　こんな時間に誰だろう。ハルトはイスにもたれたまま、逆転した視界のうちに、ドレッドヘアのトロンボーン奏者を捉えた。

「わっ、ラナか。どうしたの？」

「まあ、アレだ。ちょいと吹き足りねぇっていうか」

　そう言いながら、ラナは楽器ケースを下ろし、トロンボーンを取り出した。

　な、なんて体力。昼間はふざけた分量のトレーニングをこなして、夜にはバリバリ合奏して……さらには居残り練習なんて。

　筋肉痛で身体中がバッキバキのハルトにとっては、まさに異次元の発想だった。

「それで、だ。ちょっとだけ教えてほしい箇か所しよがあるんだけどよ。今、大丈夫か？」

「ああ、それならいいよ。どこどこ？」

　とはいえ。ハルトもハルトで音楽のこととなれば、疲れなんかすっかり忘れてしまうのだけれど。

　そして、三十分後。

「うん！　さっきよりも休きゆう符ふを感じられる演奏になってきたと思う。休符って、単なる休きゆう憩けいポイントじゃなくて、聴き手に次の音を期待させる『間ま』と『引き』の役割を持ってるんだ。そこを強く意識すれば、今よりもっとメリハリがつくよ！」

「ハルト、お前……音楽に関しちゃホントに容赦ねぇよな……」

「あ、あはは……」

　ラナは近くのイスにドカリと腰掛けた。同じフレーズを数十回、ハルトが首を縦に振るまで吹き続けたせいか、さすがにゼーハー言っている。

「でも、ありがとな。オレはリゼットたちよりも楽器経験が浅いからよ、追いつくためにはもっと努力しねぇとダメなんだ」

「そうなの？」

「ああ。実はオレがトロンボーンを始めたの、響奏騎士団に入ってからなんだ。楽器歴は二年弱ってところか」

「ウソ!?」

　てっきりラナも音楽院の出身かと思っていた。少々荒削りだが、芯しんから響く豪快な音色。彼の演奏を聞く限り、楽器歴が二年弱とは思えなかったのだ。

「こっちに来る前、オレは祖国で皇こう宮ぐう護ご衛えい隊たいに所属してたんだ」

　練習の熱気をクールダウンさせるように、ラナは落ち着いた声で話し始めた。

　今から三年ほど前。

　ラナの祖国は蛮族の侵略を受けており、皇宮護衛隊は血で血を洗う、音楽とは無縁の日々を過ごしていたそうだ。

　その侵略を退けた張本人が、当時十六歳、史上最年少で隊長職を任されていたラナ・シャンカルなのだという。いわば救国の英雄だ。

「〝熱ねつ砂さの剣けん鬼き〟なんてご大層な異名をつけられて、世界中に宣伝されてよ。ったく、恥ずかしいったらねぇっての」

　そうか、顔の刀かたな傷きずはそういう生活をしてたから……。

「んで、それからヴェント・アルティスタ王国の客員剣けん術じゆつ師し範はんとして、王都に呼ばれてな。そのとき初めて宮廷楽師の賛美歌ってやつを聴いたんだ」

「宮廷楽師の……。どうだった？」

「すごかった……」

「そ、そっか。やっぱり宮廷楽師の賛美歌はクオリティが違」

「チューバの子の胸が……すごかった」

「はぁ？」

「チューバって、両手で楽器を抱える感じに構えるだろ？　そのときに楽器と胸が密着して、むにんっ、たゆんっ、ってな。それ以来、オレはあの子のファンに……」

「ストーップ！　大真面目な顔で何言ってるんだよ！　え？　えぇ!?　ラナってそういうキャラだったの!?」

「わ、悪わりぃ、なんでもねぇよ。ああ、確かに素晴らしい演奏だったさ。音楽のことなんぞぜんぜん知らなかったオレが、思わず時が経つのを忘れちまうくらいにはよ」

　ジトーっとした目を向けると、ラナは苦笑で誤ご魔ま化かそうとした。その間が妙に面白くて、ハルトも釣られて「ぷっ」と噴き出してしまう。

「あー。でもよかった。実はラナのこと、ちょっと怖い人だと思ってたから」

「ハハハッ、昔っからよく言われるぜ。だけど、オレぁ別に鬼じゃねーぞ？」

「たゆんたゆんなのが好きなんだもんね」

「なあ、ここは秘密の共有といこうぜ。っつーわけで、ハルトの好みも教えろよ」

　ラナに肘ひじでつつかれる。秘密の共有――天才音楽家。そんな思考がよぎったせいか、心に浮かんだのは我らが団長様の姿だった。

「……リゼット」

　その名前がこぼれた刹那、ラナは何かを察したような顔になった。

「あっ……そっちか。ええとだな、本人はメチャクチャ気にしてるっぽいから、あんまり触れてやるなよ。リゼットが怒り狂ったら、オレでも止められる気がしねぇ」

「いやいや、今のはそういう意味じゃなくて！」

「大丈夫。万事は人それぞれだ。ただ、業の深い趣味だとは思うがな」

「だーかーらー！　違うんだって!!」

　二人で騒いでいるうちに、練習室の雰囲気はずいぶん穏やかになっていった。

　気息を整え、ラナは話を再開する。

「任期を終えたオレは王都からの帰り道、馬車の補給のためにオレスティア城に寄ったんだ。そこで、リゼットとイリスが音合わせをしてる場面に出くわすことになる」

「それがきっかけだったの？」

「ああそうだ。すげぇシャープなハイトーンと、丸っこくって柔らかい音色が見事に調和しててよ。賛美歌とは毛色が違って、どこまでも自由奔ほん放ぽうなのに、不思議と情感があふれてて……。心を鷲わし摑づかみにされるって感覚、あのとき初めて味わったぜ」

　ラナもまた、緑の丘でのハルトと同じような思いを抱いたのだろうか。

「んで、オレはリゼットに直じか談だん判ぱんして、その場で響奏騎士団入りを決めたんだ。この二人が演やってる音楽には、オレの人生を懸けるだけの価値がある……一度そんな確信を抱いちまったら、もう止められねぇもんな。御者に走り書きの辞表を渡したとき、アイツ、目を白黒させてたっけ」

　ハハハッ、と豪快に笑うラナ。そこには迷いも、憂うれいも、後悔も感じられない。

　それはきっと、信じているからだ。どんなに状況が苦しくても、響奏騎士団が掲げる野望と、その旗き手しゆであるリゼットのことを。

「さぁて。オレはこれから外を走ってから寝るけど、一緒に行かねぇか？」

「これから!?」

　元軍人の底なしの体力を前に、ハルトは逃げるように練習室を後にしたのだった。




「ふわあぁ……。さすがに深夜のランニングはなぁ……」

　その後、ハルトは大浴場に直行した。そして温泉で一日の疲れを洗い流し、今では身体からホコホコ湯気が立っている。

　寮の廊下をのんびり歩きながら、大きなあくびを一つ。そろそろ眠気が限界だ。

　すっかり心の電源をＯＦＦにしたまま自室のドアを開ける。真っ暗な室内。ランプに小さな火を灯し、後は寝るだけ――と、布団をめくったそのとき。

　眠気はどこかに吹き飛んだ。

「んなっ!?　な、ななな何してるんだよ！」

　なぜならば。

　ハルトのベッドには、すでに先客がいらっしゃったからだ。

　ふわふわのボブカット。無防備すぎる小さな身体。パジャマと思しきノースリーブのワンピースに身を包んだ、イリス・ヒンデミットの姿が。

　華きや奢しやな肩口が寝息に合わせて上下する。ずり落ちた肩ひも。ランプの仄ほの明あかりが、マシュマロ肌と幼い鎖さ骨こつの陰影を際立てている。

　裾がめくれているせいで、ぷにぷにの太ももが付け根まで露あらわになっていて……。

「いかんいかん！」

　ハルトは気力で目線を引ひき剝はがし、めくれた裾を手探りで摘つまんで、元の位置まで引っ張った。見てない。断じて見てないぞ。

「……リゼットぉ、ちゃんとすっきりしてきたよぉ……むにゃむにゃ……」

「そういうことか」

　きっとイリスはトイレに行った帰りに、この部屋に迷い込んでしまったのだろう。

　ハルトはそう考え、イリスの背中と膝の裏にそっと腕を差し入れて、お姫様だっこで部屋を出た。

　月明かりに照らされた廊下を歩いていると、

「……ぅん、んんっ。ハルト……？」

「あ、悪い。起こしちゃったな」

　腕の中にある眠そうな瞳が、こちらをぼんやり見上げている。

「……うぅん、平気なの。……イリス、またお外でおねむだったの……？」

　そと!?　しかも、またって何だ、またって。

「いや、僕のベッドにいたからさ。部屋まで送っていこうと思って」

「……ハルト、とっても優しいの……」

　さて、イリスも起きたわけだしな。そう思い、彼女を床に下ろそうとすると。

　ぎゅっ

　細い腕が、首っ玉に縋りついてきた。

「……イリス、このだっこ好きなの。だから……」













「そ、そっか。それじゃあこのまま、な」

　吐息が首筋に当たってこそばゆい。密着しているせいで、体温の伝わり方がすごい。

　柔らかすぎる肌の感触に緊張していると、

「……ハルト。お外、行こ……？」

　意外なオファーが舞い込んできた。何か話したいことがあるんだろう。いくぶん精彩が戻ったイリスの瞳には、そんな思いが感じられた。

　寮を出て、並木道のベンチに座る。空には星がいっぱいだ。

「さてと。それじゃあイリスもベンチに……」

　ハルトが両手をフリーにすると、イリスは体勢を移行させ――

　当然のように、ハルトの太もも深くに腰掛けてきた。座イスになった気分だ。

　しかし姿勢が定まらないらしい。イリスはお尻をモゾモゾさせて、お気に入りのポジションを探している。……頼むから、あんまりその位置でモゾモゾしないでほしい。

　やがてモゾモゾも落ち着き、「はふぅ」と一息。イリスは口を開いた。

「……昔ね、イリスはローレンズ・ベルの魔女って呼ばれてたの……」

「魔女ぉ？」

　いきなり何を。十四歳に特有の、例の病か？　と呆れかけたが、その口調は落ち着いていて、妄想を語っている様子はない。だからハルトは話の続きを促した。

　――今から四年前のこと。

　ひきこもりから一念発起、楽師を志こころざした十歳のイリスは、ヴェント・アルティスタ王国の北方にある、ローレンズ・ベル音楽院という名門校に入学したらしい。

　一年生ながら学内コンクールでは最優秀賞を獲得。加えて、その年の新人賞と首席演奏者賞の三冠を総ナメにするなど、輝かしい活躍を繰り広げていく。

　金の卵が産み落とされた――。

　新聞各社はこぞってイリスを特集し、そのミステリアスな風ふう貌ぼうと卓絶した腕前から、『ローレンズ・ベルの魔女』の異名を与えたのだった。

　しかし、世間の注目がピークに達したとき。

「……先輩たちがね、イリスには悪魔が取とり憑ついてる……って噂うわさを流し始めたの。イリスの演奏は悪魔との契約によるもので、賛美歌を奏でる者として不適格だ、って……」

「そんなバカな！　悪魔憑きだなんて！」

　咄とつ嗟さにハルトは言い返した。しかし、イリスは哀しげに頭を振る。

「……本当だったら、そんなの誰も信じないの……」

　だが、騒動は拡大の一途を辿たどっていったという。

　このときローレンズ・ベル音楽院の内部には、尋常ならざる妬ねたみと嫉そねみが渦うずを巻いていたのだろう。生徒たちは恐れていたのだ。楽師としての自分の未来が、一人の神しん童どうによって脅おびやかされる可能性に。

　新聞各社はこの排はい斥せき運動を過剰に煽あおり、それに乗せられた大衆は次々と運動に荷担し、生徒たちはますます増長していったのだという。

　そして、内外からの圧力に耐えかねた音楽院は、ついに決断を下した。

　荒こう唐とう無む稽けいな噂話を真実と思わせてしまうほどの演奏力を持つがゆえに、イリスは。

「音楽院を追い出されたのか……」

　か細い声が、「そうなの」と小さく震える。

　音楽院は、名門校としての体面を重んじたのだ。

　そして〝ローレンズ・ベルの魔女〟の名は、誰もが知る汚名になってしまった……。

「……でもね、そのとき助けてくれたのがリゼットだったの……」

　イリスの声がほのかに弾はずむ。

「確かに。リゼットってそういう噂、信じなそうだもんな」

「……ん。イリスを響奏騎士団にスカウトしてくれてね、とっても嬉しかったの……！」

　その柔らかな声音に、ハルトは思わず相そう好ごうを崩した。なるほどな。結末はともかく、リゼットが語りたがらないのもわかるエピソードだ。

「でも、どうして僕にその話を？」

「……だってハルトは、もうイリスのお友達なの……」

「！」

　温かな想いが込み上げてきて、ハルトは目の前のボブカットを優しく撫なでた。

　思い出話はそこでおしまい。そう語るように、イリスが再び首筋に抱きついてきた。

　そのままお姫様だっこでベンチを立ち、のんびりと歩き出す。

「……そろそろ戻らないと、リゼットが心配するの……」

　んんんん？

「ま、待ってくれイリス。もしかしてイリスって、リゼットと……」

「……んっ。ルームメイトなの……」

　ハルトは卒倒しそうになった。この時間。この状況。イリスをお姫様だっこして暗がりを連れ回していたなんて誤解されたら――確実に火あぶりの刑だ。

　冷や汗を飛ばしながら、ハルトは寮への道を早足で突き進んだ。

　そしてようやく入口に辿り着いたとき、

「……ハルト、ありがとなの……」

　ふいに、お礼の言葉を贈られた。

「ん？　お姫様だっこのことか？」

「……それもあるけど、いちばんのありがとうは、ハルトが来てくれたことなの……」

「僕が？」

「……んっ。ハルトが来てからね、リゼットが怖い顔をしてる時間が減ってきたの。響奏騎士団の活動がやっと前に進んで、いつもわくわく、うずうずしてて。トランペットを吹くの、毎日とっても楽しみにしてるの……」

　……リゼットにいっぱいの笑顔をくれて、ホントにありがとうなの……。

　ゆっくりと綴つづられた言葉に、ハルトは微笑ほほえみを返した。

「イリスは、さ。本当にリゼットのことが大好きなんだな」

「……リゼット、とっても優しいから……」

　優しいから、好き。

　その言葉には、字面以上の重さがあるように感じてならなかった。今までたくさん傷つけられてきたからこそ、イリスは人の優しさを心から愛いとおしく思うのだろう。

「これからお姫様だっこしてほしいときは、いつでも言いなよ。腕なら貸すからさ」

「……むふぅ。約束なの……」

「ああ、約束だ」

　やがて目的の部屋に着き、小さな身体を今度こそ床に下ろす。

　おやすみなの、ハルト。微笑みながらそう言って、イリスは自室の扉を閉めた。

「ローレンズ・ベルの魔女……か」

　もしかすると響奏騎士団は、イリスに残された最後の居場所なのかもしれない。サム・スカンク・ファンクが祈禱会の観客に認められれば、響奏騎士団に対する世間の評価はきっと変わってくるだろう。イリスが心から安らげる場所をつくるためにも……次の本番、絶対に成功させないと。

　音楽欲がムクムクと湧き上がり、自室への足取りが早まっていく。

「やっぱり、もう少しだけ曲の研究をしてから寝ようかな……」




　そして迎えた三都市合同祈禱会、当日――。

　吹き抜ける風はやや肌寒く、秋の早朝を思わせる。

　場所はいつもの噴水前。

　ミルク色の朝靄に包まれながら、リゼットが今日も元気に一日のスケジュールを発表している。

　響奏騎士団の面々は、手に手に楽器のケースを持って出撃準備万端だ。

「さあみんな、今日は楽師たちの護衛任務が入ってるわ。集合場所は城門前だから、早く馬車を準備しに行きましょう！　私からは以上よ」

　ハルトはずっこけた。

「護衛の任務ってどういうことさ！　祈禱会は!?　練習の成果は!?」

　脊せき髄ずい反はん射しやで嚙みつくと、周囲からは笑いが起こる。

「今のはフリよ、フリ。それぐらい察しなさいよ」

　リゼットは呆れ顔で手を腰にやった。ええと、どういうこと？

「『響奏騎士団は今日の祈禱会に参加します』なんていう任務計画書に、あの楽師長がハンコを押すと思う？」

「あ……確かに。それはないな」

「そう。だからあくまで今日の活動は、『楽師たちの護衛』ということにして、私たちも彼らに同行するの。で、会場のコットスでこっそり祈禱会に参加しちゃうのよ」

「でもそんなの、後でバレたら……」

「ふふん、その点は抜かりないわ」

　そう言って平たい胸を帆ほのように張り、リゼットは一枚の書類を開いてみせた。

　しっかり承認印が押された任務計画書だ。

「えー、オホン。『なお、本任務の遂行において必要が生じた際には、団長権限にて適切な処置を講ずるものとする』。この特記事項がある限り、誰にも文句は言わせないわ」

「お役人の逃げ口上みたいな文章だなおい」

「楽師長にハンコを押させるときには、しきりに話しかけて中身を読むのを邪魔する決裁テクニックを使ってやったの」

　再びドッと笑いに包まれる響奏騎士団。まわりの団員たちに肩をバンバン叩かれる。

「……まあ、書類を偽造してないだけ、まだマシなやり方なのかなぁ……？」




　ハルトが釈しやく然ぜんとしない思いを抱いた数十分後。

　城門前には、一いつ触しよく即そく発はつの空気が充満していた。

　用意された十台の馬車の前で、鎧とローブ、響奏騎士団と楽師たちが、視線の火花を散らしているのだ。

「おやおや、都合が悪くなるとすぐに暴力をちらつかせるとは。さすが響奏騎士団。下賤な雑音をたしなむ輩やからは、やはり一味違う」

　紺のローブをまとった金髪男が吐き捨てた。

「そうだそうだ！」「暴力反対！」「カラビスくんの言うとおりよ！」

　同じくローブ姿の楽師たちが、ガヤガヤと言い立てる。

「あのなぁカラビス、テメェがいきなり『出迎えご苦労、穀ごく潰つぶし諸君』とか言い出したからだろうが！」

　ドレッドヘアを振り乱しているのはラナだ。カラビスと呼ばれた金髪楽師は、額に血管を浮かせたラナを鼻先で笑い飛ばす。

「これは失敬。たしかこの前は街道の山さん賊ぞく団を鎮ちん圧あつしたり、そこそこの仕事はしているんだったね。あくまで、暴力の分野でだが」

　カラビスは心底バカにした高笑いを上げた。

「キミは祖国で〝熱砂の剣鬼〟などと呼ばれていたんだろう？　それに、あの悪名高き悪魔憑き、ローレンズ・ベルの魔女もいるわけだ。フッ、やはりキミたちには神事たる音楽よりも、下衆な暴力沙汰の方が向いているよ」

「テメェこの野郎！」

　なおも摑みかかろうとするラナを、響奏騎士団の男衆が四人がかりで押し止める。













「おお怖い。野蛮人はこれだから困る」「神職者の僕らに手を出すなんて、信じられない愚おろかさだ」「音楽の仕事が来ないものだから、私たちに嫉しつ妬としているのよ」

　嘲あざけりの言葉を並べながら、楽師たちは馬車に分乗していった。

　響奏騎士団の面々は苦い顔をしながらも、出発前の最終チェックを進めていく。楽師たちに気づかれないよう、すでに楽器は積み込み済みだ。

　指定された馬車に乗り込み、ハルトは出発の時を待つ。

　四輪式・二頭引きの箱形客室を持つ車両で、御者はラナが務めている。客室にはハルト、リゼット、イリスが並び、その対面には……、

「おやおや、ボクの馬車は王女殿下にお守りいただけるのですか。光栄ですよ」

「カラビスくんは楽師隊のリーダーです。くれぐれも気をつけてくださいよ」

「カラビスさんを少しでもぞんざいに扱ったら、楽師長に報告しますからね」

　先ほどのカラビスという金髪楽師をはじめ、二人の取り巻きが乗り合わせていた。

　この金髪男、見覚えがあると思ったら、エントランスホールで一際ひどい野次を飛ばしていた輩じゃないか。

「…………」

　楽師長に守られているがゆえの無遠慮な皮肉。リゼットは静観の構えを見せつつ――さりげなく、自分の太ももをつねっていた。

「チッ。それじゃあ出発すんぞー」

　舌打ち混じりにラナが言う。ゴトン、ゴトンという大きな振動を契機に、景色が動き始めた。この車両は、馬車隊のしんがりを務めるようだ。

　街を走り、城壁をくぐり、大きな湖を通り過ぎて街道に出る。その頃になると、カラビスたちは安心しきった様子で、三つ子のように仲よく寝息を立てていた。




　そして、日差しが中天を過ぎた頃。

　ハルトたちを乗せた馬車隊は、ついに観光都市・コットスに到着した。目的地となる会場は、街の中心にあるという野外音楽堂である。

　目抜き通りは人波で埋まっており、馬車隊はなかなか先に進めないでいた。

「すごい数だな……。この人たち、みんな祈禱会を見に来たのか？」

「今日は街をあげてのお祭りで、祈禱会の他にも催し物をやってるわ。そっちが目当ての観光客も多いんじゃないかしら。オレスティア城の職員たちも、今日は大勢休暇を取ってこの街に来てるみたいだし、音楽堂はきっと満席になるわ」

　動いたり、止まったり。そんな車窓の景色を眺めつつ、リゼットが言う。

「なんだかんだ言って、賛美歌って集客力があるんだな」

「そうね。楽師の演奏は祈りであると同時に、民衆の数少ない娯楽でもあるから。合同祈禱会ともなれば、人はそれなりに集まるのよ」

「そういうもんか」

「そういうものよ」

　ハルトは、コットスの風景に目を移した。

　街を流れる河川には大小のゴンドラが浮かび、川べりには色とりどりの花が飾られている。そして通りに並ぶ店舗や家々は、どれもがパステルカラーに塗られている徹底ぶりだ。さすがは観光都市。まるで絵本の世界だ。

　景色を楽しんでいると、いつしか馬車隊は人波を抜け、目的の音楽堂に到着した。

　市街を切り取るようにして建つ円形の会場で、なんだかイタリアのコロッセオが小さくなったような趣だ。

　ドヤドヤと馬車を降りる楽師たちと響奏騎士団。

　会場のまわりは、他の都市の楽師たちや、雑多な服装の観客でごった返している。

「誉ほまれ高たかきオレスティアの楽師諸君！　これより控え室へと向かう！　各自、出番までにウォーミングアップを済ませておいてくれ！」

　人混みを無理にかき分けて円陣をつくり、芝居がかったテノールボイスで指示を出すカラビス。周囲に自分たちの存在を誇示しているようだ。

「では、響奏騎士団の諸君。キミたちはボクらの崇高な演奏を邪魔しないように、大人しく観客席で見学しているんだ。音楽のなんたるかを教えてあげよう」

　カラビスはたっぷり皮肉を込めたつもりだろうが、今のリゼットには通用しない。

「はいはい、せいぜい頑張ってきなさいよ」

「フンッ、わざわざ言われなくても……！　ほら諸君、早く会場に！」

　反発してくるリゼットを嘲あざ笑わらうはずだったんだろう。カラビスたちは不完全燃焼のセリフを残し、人混みの中に消えていった。

　彼らを鼻で笑いつつ、リゼットはくるりと振り返りハルトたちを見渡した。

「さあみんな、私たちの反撃はここから始まるわ！　全力でいくわよ!!」

「おおぉぉっ!!」

　響奏騎士団の全員が声を揃えて、拳の先で天を衝く。まわりでミーティングをしていた他の都市の楽師たちが、ギョッとした顔を向けてきた。

　とてつもないアウェー感。

　けれど、響奏騎士団は誰一人として物もの怖おじしていない。

　きっとそれは、メンバー全員が確信を抱いているからだ。価値観が違う。常識が違う。生き様が違う。そんな観客たちの心をまとめて揺さぶるだけの力が、自分たちの音楽に秘められているのだと。

　二十余名のビジターたちは、人垣を割りながら入場口へと歩を進めた。







　コットス、ミッカ、オレスティア。

　その順番で楽師たちは次々と賛美歌を披露し、すでに空には夕焼けが見えている。

　ステージ上には今、カラビス率いるサックス四重奏の姿がある。

　これが終わればいよいよ大トリ。響奏騎士団の出番がやって来るのだ。

「うーん。うまいと言えばうまいんだけどなぁ」

　舞台袖で彼らの演奏を聴きながら、ハルトはため息をついた。

　楽器の鳴りは豊かだし、ハーモニーも美しい。かなりの練習を積んでいるのはわかるんだけど……。

　音楽堂は満員御礼。寝ている人は見当たらない。賛美歌の曲数は限られているので、さっきから曲目が被りまくっているというのにだ。賛美歌に対する観客たちの熱の入れようを、改めて実感するハルトだった。

　それにひきかえ……。

　舞台袖にスタンバイした響奏騎士団の多くは、見事にまどろんでいた。未知の楽曲を知ってしまった彼らにとって、このリピート演奏会は辛いのだろう。

　そのとき、サァァァ――と細さざ波なみのような拍手が耳に届いた。

　しばらくして、カラビスたちが満足げに舞台袖まで戻ってくる。……が、そこにスタンバイするハルトたちと目が合った途端、彼らの顔が引ひき攣つった。

「な、何をしているんだねキミたちは！」

「ふふん、私たちも祈禱会に参加することにしたのよ」

　かろうじて起きていたリゼットが、当然とばかりに告げる。

「そんなバカな！　キミたちの名前なんてどこにも……！」

　カラビスは懐ふところからプログラムを取り出すが、それをリゼットがひったくった。

「あら本当、確かに載ってないわね。私たちは期限ギリギリでエントリーしたから、きっと掲載が間に合わなかったんだわ」

「なんてことだ。帰ったら楽師長に報告しないと！」「響奏騎士団の雑音なんて、受け入れられるはずがない！」「タブーを恐れぬ愚か者どもめ！」

　やいのやいのと楽師たち。だがリゼットは、これを飄ひよう々ひようとスルーする。

　やがてカラビスは楽師たちを制し、

「もういい。せいぜい無様な演奏で恥をかくといいさ！」

　怒り心頭で引き上げていった。

　ステージの転換が終わり、司会の口から響奏騎士団の名前が読み上げられる。

　観客席がざわついた。楽師以外で今日の祈禱会に参加している団体は、響奏騎士団のみ。嫌でも目立つというものだ。

　ハルトは眠っていたみんなを起こし、手早くチューニングを行った。

　冷さめた目線を向けてくる会場スタッフの横を抜け、列を成してステージに出ていくと、ざわめきはいっそう音量を増す。

　ローブ姿の楽師に混ざる、鎧をまとった謎なぞの集団。しかも少人数のアンサンブルではなく、二十数名による中編成。完全に色モノ扱いだ。

「ったく、バカにしやがって。客席の連中、オレらの曲を聴いたらどうなるかな？」

　左隣に立つラナが耳打ちしてきた。

　ハルトの答えは決まっている。

　彼らが抱く音楽への常識や禁忌の念に、深々と爪つめ痕あとを残すんだ。それは――

「きっと、一生忘れられない祈禱会になるはずさ！」

「ハハハッ、そりゃあいい！」

　二人で共犯者の笑みを交わしたところで、

「みんな、準備はいいかしらっ？」

　リゼットが声を弾ませた。

　彼女の声は、この会場で、この瞬間に立ち会ったすべての人々に覚悟を問うているかのように、朗ろう々ろうとコロッセオに響く。

　客席に据えられたまなざし。それは、どんな逆風にさらされようとも前進を諦めなかったリゼットの生き様、強さの体現にも感じられた。

　露骨に鼻で笑う者。蔑さげすみの目を向ける者。会場スタッフは、『早く終われよ』、『なんなのこいつら』と言わんばかりにうんざりとした顔だった。出演者専用席にふんぞり返ったカラビスたちは、響奏騎士団の失敗を期待するかのようにニヤついている。

　だけど、そんな状況、関係ない。観客全員、釘づけにしてやる!!

　ドラムスティックのカウントが響き――

　響奏騎士団は、疾走を開始する。







　すべての楽器が超高速のフレーズを射出した。

　木管楽器とトランペットが曲の流れをリードして、踊り狂ったあまたの音符が観客席へと襲いかかる。

　真正面から飛来した、圧倒的な音の衝撃。

「何が……起こっている……？」

　出演者専用席のカラビスは、あまりのショックに目を剝いていた。

　思わず周囲を見回すと、ある楽師はのけぞり、ある親子は硬直し、またある貴族はステージ上を注視している。

「こんなの初めて……！」「ねぇママ、カッコイイよ！」「むぅ、なんたる熱気だ……」

　彼らの声を耳にして、カラビスは拳を握り締めた。

「ふざけるな。この神聖なる祈禱会の舞台で、こんな、こんな曲を……！」

　しかし怒りとは裏腹に、会場の熱気は高まっていく。観客たちが謎の楽曲の勢いに順応し始めたのだった。

　そのうち舞台で楽器を構える人物は、たった一人だけになる。

　観客たちの無数の視線がその一点に集中し――




　リゼット王女のトランペットが、会場中に響き渡った。




　光り輝くハイトーンがカラビスの胸に突き刺さる。

　煌きらめく音が空を貫き、銀の光が輝き狂う。

「……クソッ、こんな、賛美歌とかけ離れた音楽の何が――！」

　精いっぱいの抵抗を試みた。しかしどれほど言葉を尽くしても、息つく間もなく迫り来るハイトーンの咆哮は、否応なしにカラビスの全身を熱い鳥肌で包んでいく。

「クソ、クソ、クソッ！」

　華々しく終演を迎える王女の独どく壇だん場じよう。吹き荒れる拍手の中で、カラビスは自己嫌悪に耐えきれず、ただただ背中を波打たせていた。




　衝撃を受けていたのは楽師たちばかりではない。

　特等席の老紳士も、立ち見席の家族連れも、楽師の道を志す少年少女の集団も、今や一様に身を乗り出して――舞台に立つ、細身の少年を見つめていた。

　繰り出されるのは、リゼット王女とまったく違う、影を宿したメロディーの連鎖。

　目まぐるしく色調を変える独奏が、意識を捉えて放さない。

「はあぁぁ……」「あぁ、なんて甘美な……」「気持ちいい……」

　絶後の多幸感が観客席を丸呑みし――やがてステージ上ではすべての楽器が混ざり合い、疾走する音色が、あらゆる後ろめたさを置き去りにして聴衆を牽けん引いんする。

　そして、突き抜けるような一撃とともに。

　響奏騎士団の舞台は、堂々と締めくくられた。

　団員たちが楽器を下ろす。

　残響が夕空に溶ける。

　絶息の無音が立ち込め……。




　音楽堂は、耳を聾する大熱狂に包まれた。







　割れんばかりの拍手。歓声。

　観客はおろか会場スタッフまでもが総立ちになり、彼らが放つ興奮の熱波が、ステージ上に幾重にも降り注いでくる。

　ハルトは客席を見やった。カラビスは座席に貼りついて、ただ呆然とステージ上を見つめている。もはや拍手の動作に移ることすらできないようだ。

　響奏騎士団を笑う者など、もう、どこにもいやしない。

「ハ、ハハ、マジかよ……。すげぇ、すげぇよおぉぉ!!」

　きっかけは、素すっ頓とん狂きようなラナの声だった。直後、ステージ上であまたの感情が炸さく裂れつし、そこらじゅうでハイタッチやハグの嵐が吹き荒れる。

「やったよリゼット！」

　自分がつくった楽譜で行う演奏会。それはハルトにとっても初めての経験だった。それがここまで聴衆を熱くさせられるなんて。ここまでの興奮を与えられるなんて！

　小躍りしながら隣を見やる。




　そこに立つリゼットは――瞳に、大粒の涙を湛えていた。




「こんなに、声が……。私たちに……！」

　ハルトと目が合うと、リゼットは慌てた様子で顔を背けた。袖でぐしぐし目め許もとを拭い、こちらを向いて、ぎこちなくハイタッチのポーズを取る。

　ハルトは微笑み、パチンと軽快な音を響かせた。

　抱きついてきたイリスを持ち上げようとしたところ、

「我が親友よぉ～！　お前のおかげだぞぉ～!!」

　ラナが背中に飛びついてきたせいで、お姫様だっこは未み遂すいに終わってしまった。

　歓喜の時をたっぷり味わい、響奏騎士団はカーテンコールのごとく整列する。

　リゼットの合図で全員が一礼すると、拍手はさらにボリュームを増した。

　深く頭を下げながら、ハルトはそっと拳を固める。

　一瞬だけ重なり合った体温を確かめるかのように。

　演奏会後の興奮とは少し異なるドキドキに、胸の鼓動が加速していくのを感じた。
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　　　　　１




　僕は、どうしたいんだろう……。

　祈き禱とう会かいの夜から数えて、実に一週間。ハルトは夢の中でそんな自問に悶もだえていた。目ま蓋ぶたの裏では、リゼットの百面相が泡のように生まれては弾はじけてを繰り返している。

　コットスでの競演は最高だった。あれから自室に戻っても、七度の夜を数えても、リゼットのソロを思い出すたびにどうしようもなく胸が高鳴り、もう一つの大きな考えごとも相まって、なかなか寝つけないでいる。

　……だけど、落ち着け。相手は異世界のお姫様だぞ？　それに体育会系で脳のう筋きんで、すぐに怒るし胸もない。

　熟睡の最中、思考は無限にループする……。

「うぅ、ううんっ」

　うなされていると、遠くの空から朝の鐘が聞こえてきた。うわ、もう起きなきゃな。

　しかしハルトを叩き起こしたのは、鐘の音ではなかった。

　ドシーン！

「うげぇぇっ！」

　突如、腹部に謎なぞの衝撃。苦く悶もんの声とともに目蓋をこじ開けると――。

　顔から五センチのところに、正夢があった。

　視界のすべてがリゼットの美び貌ぼうという異常事態。顔、近っ！　近すぎぃっ！

「のんきに寝てる場合じゃないわ！　大ニュースよ、大ニュース！」

　脱出しようともがいたが、身動きが取れない。強烈なデジャヴに頭がクラクラした。

　リゼットは、起き抜けのような格好だった。

　真紅の髪はうねっているし、服はハデなネグリジェときた。だけど瞳はギラギラしてて、呼吸もハァハァ跳ねていて……に、肉食獣!?

「やめるんだリゼット！　僕は食べても美お味いしくないぞ！」

　ふいに視線が下方に滑り――直後に後悔が押し寄せる。

　なぜならリゼットのネグリジェは、とても、その……直視できないデザインだったからだ。

「これ！　これよこれ！　これのここを見てみなさいよ！」

　鼻先にグリグリと紙の束が押しつけられる。インクの匂い。新聞か何かか？

「音楽界に新しん風ぷう来きたる。響きよう奏そう騎き士し団だん、合同祈禱会にて圧倒的な支持を獲得！」

　ハルトの顔を新聞紙でもみくちゃにした挙げ句、リゼットは朗ろう々ろうと記事を読み上げた。なんでも、先週の祈禱会を取材していた新聞社のクルーが、響奏騎士団の演奏と観客の大熱狂に目をつけたのだという。

「これは王都で週に一度発行される、権威ある全国紙なのよ!?　あぁ、こんなに紙面を割さいてくれて！」

「ぜ、全国紙に載のるのって、そんなにすごいことなのか？」

「すごいなんてもんじゃないわよ！」

　脳内麻薬全開のリゼットが身体を前後させる。ベッドがギシギシと軋きしむ。ハルトは本能の誘惑に負け、丈の短いネグリジェに視線を遊ばせてしまった。

　端的に言えば、透すけていた。

　レースの生地が、透けてはいけない部分まで、それはもう大胆に。

「楽師以外が音楽面を評価されるなんて、前ぜん代だい未み聞もんなんだから！　それも、久く藤どう奏そう悟ご郎ろう先生の孫であるハルトと第三王女の私による演奏で、さらに使われたのが未知の楽曲ともなれば、なおさらよ！　これは音楽界に激震が走るわ！」

「ってことは、響奏騎士団を見るみんなの目は……」

　必死に平静を装う。でもダメだ。女の子って、寝るときはブラをつけないのか!?

「変わるわ。変わるに決まってるじゃない！　記事の中には、『響奏騎士団は今年の宮廷楽師選考試験を受験すべき』なんて物言いもされてるんだから。こんなのホントに、異例中の異例なのよ!?」

　レースでできたヴェールの向こう。下乳と呼ぶにはあまりにささやかで、けれども確かにぷっくりしている膨ふくらみが見え隠れする。そして綺麗に割れた縦の腹筋が、くびれたウェストとしなやかな太ももが、レースの生地で焦じらすようにさらされていて……！

　と、そこで一区切りついたらしく、リゼットは言葉を収めた。

「？　赤い顔してどうしたのよ。今にもはちきれそうな顔色じゃない」

「ハァ、ハァ……。い、いいから自分の服装と体勢と今のシチュエーションを、落ち着いて、客観的に見てくれよ！」

　ようやく焦点が定まってきたネコ目で、キョロキョロと状況を確認し――。

　リゼットは脳のう天てんから、ボン！　と白い煙を噴出させた。

「あ、あぅ、これはだから、部屋で新聞を読んでたらびっくりして、嬉しくて……でもイリスはまだ寝てるし、だ、だからハルトにって……！」

　口くち許もとをわななかせ、もう泣きそうになっている。

「こ、こここここここのことを誰かに話したら、絶対に火あぶりなんだからね!!」

　王族チックな捨てゼリフを残し、リゼットは扉を蹴り開けて逃走していった。




　日々の営為に動く城は、いつも以上に騒がしかった。

　日課の朝礼に向かうハルトらに、なんと職員たちが声援を送ってくるのである。

　祈禱会以来、響奏騎士団の評判は変わりつつあった。

　旗き手しゆとなったのは、コットスでサム・スカンク・ファンクの生演奏を聴いていた職員たちだ。聞くところによると、生涯最大の衝撃を受けたらしい。その勢いで、彼らは響奏騎士団の布ふ教きよう活動を始めていたのだった。

　そこへ全国紙の報道だ。これによって、半信半疑だった職員たちの態度に、最後の一押しが加えられたのだ。

「いよぅ、カラビス。お前らも新聞、読んでくれたのかぁ？」

　もうすぐ中庭というときに、ラナが挑発的な口調で軽く手を挙げた。視線の先にはローブの集団。楽がく師したちである。中心にいるのは金髪楽師のカラビスだ。

「こ、これはラナくん。奇遇だね」

　いつかの自信はどこへやら。すっかり瞳が怯おびえている。

「いやー、悪わりぃな。お前らもお前らなりに頑張って演奏してたのに、オレらだけが評価されちゃってさぁ」

「ぐっ……」

　カラビスは、持っていた新聞を握にぎり潰つぶした。他の楽師たちも悔くやしげな顔だ。

「賛さん美び歌かを演奏しないで何が音楽だ！」「そうよそうよ。私たちは誤ご魔ま化かされないんだから！」「あんな破は天てん荒こうな楽曲が評価されるなんて世も末だ！」

　しかしリゼットはそれらの口撃を「～♪」と爽さわやかに受け流し、

「それにしても変ねぇ。あなたたちも同じ会場で演奏してたはずなのに、新聞にはあなたたちのこと、一文字も書かれてなかったわ。一文字もよ？　おかしいわねぇ？」

　おちょくるように追い打ちをかける。

　効果覿てき面めん。楽師たちは頰ほおを引ひき攣つらせ、けれども何も言い返せないのか、無言でさっさと逃げていってしまった。

　彼らの背中を見送りながら、リゼットが自分の身体を両手でぎゅっと抱き締める。

「あぁん、なんて気持ちいいのかしら！」

「……王女のくせに大人げなさすぎるだろ」

「ハハハッ、まあこれぐらいいいじゃねぇか」

「そういうことよ。今までの非礼の数々を考えたら、こんなものじゃ済まないわ。これからも事あるごとに、たっぷりいじめてあげましょう！」

　確かにさんざんバカにされてきたんだ。これぐらいの仕返しは許されるべきなのかもしれない。だけど一国の王女様が、『いじめてあげましょう』って。

「……次に会ったら、宮きゆう廷てい楽師に推薦されてるのは響奏騎士団だけっていうポイントを攻めるのがいいと思うの……」

　にやり、とのぞく黒い笑み。

「ナイス提案だわイリス。いい子いい子」

　リゼットは愛情たっぷりに、色素の薄いボブカットをモフモフし始めた。




「さて、と。リゼットはどこかな」

　朝の準備体操を終えたハルトは、噴水のまわりに散らばった響奏騎士団の中から、真っ赤なロングヘアを探した。今日は彼女に、大事な話をしようと思っていたからだ。

　耳慣れた声を背後に察知し、ハルトは振り返った。

「あのさ、ちょっと」

　努めてさりげなく会話を振ると、リゼットと一緒にいた眼がん帯たいの団員（♀）は、気を利きかせて場を外してくれた。

　それから二人で中庭のすみっこへ。

　いきなりなによ、と文句の一つでも言われると思ったが、

「むー……」

　意外にもリゼットは、指先に髪をクルクル絡からませながら、上目遣いにこちらを見つめているばかり。どこか迷いを匂わせる表情だ。

　それでも意を決して、ハルトは沈黙を破る。

　しかしリゼットも同時に口を開き――、

「今から僕の部屋に来てくれ！」「今から私の部屋に来なさい！」

「えっ」

「えっ」

　互いを見つめてポカンとする。

「リゼットの部屋にって……もしかして、朝の続きをするとか言うんじゃ……！」

「～～～～ッッ！　バ、バカなこと言わないでよ！　えっち！」

「いや待て！　今朝に限ってはどう考えてもリゼットが悪っ……！」

　言い終わる前に腕を摑つかまれ、ハルトはそのまま引きずられていった。

　で、リゼットの寮室。

　イリスと相部屋だからか、少し広めの造りである。部屋の真ん中にはダブルベッド。アンティークな本棚には分厚い書物が詰め込まれているが、下段は絵本ばかりだった。

　勧められて、小さな円卓に着く。

「ふぅ……。それにしても、よかったじゃないか。今度のことで、やっと響奏騎士団が城のみんなに認められるようになったんだからさ」

「ええ、確かに私たちは大きな一歩を踏み出したわ。だけどそれは初しよ手ての話よ、初手の。すぐに次なる一手を繰り出さなくちゃ。だから……」

　そこで数瞬、言葉が途切れる。

　対面のイスに座るリゼットが、自分に水を向けている――そう悟さとり、ハルトは再び気持ちを固めて、一息に言い放った。




「僕、オリジナルの新曲をつくろうと思ってるんだ」




　その言葉に、ただでさえパッチリしたリゼットの瞳が、さらに大きく見開かれた。

「ど、どういうことよ。だってあなた、作曲なんてできないって言ってたのに……！」

「確かに言ったさ。それでも、やらなきゃいけないんだ」

　ハルトの声は落ち着いている。一週かけて、ちゃんと気持ちを整理したからだ。

「今の僕は天才音楽家ってことになってる。でも、やっぱりそんなの――！」

　話の核心に切り込んだそのとき、リゼットは手を突き出し、待ったをかけた。

「頼む。言わせてくれよ！」

　今度ばかりは譲れない。だからハルトは真剣なまなざしを振り向ける。

　けれどもそれはリゼットも同様で。

「私が話そうとしてることと同じみたいだから……。お願い。聞いて」

　まず……ごめんなさい。

　と、真紅の頭がコクンと垂れた。

「サム・スカンク・ファンクを演奏しててね、思ったの。これは作曲者が心と身体を磨り減らしながら、苦労の末に生み出した曲なんだろうな……って。そうでなければ、聴く人の心をあれほど揺さぶることなんて、できないはずだもの」

　小さく息を吐き、睫まつ毛げを伏せる。

「私、反省したの。作曲者の血と汗と涙の結晶を、赤の他人が上うわ澄ずみだけ拝借するなんて、恥はずべきことだわ。……それに、サム・スカンク・ファンクを自分の曲だって騙かたったとき、ハルト、すごく辛つらそうな顔してたから……」

「…………。見られてたのか」

「べ、別にずっと見てたわけじゃないわよ！　……だから、謝るわ。サム・スカンク・ファンクの本当の作曲者にも、あなたにも」

　言葉を切り、再びしおらしく頭を下げた。あのリゼット・シャルパンティエが、である。よっぽど思うところがあったようだ。

「頭を上げてよリゼット。そうだね、確かに僕が言おうとしてたことと同じだった」

　偉大な先人たちの楽曲を奪うのは、もう嫌だった。

　かといって、ただ真実を暴ばく露ろして響奏騎士団のみんなを動揺させたくもない。

　だったら自分で作曲を――というわけである。それに、千の楽曲を操る天才音楽家という今の設定を、必ずしも崩す必要はないのだ。

〝久藤ハルトは、自分の世界の音楽をシェルオールに輸入して演奏している〟

　と、こういう話にすればいい。その中に、これから自作の曲を織り交ぜていけば、天才音楽家としての筋は通せるという寸法だ。

「でも……できるの？」

　リゼットが不安げに問うてくる。

「確かにハルトを呼んだのは、サム・スカンク・ファンクのことを謝りたかったのと、新曲づくりの打診をしたかったからだけど……」

「それはまた、ずいぶん気が合ってるなあ」

　あまりのシンクロっぷりに、ハルトは思わず噴き出してしまった。

「笑ってる場合じゃないわよ！　だって、新曲づくりって本当に大変なのよ？　昔、私も計画だけはしたことあるけど、とても形になんてできなくて……！」

「……僕は、コットスの舞台で感じた震えをもう一度体験したいんだ」

　響奏騎士団のみんなと譜面をつくり、練習を重ね、本番の舞台で気持ちを一つにする。万ばん雷らいの拍手を浴び、達成感を分かち合う。

　あのステージで感じた震えは、何物にも代えがたい興奮をもたらしてくれた。

　あのとき奏かなでた楽曲が、本当に自分のものだったら――。

　そう考えるだけで鳥肌が収まらなくなったのだ。

「難しいのはわかってる。だけど、やるしかない。自分の音楽を、さらに高い段階に引き上げる時が来たんだよ。もう、覚悟はできてるから……！」

　不安に泳ぐリゼットの視線を受け止め、確かな言葉で己の決意を口にする。

　が、そのときハルトは異変に気づいた。

「はぅ……」

　こちらを見つめて、リゼットがぼんやりしているのだ。瞳はしっとり潤みを帯びて、頰はほのかに桜色。前に羞しゆう恥ち心しんを爆発させたときとは、少し様子が違うような。

「おーい。もしもし、もしもーし？」

　濡れた瞳の前でひらひらと手を振る。

　するとリゼットはピクンと震え、我に返った。

「まったく。僕の話、ちゃんと聞いてたのか？」

「き、聞いてたわよ。でも私、別にそういうんじゃなくて……！　違っ、違うの！」

　指摘した途端、リゼットの顔が真っ赤に沸ふつ騰とうした。そうそう、この完熟トマトみたいな顔色には覚えがあるんだ。でも、違うって何がさ？

　嚙かみ合あわない会話に首を傾げていると、

「んっ！」

　混乱に浮かされたように、リゼットが意味深なＶサインを突きつけてきた。

「そ、それじゃあ完成期限は二週間後よ！」

　ハルトはイスから転げ落ちた。

「アホか！　そんな短期間でどうしろと!?」

「きょ、今日からトレーニングは午前中だけでいいから、午後をいっぱいに使って作曲しなさい。それでどうにか……！」

「できるわけないだろ！」

「できるわよ！　腕立て伏せと腹筋は千五百回ずつに留めてあげるから」

「留めてあげるって数字じゃないぞ！　君は一体、僕を何に育て上げたいんだよ!?」

「と・に・か・く。二人でやればどうにかなるわ。いいえ、どうにかするのよ！」

「不可能だ！」

「不可能を可能にするのがプロの仕事よ！」

　――と。そこでタイムアップを告げるお昼の鐘が。

「も、もう！　いいから食堂！　ごはんに行くわよ！」

　いつかのように首根っこを摑まれて引きずられながら、食堂への道を行く。リゼットは、赤面しきった顔を隠すようにハルトを一いつ顧こだにしない。

「新曲のタイトルは『残酷リゼット』にしよう……」

　とある楽曲を脳内で再生しながら、ハルトは深々と嘆たん息そくした。
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　昼食を終えて自室に戻り、ハルトは力なく机に突っ伏していた。

　ここまで元気を吸い取られているのは、他ならぬリゼットのせいである。

　一躍時の人となった響奏騎士団。

　昼食の合間、城の職員たちが入れ替わり立ち替わりハルトらのテーブルを訪れ、握手やサインを求めてきたのだ。恐るべし、権威ある全国紙……。

　この騒ぎに乗じるように、リゼットはいきなりテーブルによじ登ると、止める間もなく宣言したのである。

「皆の衆、よく聞きなさい！　我ら響奏騎士団が誇る天才音楽家・久藤ハルトは今、私とともに新曲を作成してるの。完成は二週間後よ！　響奏騎士団はまだまだ躍進していくから、楽しみに待ってなさい！」

　もうハードルを上げる上げる……。

　食堂内は大歓声。ハルトは魚のフライをくわえたまま白目を剝むいていた。

　新曲づくりの件は響奏騎士団のみんなも初耳だったらしく、

「マジかよハルト！　トロンボーンパートの出番、ガンガン用意してくれよな！」

「……すごいね、すごいねハルト。尊敬なの……」

「久藤くん、期待してるよ！」「お前、すっげぇな！」「楽しみにしてるわ！」

　ラナやイリスを筆頭に、期待と希望に満ち満ちたメッセージを多数いただいてしまい、ようやく今に至るというわけである。

　思えば騒ぎの最中、突き刺さるような視線を感じて寒気がしたんだけど……あれは何だったんだろう。敵対していた楽師たちは、すっかり牙きばを抜かれたように食堂のすみっこで肩を寄せ合っていたわけだし。

　まっさらな五線譜を前に考えを巡らせていると、部屋のドアが景気よく開かれた。

「ふふっ、曲づくりは順調に進んでるかしら？」

　ひょっこり顔をのぞかせたのは、誰あろう赤髪の暴君だった。勝手なことを言いながら部屋に入ってきて、我が物顔でベッドに腰掛ける。

「スンスン……。男の子の匂いっていうのかしら？　ちゃんと掃除しなさいよ」

　さらには小鼻をヒクつかせ、恥ずかしいクレームまでサービスしてくる始末だ。

「さっきの食堂での宣言。あれ、どういうつもりだったんだよ！」

　くわっと首を回して言い据えるも、リゼットは笑顔のままだ。

「あれからどんどん気持ちが昂たかぶってきて、大きな声で宣言せずにはいられなかったのよ。でも大丈夫。私とあなたが協力すれば、きっと素晴らしい曲が生まれるわ！」

「その自信はどこから来るんだよ……」

　自分で新曲づくりを決意したものの、そこに不安がないと言えば噓うそになる。多少は作曲経験があるとはいえ、ここまで大々的に発表されてしまうと、生じるプレッシャーもひとしおだ。

「それでそれで？　どこまで進んだのよ」

　リゼットは軽い足取りで机上の譜面をのぞき込んだが、

「……まっしろ……」

　そこにあるのは手つかずの五線譜なわけで。

　口を尖らせ、眉を下げてしまうリゼット。一瞬前の笑顔がウソみたいだ。

「そんなに哀しそうな顔しないでくれよ。実際に曲を書く前に、まずは題材とかテーマを探さないと。だから」

　そっとしといてくれよ。と言いかけたところで、リゼットは口許を曲げた。

「それなら特別に、この私が曲の題材案を出してあげるわ」

（また無茶なことを……）

　ハルトは反射的にあしらおうとしたが、はたと考える。

「な、なんだ。意外とまともな提案じゃないか」

「私はいつだってまともよ」

　と真顔で言い返してくるのはスルーするとして、だ。

「何かちょうどいい題材があるの？」

「ええ、ちゃーんと探してきたんだから。コホン。題材はズバリ、シェルオールに昔から伝わる有名な民話よ。どうかしら？」

「…………いいかも。ちょっと聞かせてくれないか？」

　ハルトが食いついてきたのが嬉しかったのか、リゼットは無む邪じや気きに頰をゆるめ、その有名な民話とやらを語り始めた。

「むかしむかし、あるところに男と女、二人の騎士がおりました。

　彼らは同じお城の騎士団に所属していて、文武両道を地で行く有為の人材であり、また大の仲良しでした。というよりも、職場内で育まれた男と女の関係でした」

「こらこら、なんだか生々しくないか!?」

「よいこの民話よ。黙って聞きなさい」

「……シェルオールのよいこってヤツは、ずいぶんませてるんだな」

　ハルトの文句など意にも介さず、リゼットは続きを語る。

「どこに行っても連戦連勝。国民からの人気も高く、彼と彼女がいる限り、国は安泰だとすら言われておりました。

　ですが、あるとき二人は仲違いをしてしまいます。

　そして食事をするときも一人、休憩するときも一人、仕事をするときも一人。そんな日が、何日も続いていきました。

　けれども彼らは、本心では仲直りを望んでいたのです。二人の気持ちは離れていても一緒なのに、そのきっかけがなかなか見つけられません。

　考えに考えて、ついに！　気品あふれる理知的な女騎士が申し出をしました。

『愛する君よ、私と切り結びなさい。今こそ本心を刃やいばに乗せてぶつけ合うのです』と！」

「文明人の発言じゃないぞ!?　ぜんぜん理知的じゃない！」

「いいの！　民話なんだから!!」

　いちいち文句をつけるんじゃないわよばかっ、と憤りつつ、リゼットは話を再開する。

　この子がいちばん民話をバカにしてるような気もしたけれど、ここでのツッコミはグッと我慢だ。話の腰を折りすぎると後が怖い。

「……そうして決闘が始まりました。落雷とどろく闘技場で、二つの刃が嚙み合います。そのたび二人は、お腹に溜まった思いの丈を吐き出していきました。

　決闘は実に、三日三晩におよびました。するとどうでしょう。負の感情を吐き出し尽くした彼と彼女の心には、みなぎる愛だけが残されていたのです！

　刃と刃をぶつけるたびに、二人は愛を叫びます。

　そうしてついに、二人の剣は木こっ端ぱ微み塵じんに砕けてしまいました。あまりに激しい想いの力が、剣の強度を上回ったのです。

　残っているのは己の身体。大歓声の中、心にいっぱいの愛を湛たたえた二人の騎士は、その場ではっしと抱き合って永遠の愛を誓います。

　自分の隣に立つ人は、敵なんかじゃない。剣を用いて心を交わし、互いに手と手を取り合うことで、彼らは大いなる幸福に至ったのでした」

　めでたしめでたし。

　乙女みたいにうっとりした顔で話を結び、リゼットがチラチラと反応を窺うかがってくる。

「……それ、ただの痴ち話わゲンカじゃないか？」

「なんてこと言うのよ！　とってもいい話じゃない！」

　そうか？　と首を傾げつつも、ハルトは考えた。

　露ろ骨こつに区切られた起承転結も、それを元に曲づくりをする上では構成を組みやすいかもしれない。それに、シェルオールで書く処女作なのだから、現地の有名な民話を題材にするのは理に適かなっているような気がしなくもない。

　頭の中に広がっていく騎士たちのイメージ。勇ましい立ち姿。勝利に沸き立つ城や街。そこにはファンファーレが鳴り響いて……。

　気がつけば、右手のペンは自然と音符を描いていた。

「これ、書けるかも」

　ハルトが呟つぶやくと同時に、リゼットは表情をいっぱいに華やがせた。

「で、相談なんだけど……。それ、トランペットの協奏曲にしない？」

「それは構わないけど、リゼットが吹くのか？」

「あのねぇ……騎士は二人なのよ？　演奏するのは、私とあなたなんだからね」

「僕とリゼットが？」

　そうよ、と肯こう定ていが返ってくる。協奏曲の多くは三部構成だ。二週間ではとても間に合わないので、今回は小協奏曲――コンチェルティーノにするのが現実的だろう。演奏時間は六分ちょっとぐらいかな？

「じゃあ、その方向で進めなさい。いいわね？」

　割とアバウトに言い残し、リゼットは再びベッドに戻っていった。

　……ものすごく視線を感じる。

　チラリと背後を見てみると、リゼットはベッドに腰かけ、ニコニコ顔で作曲風景を眺めていた。もうね、やりにくいったらない。

　だが、思おもい煩わずらう必要はなかった。

　軽快に走る右手のペンが、あらゆる雑念を洗い流してくれたから――。




　二日目の昼下がり。

　ハルトの部屋で書きたてホヤホヤのスコア（冒頭部）を見て、リゼットはうつむき、頰を真っ赤にさせていた。

　そこには、緑の丘でリゼットが奏でていたアレンジ版の賛美歌が記されている。

「あぅぅ……ど、どうしてここで私のアレンジを？」

「少しだけテンポを落として中低音域を加えてみたら、すごく華やかなファンファーレになったんだ。これを聴かせない手はないと思って。それに……僕とリゼットが出会うきっかけになった曲なわけだし、さ」

「そ、それはそうだけど……あんなの掘り起こすなんて、恥ずかしすぎるわよっ！」

「いいアレンジだと思ったけどな？　今でも耳に残ってるくらいだし」

「～～～～ッッ。もう、ばかぁっ！」

　ハルトの胸にスコアを押し返すと、よっぽど恥ずかしかったのか、リゼットは頭からベッドの中にもぐってしまった。しばらく脚をバタバタさせて、それから不ふ貞て寝ねを始めるまで、ハルトは生暖かいまなざしで団長様のご乱心を見守っていた。




「……今日も来てあげたわよ」

　それから三日後。

　ピアノアプリを片手に五線譜と対話する午後を過ごしていると、リゼットがソロソロと部屋に入ってきた。二日目の一件から、どうも警戒されている。

　すっかり定位置になったベッドにお尻を乗せて、リゼットは語る。

「今日はあなたに、宮廷楽師選考試験の話をしようと思うんだけど」

「宮廷楽師……か」

　思わず作曲を中断し、背後のリゼットにイスを向けた。

「そうよ。年に一度、ヴェント・アルティスタ王国の八ヵ所で選考試験が行われるの。オレスティアも開催地の一つよ。この地方予選に合格すると王都に呼ばれて、現役の宮廷楽師と父様――国王を審査員とした御前演奏会に臨めるの。それに受かれば、宮廷楽師に出世できるというわけよ」

「へぇ、そういうカラクリなのか」

　危うく聞き流しそうになったが、ちょっと考え、ハルトは首を傾げた。

「でも、別に僕たちは宮廷楽師を目指してるわけじゃないだろう？　そもそも楽師の世界には一歩たりとも踏み込めないし……。なのに、どうして選考試験の話を？」

「宮廷楽師選考試験の委員には、王都の宮廷楽師協会の人間も含まれてるのよ。あのモルシマ大聖堂の管理権限を持ってる人たちね」

「そういうことか！」

　思い出すのは、シェルオールに飛ばされてきた日の夜、図書館でリゼットから突きつけられた現実と、これから進むべき二人の道のりの話だ。

　ハルトは、王都のモルシマ大聖堂に祀まつられた、祖父の楽器ケースを手にするために。

　リゼットは、新たな音楽を生み出し、それを世界に認めさせるために。

　どちらにしても、音楽界の重要人物――宮廷楽師協会の関係者に自分たちの音楽を聴かせる必要がある。

「どうやら理解したようね」

　よしよし、とリゼットは教師のようにうなずいて、

「というわけで、次のステップは宮廷楽師選考試験よ。オレスティアで行われる地方予選にも、ちゃんと協会所属の選考委員が来るの。彼らに響奏騎士団の音楽を認めさせることができれば、私は野望の実現に大きな一歩を踏み出せて、あなたは……」

　そのときだった。

　リゼットは口を噤つぐみ、喉のどを詰まらせたような顔になる。

　ハルトもまた、その意味を理解して。

「…………」「…………」

　互いの視線がかすかに絡み、そしてはらりと解けていく。

　同じ道筋を示す目標と野望。

　けれどもその行く末は、はっきり二つに枝分かれしていて……。

　ハルトは頭を振った。ふいによぎった想像を散らしていると、いつしかリゼットは、いつもと変わらない調子を取り戻していた。

「と・に・か・く。地方予選は一ヵ月後に迫ってるわ」

　そうか。二週間っていうムチャな締め切りは、つまり。

「リゼットは、その地方予選で僕の新曲を演奏しようと思ってたのか」

「ご名答よ。この前は、謝るのと……新曲づくりの合意をもらうだけにしたの。新曲に、締め切りに、選考試験に。一度にいろいろ言いすぎてハルトが変に気負うと、作曲の滑り出しに影響するんじゃないかと思ったの。団長としての配慮というやつよ」

　ずいぶん荒っぽいメンタルケアだなぁ。

「で、その試験、今まで響奏騎士団は受けたことあるの？」

　何気なく訊きくと、リゼットは渋面をつくった。

「……去年も一昨年も、受けさせてもらえなかったわ。私たちはアレンジした賛美歌で参戦しようと思ったんだけど、ソルダネーレ楽師長が選考委員会に働きかけて、私たちの出場を差し止めたの。音楽の正道を外れる者に受験の資格なし、って……」

「おいおい、だったら今年も」

　言いかけて、顔を上げる。そうか、コットスでの演奏と新聞記事！

「ふふん、どうやら気づいたようね。去年までとは事情が違うわ。多くの民の支持がある以上、楽師長も無視するわけにはいかないはずよ」

「さすがの楽師長も世論の波には逆らえない、か」

「常識。禁きん忌き。そういうものが邪魔してるだけで、新聞社も民衆も、やっぱり本心では新たな刺激や変化を求めてるのよ。音楽とともに歴史を刻んできたシェルオールの民なんだもの。みんな本当は、音楽の刺激がなくちゃ生きていけないはずなのよ！」

　コットスでの大歓声が蘇よみがえる。

　国内外の様々な階級の人々が座っていた観客席は、未知の音楽であるサム・スカンク・ファンクによって、火がつくように熱狂していた。

　硬直した価値観を打ち破る音楽の力。コットスの歓声と世間の騒ぎようは、その可能性を示したのではないだろうか。

「でもその選考試験、賛美歌じゃない曲を演奏しても大丈夫なのか？」

「ええ。だって試験の規定には、『曲目……自由』って書いてあるんだもの」

「それってもしかして、賛美歌の中から自由に選べって意味なんじゃ……」

　いや、もしかしなくてもそうに違いない。そこで新曲を演奏するっていうんだから、これはいよいよ楽師の世界に殴り込むようなものだ。

「大丈夫かなぁ……」

　勝利を確信したかのごとく「ふふーん」と薄い胸を張るリゼットほど、大胆にはなりきれないハルトだった。




　七日目の午後のこと。

　ベッドに腰掛け、スコアに目を通すリゼットの表情は、あまり芳かんばしいものではない。

　沈黙が続く室内。ハルトの目線は、無造作に組み替えられる健康的な太ももに吸い寄せられていた。今さらだけど、脚、長いなぁ……。

「これ、どれぐらい進んでるの？」

　リゼットが顔を上げた。ハルトは慌てて美脚から視線を外す。

「実は、まだ半分ぐらいなんだ。各音域のバランス調整とかに時間がかかって……」

「むー……。そうなると期限までに……」

　リゼットは腕を組み、宙を見つめてしばし考え、

「そうだわ！　後半部分は、ぜーんぶアドリブソロにしましょう！」

　大胆すぎる提案をぶつけてきた。

「ほら、こないだのサム・スカンク・ファンクみたいなかんじよ。私とあなたが八小節ぐらいのアドリブソロを交代で演奏するの。騎士たちが切り結ぶシーンがあるでしょ？　そこを二人のソロ合戦で表現するのよ。絶対に盛り上がるわ！」

「ソロ合戦、か」

　なるほど。それは面白いかもしれない。

「確かに、そうすれば中間部から終盤までの作業を一気に削れるな……」

「そうよね、削れるわよね！　だったら四日後には完成できるかしら？」

「四日後!?　完成期限はまだ先のはずじゃないか！」

「あのねぇ……。あなた、パート譜をつくる時間を計算に入れてないんじゃない？」

「あっ」

　そうだ、忘れてた。いくらスコアが完成しても、各メンバー用の楽譜が用意できなければ、みんなに曲を伝えようがない。

「サム・スカンク・ファンクのときと同じく、ハルトが下書きした譜面をみんなが清書する方式にしましょう。三日あれば、締切日の夜から練習が始められるはずよ！」

　リゼットが強引に話をまとめようとする。

　が、しかし。ハルトはなぜか焦あせりを感じていなかった。自分でも不思議に思い、胸に問いかけてみる。

　――――なんだ、単純な話じゃないか。

　突とつ拍ぴよう子しもない提案に慣れてきたことも、もちろんある。けれども先行するのは、リゼットとソロ合戦が演じられることへの期待だった。

　ハルトは想像する。

　リゼットと舞台の先頭に並び立ち、響奏騎士団のみんなに後押しされながら、今まで磨き上げてきた音色を戦わせるのだ。それも即興演奏で。

　即興演奏。それは、心に渦巻く感情やメッセージを即興で音楽に変換して表現する、いわば瞬間芸術だ。

　とはいえ、完全なアドリブソロはハルトにとっても難しい。だからアドリブ風ソロの譜面を前もって考えることになるだろう。

　――だけど。自分とリゼットの特技を存分に活かす譜面を生み出し、それを舞台で演じられたら。二人の競演で、観客席を沸かせられたら。

　そんな場面を想うだけで、胸がはちきれそうになる。

　演やりたい。リゼットと演りたい。

　根源的な欲求に突き動かされて、ハルトは。

「わかった。つくるよ。その代わり、必ずついてきてくれよ」

　千天の慈雨を受けたように表情をパアァァッと輝かせるリゼットを見やり、ほんの少しぶっきらぼうに、そんな言葉を投げたのだった。




　それからさらに四日が過ぎて――。

　ハルトの処女作、『二本のソロ・トランペットのためのコンチェルティーノ／二人の騎士の物語』は、どうにかこうにか完成の日を迎えることができた。

　書き上がったスコアとパート譜（下書き）を抱えたハルトが練習室の扉を開けると、

　ガタン！　ガタン!!

　響奏騎士団の面々は、一斉に楽器を置いてイスを立ち――、

「新曲きたああああ!!」「早く！　早く見せてくれ！」「ハルトくん焦らしすぎぃ！」

　膨らみきった期待を大爆発させた。

「わ、わっ！　みんなちょっと、お、落ち着いて！」

　押し寄せてくるメンバーたちに、号外のように譜面を配布していく。

　そして訪れる沈黙のひととき。

　誰もが譜面を凝ぎよう視しして、曲の世界に没ぼつ頭とうしている。

　それはリゼットも例外ではない。ハルトの隣で、彼女はパート譜ではなくスコアに齧かじりついている。冒頭部では目を輝かせ、中間部では神妙に口を結び、アドリブからは眉根を寄せて、フィナーレでは息を弾はずませ……。

　自分がつくった曲を読み、リゼットが喜び、悩み、興奮している。様々な想いが彼女の心を流れ行き、音の泉を満たしていく。

　やがてスコアを読み終わると、リゼットは「はふぅ」と満足げに息を吐いた。

　そんな様子を見ていると、ここ最近の苦労が報われ、救われた思いすらしてくる。

「……あのさ、ちょっと訊きたいんだけど」

　曲の余よ韻いんを壊さないようにインターバルを空けてから、リゼットの肩をつつく。

「リゼットのアドリブ風ソロだけど……どうかな？　できそう？」

　正直、少しだけ不安だった。リゼットと競演できるという欲求に浮かされて書かき綴つづったソロの難易度は、かなりのものになっていたのだ。

「ふん、やってやるわよ、こ、これぐらいのソロ！」

　リゼットの返事は頼もしい。が……例によって瞳が泳ぎまくっている。楽譜を読んでいるときは興奮しても、いざ自分が演奏することを意識すると、途端に不安が込み上げてくる――演奏者にはよくあることだ。

「僕自身、少し難しくしすぎたかなっていう意識はあるんだ。だから、さ」

　もし無理そうだったら――と言ったところで、リゼットが噴火した。

「私に妥だ協きようしろって言うの!?　こ、この程度、最初の練習が始まるまでにはちゃんと通して吹けるようになってやるんだからね！　本当よ!?」

「うわあぁ！　わかったから落ち着いてくれ！」

　今にも嚙みついてきそうな勢いのリゼットをなだめていると、

「ありがとよハルト！　この曲のトロンボーン、すっげぇ目立つじゃねぇか！」

「……むふぅ。まんなかにあるホルンの裏メロ、とっても楽しみなの……」

　ラナとイリスが話の輪に加わってきた。

　そして、演奏のポイントや各パートの練習方針、本番までの練習スケジュールを「あーでもないこーでもない」と語り合う。

　ガヤガヤと新曲談義に花が咲く練習室。それはさながら、宴会場のようだった。
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　寝ても覚めても二人の騎士の物語。

　響奏騎士団がハルトの新曲と生活を共にして、そろそろ一ヵ月が経とうとしていた。リゼットの指示により、各メンバーはお守りのごとくパート譜を持ち歩き、仕事中に手が空いたらすかさず中身をチェックしている。

　本番が近づくにつれ、夜の練習は合奏オンリーへとシフト。あとは曲のディテールをどれだけ繊細に調整できるかという、いわば最終段階に差しかかっていた。

　時はついに本番前日。

　とはいえ、今日は普通に勤務日だ。

　響奏騎士団は午前中に城壁周辺のパトロール当番をこなし、今はお昼の鐘が鳴ったところである。

　いつもの噴水前で各班の活動報告を聞き流しつつ、ハルトは周囲を見回した。

　今日のオレスティア城は非日常感にあふれている。宮廷楽師選考試験の会場づくりが行われているため、雰囲気はさながら文化祭の前日だ。

　門や建物の飾りつけをする文官たち。数人がかりで看板を運んだり、そこらに臨時の案内板を設置したりと、肉体労働に勤いそしむ騎士団。

　見慣れない楽師たちも敷地内をウロウロしている。きっと他の街に所属する楽師が、会場の下見をしに来たのだろう。彼ら以外にも、街の人たちが資材を運び込んでいて……あれはもしかして、屋台でも出すつもりなのか？

　さらに視線を巡らせると、遠くにソルダネーレ楽師長の姿が見えた。なにやらローブ姿の老人グループを先導している。どうやら城を案内しているようだ。もしや、あの人たちって明日の試験の選考委員なのでは。

「さて、報告は以上ね。よしよし」

　ハルトの発見をよそに、リゼットは凜りんと声を張る。

「午後には響奏騎士団も会場準備を手伝うわ。ご飯を食べたら、男性陣はラナをリーダーに屋台の設営を手伝って。で、女性陣は文官と一緒に会場の飾りつけ、それから清掃をお願い。それが終わったら――」

　連絡事項を聞きながら、ハルトは自分の身体をさりげなく触っていた。こっちに来てからの無茶なトレーニングの成果か、近ごろ身体が引きしまってきたのだ。ラナと一緒に剣を振り、イリスに護身を教わって……実に文化部らしくない。

　筋肉チェックをしているうちにミーティングが終わり、みんなが食堂へ歩き始めた。少し時間が押しているため、心なしか早足だ。

　ハルトもそれに続こうとしたのだが、

「ほれ、あなたは私と別行動よ」

　いきなりリゼットに呼び止められた。彼女の指先は、中庭のすみっこをチョンチョン指している。この子が食事よりも優先することって、一体何だ？

　言われた通りにそちらへ行くと、なぜかリゼットは「ふふん」と得意満面だ。

「今日は特別任務を与えるわ。これをご覧なさい」

　出し抜けに、立派な巻物を見せられた。ホルンのような楽器に鳥の翼が五枚。そんな紋章が刻まれている。

「……って、ハルトは文字が読めなかったわね」

「あ、バカにするなよ。僕だって『練習室』とか『食堂』は、なんとなくだけど読めるようになってきたんだからな」

「そんなのちびっ子でも読めるわよ！　……まあいいわ。よく聞きなさい」

　巻物の内容をまとめると、つまりはこういうことだった。

　リゼットは今夜、ヴェント・アルティスタ王国の第三王女たる立場で、宮廷楽師協会のお偉いさん――明日の選考試験の委員たちと、会食を行うご予定。

　会場は北館の三階、来らい賓ひん室しつ。

　会食の特別料理を提供するために、コットスの有名レストラン『ポラ・タ・ディナ』のシェフとウェイターがやって来る。

「というわけで、私はこれから会食に向けて準備をするわ」

「お姫様っていうのも大変なんだな。なんというか、頑張ってきなよ」

　ハルトは真剣味に欠ける激げき励れいを送ったが、

「どうして他人事みたいに言ってるのよ。あなたもこれに同行するの！」

　むっとした顔で、完全に予想外の返事を打ち返された。

「はぁ!?　どうして僕が！」

「今日の会食は三対三なの。オレスティア側は私と楽師長と、あと一人。……響奏騎士団から一人だけなら連れていってもいいって、楽師長に言われてるから……」

「ふぅん。でも、どうして僕なんだ？」

　しつこく訊たずねると、リゼットはムスッと頰を膨らませた。

「ああもう、なんでこういうときに限って食い下がってくるのよ！　……私はね、会食みたいな畏かしこまった場が苦手なの。わかる？」

「わかる」

　――ドムっ。

　正直に即答すると、無言で向こうずねを蹴られた。

「……コホン。この前の祈禱会での立ち位置を思い出してみなさい」

「痛てて。えーっと、僕の右隣がリゼットで、左はラナで、前列にはイリスが……」

　ハルトが指折り数えると、リゼットは我が意を得たりとばかりに白い歯を見せた。

「そう、あの配置が大事なのよ。大成功した祈禱会……あなたが隣にいてくれれば、なんだか苦手な会食もうまくいくような気がするの！」

　ハルトの胸がドキンと跳ねた。

「ええと。それはつまり、僕を……」

　モジモジしていると、リゼットはその意味を察したらしく、赤い顔で叫んだ。

「ば、ばかっ、ただのおまじないみたいなものなんだからね！」

　八重歯を見せてフーッと威い嚇かくし、「だからハルトは縁えん起ぎ物ものとして、私の左側に座ってなさい。自己紹介以外はしゃべらなくていいから！」

「りょ、了解……」

　獅子の眼光に貫かれ、後ずさりながらオーケーするハルトだった。

「今朝になって急に、楽師長から会食の申し出が入ってることを聞かされたのよ。姫として恥ずかしくない対応をするようにって、いつものお説教つきでね」

　そこでリゼットは、長い息を吐いた。

「……オレスティアに飛ばされて響奏騎士団を組織してからは、そういう公の場には呼んでもらえなくなっちゃってたから。私も少し驚いたわ」

　きっとそれは、彼女が音楽の正道に背そむいているがゆえの措置だったのだろう。

「でも、参加を許されたんだったら……！」

「ええ。響奏騎士団には今、かつてない追い風が吹いてるわ。さすがの楽師長も、少しは気持ちを入れ替えたのかもしれないわね」

「僕たちの活動が前に進んでる証拠ってことか」

「いいこと言うわね。そうよ、今日の会食では響奏騎士団の覇は道どうを熱く語ってあげるつもりなの。選考委員のお歴々も、そんな話をしてほしいと言ってるって、楽師長から聞いてるわ。手のひら返しは悔しいけど、ここでアピールしない手はないでしょ？」

　拳こぶしを握り、勇ましい表情で意気込みを語るリゼットだった。

「それじゃあ、夕方の鐘が鳴ったら南館のエントランスホールに集合よ。あなたの部屋にいい礼服を届けさせてるから、それに着替えてくること。わかったわね？」

「夕方って……まだ何時間も先じゃないか」

「あのねぇ、私がこのままの格好で行くわけないでしょ？」

　リゼットが呆あきれ顔で両腕を広げる。銀の鎧よろいに短いスカート。確かに……。

「ドレスの準備とかお化粧とか、意外と時間がかかるのよ。だからしばらく待ってなさい。お昼寝とかして」

「わかった。それじゃあお言葉に甘えて」

　それからリゼットと昼食を済ませ、彼女は王女の間に、ハルトは寮に戻った。

　ドレス姿のリゼットをまた見られるのか……。そう思うと、会食に同行するのも悪くないんじゃないかと思えてくる。

　部屋に届いていた貴族っぽい豪華な服――東洋人には絶対に着こなせないレベル――にゲッソリしてから、鎧を脱ぎ捨てベッドに飛び込む。

　そこにはリゼットの匂いが染みついていた。

　部屋に来たはいいものの、ハルトが作曲に集中していて構ってくれない――そんなとき、彼女はいつもベッドにもぐり、退屈そうにしていたのだ。

　甘い香りに促されるまま、安らかな眠りの淵ふちに落ちていく。

　そうしてハルトは、リゼットと浜辺を歩く夢を見た。
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「あぁもう、思い出すだけでも恥ずかしい。ハルトめ、私に何を言わせるのよ！」

　大きな独り言とともにリゼットが早足で向かうのは、第二の自室、王女の間。すでにメイク係や着付係のメイドたちが待機しているはずだ。

「でも……私がドレスで着飾ったら、ハルトはまた綺麗だって言うのかしらね」

　にやけているうち、リゼットは気づいてしまった。

　会食よりも、彼のことで頭がいっぱいになっているのだ。

　ぶんぶんと首を振る。何をやってるんだ。今は大事な公務に集中しないと。

　けれども油断すると、彼の部屋で嗅かいだ枕の匂いが蘇ってきてしまう。毎日通っているうちに、やがてベッドに寝そべるようになり、こっそり枕に顔を埋めていたのだ。

　男の子の匂いがした。初めての香りだった。

　そこから眺める彼の背中は――頼もしかった。

　それもこれも、新曲づくりの決意を、あんなにまっすぐ語るからだ。

　あのときばかりは、不覚にも見み蕩とれてしまった。彼の強さを間近に感じて、胸に何か、衝撃のようなものが走って……それから身体が熱くなって……。

　自分の心がわからない。

　自分は彼をどう思っているのか。自分は彼とどうなりたいのか。

　そして、仮に。仮に、新曲の演奏が大成功したら――。

　彼はニホンに帰ってしまう。もう二度と、一緒に楽器が吹けなくなる。

　そんなの……考えたくもない。

　けれども響奏騎士団の野望のためには、演奏を成功させないといけなくて……。

　そんな風にぐちゃぐちゃになった胸の裡うちを紛まぎらわすため、リゼットは寝る間を惜しんで楽器を吹いた。朝昼晩、夢の中でもソロのことを考えた。

　体重は三キロ減ったが、今ではきっちり暗譜して、夜の練習でハルトとソロをぶつけ合うのを楽しむまでになっている。

　だけど――絡まり合った感情の糸は、自分を離してはくれなかった。

　一緒に練習するにつれ、ハルトの気持ちがだんだんわかってきたからだ。

　自分に託された難しすぎる譜面は、彼の期待の表れなのだ。

　ハルトは信じてくれている。自分がこのソロを吹きこなして、ハルトとともに、自らの音楽を次の段階まで引き上げることを――。

　この曲を存分に演奏すれば、宮廷楽師選考試験は大いに沸き返るだろう。

　でも、そうなれば。待っている結末は……。

　練習に没頭し、ハルトとともに音楽を突き詰めた結果、巡る思考はより複雑にリゼットの心を苛さいなみ始はじめたのだった。

　今から向かう王女の間の抽斗ひきだしには、新曲のスコアが入っている。その重圧は、少しだけ憂ゆう鬱うつだった。

　気がつくと、自室に続く階段の手前までやって来ていた。

　足を踏み出したそのとき。リゼットは、二人のメイドに呼び止められた。

「これは姫様っ！　今日のお召し物は、地下の衣装室にございますよ」

「お化粧道具もそちらへお持ちいたしましたのでっ」

　陽気なメイドたちに小首を傾げる。

「あらそう。でも、着替えとお化粧はいつも私の部屋で……」

「さあさあ姫様、急いで急いで！　綺麗なドレスで会食を成功させるんですよ」

「わたしのメイクで姫様をもっともっと美しくするんですっ」

「あっ、ちょ、ちょっと！」

　両手を引かれて階段を下る。リゼットは抵抗を諦あきらめ、二人に任せることにした。

（今日はとびきり綺麗になっていくんだから）

　地下の衣装室で着替えとメイク。大きな鏡の前に立ち、メイドたちに着せ替え人形のようにされながら、リゼットは口許に微笑ほほえみを描いた。




　　　♪　♪　♪




　オレスティア城に夕刻の鐘が鳴り渡る。

　今日のお勤めを終えて食堂へ向かう職員たちは皆、どこかゆるんだ佇たたずまいだ。

　徐々に人波が濃くなっていくエントランスホールで、ハルトは豪華すぎる礼服に着られながら、リゼットの到着を待っていた。

　ふと、視線の先、南館の出口に馬車が停まるのが目についた。

「うわっ、なんちゅー豪華な……」

　思わず声が洩もれてしまった。なにせ純白の巨大な客室を、四頭の白馬が引いているのだ。客室の側面には、エーデルワイスのような花の紋章が入っている。

　校舎の前にいきなり純白のリムジンが停まったかんじだろうか。道行く職員たちも、馬車の威容に目を奪われている。

　しかし結局、そこから誰も降りてくることはなく――ハルトがしばらく目を離しているうちに、馬車はどこかに走り去っていた。

（あれって、選考委員の人たちの馬車なのかな？）

　お偉いさんは違うなぁ、とぼんやり考えていると、背後でどよめきが起こった。

　何事かと振り返る。ホールにいる職員たちが次々に身を退き、自然と道ができていくところだった。

　葦の海を断ち割ったモーゼのごとく人垣の間から現れたのは――まさしくヴェント・アルティスタ王国、第三王女殿でん下かだ。

「……！」

　ハルトは息を呑のみ、言葉も忘れてリゼットの艶あで姿すがたを見つめた。













　先日よりも数段豪華な造りのドレス。フリルが躍りに躍っている。そしてアップになったロングヘアは、純白の花飾りでまとめられていた。……あれ。胸が……ある？

「……そこ。ジロジロ見たら火あぶりよ」

　疑惑の胸元を両手で隠し、こちらの視線を見透かすように釘を打ち込まれた。

「だってこのドレス、うんと詰め物をしないと胸に隙すき間まが！」

　それはまた、なんともいたたまれない事情だな……。

　気まずさに耐えきれず、ハルトはそっと目をそらした。たしかに最近、少し痩やせたみたいだけども。

　そこへ、リゼットが詰め寄ってきた。

「……で、何か言うことは？」

　ギロリ。二つのネコ目に捕捉される。い、言わなきゃいけないのか？　こんな、まわりのみんなにジロジロ見られながら……。

　ハルトは緊張しながらも、ポツリと。

「きれい、です……」

　心に浮かんだ短い言葉を、そのままリゼットに届けた。

「…………ん、よろしい」

　頰を染めながら、視線はツンとそっぽを向いて。リゼットは小さな声でそう言った。

　そしてドレスをパッと翻ひるがえす。

「さあ行くわよ。会場は北館なんだからね」

「あ、おい待てよ！」

　慌ててリゼットに追いつき、ハルトは訊ねる。

「確かに会場は北館だけど、だったらどうしてエントランスホールに集合したのさ」

　わざわざドレスで城を往復するなんて、二度手間も甚だしい。

「久しぶりの公務だもの。ちょっとぐらいみんなに見せびらかしたっていいじゃない」

　そして軽やかな笑みを湛え、

「ドレスもそうだけど……男の子に面と向かって綺麗だって言われてる場面も……」

「えっ」

　ハルトが顔を上げたとき、すでにリゼットは、ドレスなのに小走りになっていた。

　階段を中程まで上り、くるりとこちらを振り返る。

「ほら、早く。選考委員にガツンと言ってやりましょう！」




　茜あかね色いろの空にほのかな藍あい色いろが滲にじむ頃。

　北館の来賓室は、険悪な空気で満ち満ちていた。

　そこには長大なテーブルを挟んで向かい合う、六人の男女がいる。

　一方には、左からハルト、リゼット、楽師長。対岸には向かって左から、まるまる太った中年男、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの超絶イケメン、痩せぎすのご老体という顔ぶれだ。

　彼らは宮廷楽師選考試験の委員ではない。

　どこか宗教じみた雪色の長衣。胸には揃そろいの勲くん章しようが輝いている。

　金色のエーデルワイス――。

　ハルトがエントランスホールで目撃した謎の馬車は、彼らの物だったのだ。

「さあ、それでは時間ですね。本日はよろしくお願いいたします」

　顔を引ひき攣つらせるハルトとリゼット。ジリジリとした緊張感の中、楽師長だけが平静を保ち、堅い声で開会の口火を切った。

　最初に自己紹介をしたのは、相手側の中央席にいる超絶イケメン。

　美しい男だった。肩まで伸びた金色の巻き毛。涼しげな青い瞳。整いすぎた顔立ちには、男としての劣等感すら抱けない。

「ぼくはコスモゴニア王国の第三王子、ルダン・テ・デウム・コスモゴニア。今は王都アナクラシスにほど近い、メンスーラという都市を治めています。そしてこちらは――」

「コスモゴニア王国、宮廷楽師長。アニュス・ラクリモーサと申します」

　ルダン王子が隣の老人に水を向け、すぐに三番目の太った男にバトンが渡る。

「コスモゴニア王国、宮廷楽師協会理事のヤゲロ・マーテルです」

　次いでこちらに順番が回ってきた。

「……ヴェント・アルティスタ王国第三王女、リゼット・シャルパンティエです」

　もどかしさを嚙み締めたような声音。何かを訴えようとして、けれども相手がいる手前、それができずにいる……そんな思いが感じられた。

　隣国の王子に宮廷楽師長。それから宮廷楽師協会の理事だって？　ソルダネーレ楽師長の話とは、まるっきり違う面子メンツじゃないか。どういうことだ？

「――久藤ハルトです。オレスティア城で、響奏騎士団に所属しております」

　考えているうちに順番が回ってきたので、ハルトはごくシンプルに自己紹介をした。戸惑いを気取られないよう、努めて落ち着いた語気で。

　すると、どうしたことだろう。それまで和なごやかな表情を浮かべていたコスモゴニア王国の三人が、あからさまに眉をひそめたのだ。

「ほほう。きみがあの響奏騎士団のね……」

「我々の前で、よくもまあぬけぬけと名乗ることができますなぁ」

「賛美歌を蔑ないがしろにする愚者の集つどい……。これは徹底的に話を聞く必要がありそうだ」

「な――！」

　ハルトは瞳を見開いた。刹せつ那な、恐ろしい想像が心中に広がる。

　いや、でも、そんな。と必死に否定を試みる。しかし、絶えず注がれる蔑さげすみのまなざしが、おぼろげな想像に確かな血肉を与えていく。

「楽師長、これは！」

　我慢できずにハルトは声を発したが、

「きみ、そろそろ始めてくれるかな」

　当の楽師長は、何食わぬ顔でテーブル脇のウェイターに告げた。まるでこちらの存在など、初めからなかったかのように。

　ウェイターは厨ちゆう房ぼうに引っ込み、やがて数人で分担して料理の皿を運んできた。この城の来賓室は、専用の厨房と隣接した構造になっている。

「コットスのポラ・タ・ディナといえば、我が国でも話題になるほどの名店です。リゼット王女は、こちらに行かれたことは？」

「いいえ、わたくしはまだ……」

　ルダン王子に、王女らしく穏やかに応じるリゼット。しかしハルトは気づいていた。混乱から警戒へ。彼女はすでに意識のシフトを切り替えている。

「――季節の野菜三種、フェルピニソースを添えて。でございます」

　ウェイターが前菜の皿を並べていった。純白の皿に載った緑や赤の野菜。それらが黄色いソースに彩られ、芸術的なコントラストを醸かもしている。

「ほう、評判通りの味ですね。素材が実に新鮮だ」

「それにこのフェルピニソースが絡み合い、実になかなか……。いい腕をしています」

「……そうですね。素敵なお料理ですわ」

　王子や楽師長、リゼットらが食べ始めた後で、ハルトはフォークに手を伸ばした。

　とにかく、今は我慢よ――。と、そんなニュアンスのアイコンタクトが飛んでくる。一見すると冷静だが、リゼットがイライラを蓄積させているのは明らかだ。

　ハルトは周囲のペースに合わせ、黙々と料理を口に運ぶ。

　そこから先は、お茶会、乗馬、バラの栽培、ダンスパーティーなどの貴族趣味な話題がループしていった。その間も、スープ、魚料理、肉料理がテーブルを飾り、デザートの後に出てきた紅茶と小菓子で、今日のコースは終了のようだ。

　ハルトの胸中で、すでに想像は確信に変わっていた。

　この後コスモゴニア王国は、楽師長は、何かを仕掛けてくる。

　――それも、音楽に関することを。

　理由は単純。ここまで音楽の話題が出てきていないからだ。

　不自然なほどに、ただの一度も。

　演奏会の本番と同等か、それ以上に張りつめた空気の中、白々しくも世間話に花を咲かせる楽師長たち。ハルトが彼らを横目で睨んだ、その直後だった。

「さて、それでは」

　一座へ視線を巡らせて、ルダン王子が宣言する。

「当初の予定通り、リゼット王女による、十六曲の賛美歌への度重なる背はい信しん行こう為いに対する査問を開始いたしましょうか」

「!?」

　リゼットが顔を跳ね上げる。ハルトも両目を見開いた。そうか、そういう魂こん胆たんか――。

　二人は時を移さず、勢いよく楽師長を見やった。

「楽師長……どういうつもりですか？」

　うなるように、リゼット。しかし返答はない。

　そこへルダン王子が横槍を入れる。

「どういうつもり、とはおかしな話ですね。今日の会食の目的は、我が国の正式な書簡によって、事前にお伝えしていたはずですが？」

「答えてください、楽師長！」

　声のボリュームを上げ、再びリゼットが問う。すると楽師長はハンカチで額ひたいを拭ぬぐい、

「いやはや。これはなんとも……」

　わざとらしく声を詰まらせるばかりだった。これでは埒らちが明かない。

「まあいいです。それではリゼット王女、査問の内容をご確認ください」

　ルダン王子が、隣のヤゲロ理事から巻物を受け取った。

「リゼット王女率いる響奏騎士団は、コットスでの合同祈禱会にて賛美歌に依よらぬ穢けがれた音楽で聴衆を扇せん動どう。この成果に味を占め、さらなる新曲を作成したのち、それを明日の宮廷楽師選考試験で演奏しようとしている……。間違いありませんね？」

　紙面から顔を上げ、ルダン王子が冷眼を投げつけた。

「穢れた音楽？　扇動？　間違いだらけで呆れ返るわ!!」

　とうとうリゼットが着火した。怒ど声せいを張り上げて王子を睨みつける。あまりの剣幕に、数人のウェイターが厨房から顔を出した。

　騒然とする一座を縫ぬって、アニュス宮廷楽師長が口を開く。

「ふぉ、ふぉ。では、我々コスモゴニア王国が、ヴェント・アルティスタ王国以上に十六曲の賛美歌の聖性を重んじていること。これはご存じですかな？」

　長い沈黙を経て、「……ええ」とリゼットは短く肯定した。

　そのときだ。王子、宮廷楽師長、理事の三人は、驚きよう愕がくの表情で大きく身をのけぞらせた。冗談のような三文芝居に、リゼットの眉が吊り上がる。

　ルダン王子はめまいを抑えるように額に手を添え、

「そのことをご存じならば、なぜ我々が視察に赴く選考試験で、このような暴挙を企てたのでしょう？　賛美歌を侮ぶ辱じよくする背信行為。それはすなわち我々への害意です。どう説明をつけるおつもりですか？」

　ギリ――と奥歯を嚙み締めて、リゼットは右隣を見やった。

「楽師長、黙ってちゃわからないわ。なぜ私を騙だましたの？　この会食って何なのよ？　どういうことか説明して！」

「この会の責任者は、王女であり城主である貴女あなたでしょう！　それを楽師長に責任転てん嫁かするとは、実に見苦しいですな。ガハハ！」

「……ふぉ、ふぉ。いやはや、ここまで幼よう稚ちで無責任な王女がいるとは」

　ヤゲロ理事とアニュス宮廷楽師長が、すかさずリゼットを責め立てる。

　今現在、リゼットは王女の権限を封じられている。対外的なことは、すべてお目付役の楽師長が仕切っているのだが――しかし。それを他国の人間に説明するなど、ありえない屈くつ辱じよくだ。できるはずがない。

　ついに、リゼットはテーブルを両手でぶっ叩き、イスを倒して立ち上がった。

「バカにするのもいい加減にしなさい!!」

　射い殺ころすような眼光で王子たちを貫く。

「どこの国の誰が来ようと、選考試験の曲目を変えるつもりなんてないわ！　そして同時に、私たちは賛美歌を侮辱しようとも思ってない。響奏騎士団は、シェルオールの音楽史を再び前に進めようとしてるのよ。私たちは音楽を愛し、その可能性を信じてるから、だからこそ……！」

「話になりませんね。リゼット王女は非常識が過ぎる」

　ルダン王子はすげなく言い捨てた。

「王女の立場から公然と危険思想を垂れ流し、隣国の王子を愚弄する王族がいたとは驚きです。王の教育の底が知れますね」

　華きや奢しやな肩が、ピクンと震える。

「……父を、侮辱するというのですか？」

　どす黒い情念が宿る声。

　リゼットは、表情に影を落として王子に問う。

　だが、そこへアニュス宮廷楽師長が割って入り、彼女を笑い飛ばした。

「ふぉ、ふぉ。侮辱も甘かん受じゆすべきかと。よりにもよって、賛美歌の聖性を理解できぬ王女様をお育てになった方ですからな。かように無ぶ様ざまな王族、笑わずにはいられませんよ。そうは思いませんか、ソルダネーレ楽師長？」

　皺しわだらけの顔を嘲ちよう笑しよう一色に染め上げ、宮廷楽師長は、なぜか楽師長に水を向けた。

　沈黙――そして。

「ええ、本当に。反へ吐どが出る思いです」

　ソルダネーレ楽師長は、まるで別人のような、ねじくれた笑みをこぼした。

　気弱な態度はどこかに立ち消え、刃のように鋭利な気配を全身にまとっている。

　あまりに極端な変貌ぶりに、ハルトは総身をこわばらせた。

「なにせ、こんなものにうつつを抜かしているのですから！」

　バサリ――

　テーブルの中央に、何かが叩きつけられる。

　それは五線譜の束。スコア。

　二人の騎士の物語。

　ハルトは目を剝いた。リゼットは唖あ然ぜんとして、「どうして……」と呟く。

　ルダン王子はスコアを乱暴にめくると、何度もうなずいてみせた。

「ほほぅ、これが証拠というわけですね。しかし……王女ともあろうお方が、このような狼藉に励はげんでいたとは改めて驚きです。現行の音楽文化に変革を加えようとする行為――これは重大な背信に他なりません。そればかりか、その穢らわしい産物を我々に聴かせようとしていたともなれば、これはもはや文化的侵略です！」

「青い理想を語るのは結構ですが、あなたは一国の王女。いち楽師の主張とは根本的に意味合いが異なりますぞ？」

「これは到底、看かん過かできるものではありませんねぇ」

　重大な背信。文化的侵略。悪意のこもった曲解が、次々にリゼットをムチ打つ。気づけば隣国の三人からは一切の笑みが消え、その瞳には明確な敵意が蠢うごめいている。

「そんな、違うわ！　私は文化の侵略なんて……！」

「そうです、この曲は！」

「二人とも静まりなさい!!」

　ハルトとリゼットは必死になって抗弁したが、楽師長の大だい音おん声じようが勢いをねじ伏せる。

　しかし、そこで引き下がるリゼットではない。

　大きく息を吸い込み、来賓室の壁を震わせるほどの絶ぜつ叫きようを放つ。

「こんなふざけた茶番を演じて恥ずかしくないの!?　ルダン王子、アニュス宮廷楽師長、ヤゲロ理事、それから楽師長。あなたたちは公的な立場から明確に国王と私を侮辱したわ！　このことは王都に報告して、しかるべき対応を――!!」

　このとき。この瞬間。ハルトは見逃さなかった。

　コスモゴニア王国の三人が、揃って口許をニヤリとねじ曲げたのだ。

　しかも、なぜか彼らの視線はリゼットの背後――心配そうに厨房から顔を出した、ポラ・タ・ディナのウェイターやシェフに向けられている。

　猛烈な違和感。

　ハルトは咄とつ嗟さにリゼットを押し止めようとしたが――そのとき。

　コスモゴニア王国の三人は、もう充分、とばかりに一斉に席を立った。

「ヴェント・アルティスタ王国第三王女、リゼット・シャルパンティエは、コスモゴニア王国に対する文化的侵略を画策していました」

「これは事実上の宣戦布告でしょう」

「これより我が国は、オレスティアに対して進軍を開始します。文化的侵略を未然に防ぎ、久藤奏悟郎先生が降り立った聖地を、堕だ落らくした王女から保護するためにねぇ！」

　強烈な険を込めてリゼットに言い据え、そして三人は出口に向けて歩き出した。スコアは王子の手の中だ。

　来賓室の扉が閉まる。

　耳じ朶だを刺すような静寂。

「……これがあなたの末路です。新たな音楽。歴史の前進。空くう虚きよな理想を追い続けた結果、お父上の名誉を踏みにじり、国家に甚大なる損害を与えてしまった……」

　呆ぼう然ぜんと佇むリゼットを、楽師長が容赦なく責め立てた。

「父様の……めいよを……」

「それどころか、あなたは王族の歴史そのものに泥を塗りました。あなたの暴挙によって戦争が始まり、オレスティアは隣国の手に落ちるのです。音楽院で笑い者にされ、オレスティアで大失態を演じ……あなたはどれだけお父上を悲しませるのですか？」

「あ、う……うぅぅ……」

　リゼットの様子がおかしい。瞳の焦点が定まらなくなり、顔色は真っ青だ。

「あなたが掲げる理想など、お父上を貶おとしめるだけの汚物でしかないのですよ！」

「っ……！」

　リゼットの身体が、ふらりと前方に流れた。

「お、おい大丈夫か!?」

　危ういところで彼女を受け止め、床に座らせて――――ハルトは腕をこわばらせた。

　リゼットの虹こう彩さいから、一切の光が消え失せていたのだ。

「どういうことですか楽師長！　リゼットを騙してこんな査問を行って、挙げ句に国を裏切るなんて！」

　ハルトは猛然と食ってかかるが、返ってきたのは、

「査問？　はて、何のことですかな？」

　こちらの必死さを嘲あざ笑わらうような、とぼけきった疑問形だった。

「ふざけるなぁあああああ‼!!」

　頭の中で何かが千切れ、ハルトは立ち上がりざまに拳を振りかぶった――が、その腕は楽師長に易々と絡め取られ、床に組み伏せられてしまう。

「査問など行われておりませんよ。リゼット様は国こく賓ひんに対し、自らの思想――隣国への文化的侵略を宣言し、さらには暴言と暴力をもって会食の場をぶち壊しにされました。これこそ唯一の真実です。この街が落とされるのは、時間の問題でしょう」

「あんたは一体……！」

　腕の痛みを堪こらえて見上げた楽師長の顔は。

　達成感を嚙み締めるように、柔らかく、温かく綻ほころんでいた。




　バンッ！　と派手な音を立て、来賓室の扉が開いた。高い靴音が遠ざかっていく。リゼットが部屋を飛び出したのだ。

　ハルトは楽師長の拘束を必死の思いで振りほどき、ドレスの背中を追いかけた。

「おい、待ってくれよ！」

　しかし、いくら呼びかけても立ち止まるどころか、リゼットは無言で歩度を上げていく。まるで表情を隠すかのように。感情を押し殺すかのように。

　北館の廊下を進み、階段をのぼって王女の間へ。

　室内に滑り込むと、ハルトは今一度、強い口調で呼びかけた。

「頼むよ！　返事してくれよ！」

　訪れるのは、沈黙。

　やがてリゼットは、躊躇ためらいを込めるように、ゆっくりと、ゆっくりと振り返った。

　その瞬間。二つの瞳から、涙があふれ出してきた。

　頰は一気に濡れそぼり、ドレスに滴したたり、嗚お咽えつが不規則に入り交じる。

　やはり彼女は耐えていたのだ。今にも決壊しそうな感情の堰せきを、寸前のところで。

　そこには絢けん爛らん豪華な王女の姿も、勇猛果敢な団長の姿もなく、どうすることもできない感情の崩壊に翻ほん弄ろうされる、一人の少女の姿があった。

　それがあまりに痛々しくて。それがあまりに居たたまれなくて。




　だからこそ、ハルトは。

　胸に飛び込んできたリゼットを、拒むことなく受け入れたのだった。




　嗚咽がボリュームを増す。止めどなく流れる涙が礼服を濡らす。

　――震えている。だから、もっと強く抱きしめた。

　二人の影が一つに溶けて、それからどれほどの時間が経っただろう。

「……もう、平気……」

　弱々しい声音をきっかけに、ハルトは腕の力をゆるめていった。

　互いに数歩後ずさる。遠慮がちに相手の顔を見つめ合う。リゼットの瞳は真っ赤に腫はれて、涙の跡が頰に幾筋も残っていた。

　かける言葉が見つからずにいると、絞り出すような声が聞こえてきた。

「……私のせいで戦争が起これば、国王である父様をはじめ、国中に迷惑がかかってしまうわ……。命を落とす民だって、きっと大勢……」

　すべてを諦めきったような物言いに、ハルトは待ったをかけた。

「どうしてリゼットのせいなんだよ！　あの会食は明らかに仕組まれてて――！」

「それでも、会がメチャクチャになったことは事実よ！」

「でも、あんな茶番を理由にして戦争なんて！」

「そんなことわかってるわよ。だけど結果がすべてなの！　コスモゴニア王国は、私が宣戦布告したと国中で宣伝するはずよ。そうなったら、もう私が何を言っても遅いの！　たとえ後から真相が判明しても、もう手遅れなのよ！」

「だからって諦めるなよ！　こんな理不尽なきっかけで国と国とが衝突しようとしてるんだぞ!?　残された時間を使って、僕たちにできることを探すべきじゃないか！」

「無理よ、そんなの……！」

「何が無理なんだよ！」

「だって、だって……もう無理よ、できないわよ……！」

　リゼットは頭を抱えて、錯乱気味にふるふると首を振る。再び声は嗚咽に揺らぐ。大粒の涙が、いくつもいくつもこぼれ落ちる。

「……私が響奏騎士団なんてつくらなければ」

　リゼットが呟いた。絶望の塊かたまりを吐き出すかのように。

「私が諦めていれば……新しい音楽なんて求めなければ、野望なんて抱かなければ……こんなことにはならなかったのに!!」

　悲鳴さながらの絶叫。しかし――――ハルトはたじろがなかった。

　儚はかない肩に両手を置いて、力いっぱい握りしめる。

「そんなこと、言っちゃダメだ!!」

　彼女に勝る大声で、ズタズタになりかけた心を、必死に繋ぎ止めようとする。

「……それは違うだろ、リゼット。団長の君が響奏騎士団を否定したら、ラナやイリス、みんなはどうなっちゃうんだよ。みんなはリゼットが示した道に希望を見出してたんだ。君についていこうって、君を信じようって、心の底から思ってたんだよ！」

　泣き濡れた瞳が、ハルトの顔に焦点を合わせる。

「だから、どんな逆風の中にあっても、君を信じることを止めなかった。どんなにバカにされても、どんなに疎うとまれても、みんなは響奏騎士団を離れなかったんだ。……僕だってそうだよ。リゼットと一緒なら前に進んでいけると信じてたから、ここまでやってこられたんだ！　そんな君が、今までの道のりを否定したら、僕たちは誰を信じていけばいいんだよ！　自分の生き様を、そんな風に否定しないでくれよ……!!」

「………………」

　沈黙を続け、瞑目を続け、言葉を嚙み締めるようにうなずいて。

　リゼットは身体のこわばりを解くと、ハルトにしなだれかかってきた。

「……ごめんなさい。私が、こんなに弱気になるなんて……」

　響奏騎士団を否定したこと、生き様を否定したこと、許して。

　縋すがるような声音を受け止め、ハルトは細い身体を抱き直した。

　リゼットもまた、ハルトの身体に腕を回す。

「……でも、忘れないでほしいの。諦めかけてた私に希望をくれたのは、他の誰でもない、あなただっていうこと……」

　たっぷり身体を寄せ合ってから、リゼットは、ハルトを抱く手をほどいていく。

「もう、いいのか？」

「んっ……」

　小さくうなずき、儚げな笑みを浮かべる。

「よかった……。じゃあ、これからどうするかを考えないとな」

　真剣なまなざしを向けると、リゼットは徐々に団長の顔を取り戻していった。

「今から戦争を防ぐ方法を探すのが一つ。それから、あの会食の謎を解く必要があるわね。まずはソルダネーレ楽師長に」

「私がどうかしましたかな？」

　――!?

　突然開かれた扉。そこに立つのは、老ろう獪かいに嗤わらう楽師長。

　彼の背後には、銀の甲かつ冑ちゆうとハルバードで武装した騎士団が立たち塞ふさがっていた。

「楽師長……これ、どういうこと？」

　声に圧力を込め、リゼットが凜りん然ぜんと問いかける。けれども楽師長は小揺るぎもせず、手にした書類を歌劇のごとく、朗々と読み上げた。

「ヴェント・アルティスタ王国第三王女、リゼット・シャルパンティエおよび響奏騎士団に所属するすべての団員に対し、国家反逆罪を適用いたします」

「な――！」

「そ、そんなこと、できるわけないでしょ!?」

　ハルトは絶句し、リゼットは声を震わせながら叫んだ。

　が、依然として楽師長の笑みは揺らぐ気配すらない。

「隣国との会食の場で、響奏騎士団を用いた侵略計画が露ろ呈ていしたのです。そしてあなたはその団長だ。国の意向に背き、他国の侵略を企てた王女。これを国家反逆罪とせず、何を国家反逆罪とするのですか？」

「ふざけないでください。あんな茶番を演じておいて！」

「そうよ！　罪に問われるべきは楽師長だわ！」

　しかしソルダネーレ楽師長は、二人がかりの反論さえも柳に風よと受け流す。

「はて、何のことですかな？」

　シンプルな一言。すべてを突き放す、絶望的な疑問符。

「あの会食でリゼット様は、平和を愛する国王の意志に反する、極めて野蛮な行為に及ばれました。誰あろう、この私こそが証人なのですよ！」

「そんなのムチャクチャだ！」

「ほう、でしたら利害関係の外にいる第三者にも証言してもらいましょう。ポラ・タ・ディナのウェイターやシェフに」

「あっ……！」

「彼らはしっかり証言してくれるはずですよ？　和やかな会食の後、リゼット様が突然激げき昂こうする様子を見ていた――と」

「そういうことか……！」

　背筋が凍る思いがした。リゼットは基本的に声が大きい。特に、怒っているときの声量は尋じん常じようじゃない。わざわざ来賓室で会食をしたのは、彼女の大声をレストランのスタッフに聞かせるためだったのだ。

　来賓室は厨房と繋がっている。脇からのぞきやすい上、広さがあるのですべての会話を聞かれる心配もない。自分たちが普通の声量を保っていれば、リゼットがイスを倒して立ち上がり、一方的に怒鳴っているように厨房の人間を錯覚させられる。

　会食だろうが査問だろうが、その中身に意味なんてない。リゼットが激怒する様子を目撃した複数の第三者。これを手に入れることこそが、楽師長の目的だったのだ。

　会の進行は、バカバカしくて理り不ふ尽じんであればあるほど効果的だ。すべてはリゼットを怒らせるための挑発なのだから。

　会が終わる間際、厨房から顔をのぞかせたポラ・タ・ディナのスタッフを見て、ルダン王子たちが浮かべた不気味な笑み。あれが何よりの証拠だ。

「楽師長、全部あなたが――！」「捕らえなさい」

　リゼットの訴えに被せて、ソルダネーレ楽師長が右手を挙げた。

　彼の背後に控える騎士団には見えていない。

　今、楽師長が、どれほど邪悪に微笑んでいるのかが。

　室内に怒ど号ごうが響く。甲冑の大群がなだれ込む。ハルトは壁に追い詰められて、腕を摑まれ、腹を殴られ、持ち上げられて暗い廊下へ運び出された。

　残った騎士たちがリゼットに群がり、手足を押さえつけて無理やり口を開けさせる。そこへ、楽師長がビンに入った妙な液体を注いでいて――。

　ハルトが、リゼットの名前を死にもの狂いで叫んだそのとき。

　扉は固く閉ざされて、もう、何も見えなくなった。
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　じめじめとした暗闇に、イリスのすすり泣きがこだまする。

「……ぐすっ。イリス、こんなの嫌なの……お部屋に戻りたいのぉ……」

　か細い泣き声は冷たい石壁に反響し、鉄格子の向こう側へ洩もれ出だしていく。

　オレスティア城、東館の先――そこにポツンと置かれていたレンガ造りの平屋。その地下に広がる空間こそが、ハルトたち響きよう奏そう騎き士し団だんが収容されている牢ろう獄ごくだった。

　ここに入れられてから数時間。今はおそらく真夜中だ。

「大丈夫。大丈夫だからな……」

　イリスの頭を撫なでながら、ハルトは自分に言い聞かせる意味も込めて呟つぶやき続つづける。

　投獄された当初、みんなはしきりに説明を求めてきた。

　ラナによると、『ハルトとリゼットの両名が会食をぶち壊しにして、コスモゴニア王国に宣戦布告した。お前たちも同罪だ』などと、寮に踏み込んできた騎士団に断片的にまくし立てられ、そのまま連行されてきたのだという。さらに現在、地上では非常事態宣言が発令され、敵襲に備えて城壁が封鎖されているそうだ。

　しかし混乱の中にあっても、響奏騎士団の結束が揺らぐことはなかった。

　ハルトが会食の理り不ふ尽じんぶりを詳しく説明すると、みんなは疑うことなくうなずいて、すぐに気持ちを一つにできたのだ。

　とはいえ旗はた色いろは最悪だ。

　去り際、ヤゲロ理事は〝これより進軍を開始する〟と言っていた。あんな会食をでっち上げたんだ、きっと事前に進軍の準備は整っているのだろう。もう時間がない……。

　さらに追い打ちをかけるように告げられたのは、国家反逆罪の刑罰だった。

　死刑。哀しいくらいシンプルだ。

「ったく、どうすっかな……」

　隣で座り込んでいるラナが、捨て鉢な吐息をこぼす。当初は牢を破ろうと躍起になっていた彼も、他のメンバーたちも、さすがに疲労が隠せない様子だ。

「あの会食は明らかにおかしかった。でも、それを証明できる人がいないから……」

「いくらハルトやリゼットが主張しても、二人は大罪に問われてる身だから、証言の有効性は認められねぇんだろ？　残る楽がく師し長ちようは敵と繋がってたわけで……くっそ」

「会食に参加したのは六人だけだし、レストランのスタッフには、リゼットがいきなり怒り出して会食をぶち壊しにしたようにしか見えてない……」

「味方は誰もいねぇ……か。チッ、考えやがったな」

　投獄されてから、何度か繰り返しているやり取りだった。状況を打破しようにも、ここから先に進めずにいるのだ。

　床と壁は石造り。鉄格子はビクともしない。脱出するには見張りの騎士が腰に提げているカギの束が必要になるが、肝心の見張りは地上の詰め所に引っ込んだきり、一度もこちらに降りてこない。これではどうしようもない……。

『今すぐ脱獄してリゼットを助けるんだ！』

『楽師長の悪だくみなんぞ、オレらの力で蹴散らしてやろうぜ！』

　ハルトとラナが先頭に立って始めた脱獄計画は、すっかり頓とん挫ざしていた。

　広がっていく諦あきらめの空気。

　その毒気のせいか、またイリスが泣き出してしまった。

「……イリス、死刑なんて嫌なの……。もっとホルンを吹いていたいし、ママに謝らなきゃいけないし……こんなの、こんなの何かの間違いなのぉ……」

　イリスが涙声で口にしたその言葉に、ハルトは顔を上げた。

　にわかに鼓動が加速して、脳のう裏りの霧に光が射し込む。

「待ってくれイリス。今、何て言った？」

　泣なき腫はらした目で不思議そうにこちらを見つめるイリスに、再度問いかける。

「頼む、もう一回言ってくれ。何かが繋がりそうなんだよ！」

　ハルトはこめかみを押さえた。そして必死に頭を絞る。何かを見落としている気がする。ひどく単純で、けれども果てしなく重要な断片を。

「……こんなの、間違い……？」

　その瞬間だ。

　断片的な思考が躍り、連つらなり、点はいつしか線となり、胸きよう裡りで一つの形を成した。

　ハルトは瞳をカッと開いて立ち上がり、確信を込めて告げる。

「みんな、聞いてくれ。リゼットは――無事だよ！」

　どよめきの波紋が牢内を駆けた。

「マジか!?」「だったらいいけど……」「どうして言い切れるのよぉ！」

「ハルト、とりあえず落ち着こうぜ。オレらにもわかるように説明してくれよ」

　言われた通りに深呼吸を交え、ハルトは思考と心音をクールダウンさせた。そして仲間たちの注目を浴びながら、ラナに疑問を投げかける。

「今って、オレスティアの城壁は封鎖されてるんだよね？」

「ああ。楽師長が非常事態宣言を出したタイミングからして、選考試験を受けに来た他の街の楽師たちも、選考委員も、みんな閉じ込められてるはずだ」

　非常事態宣言は、ルダン王子たちがオレスティアを去った直後に発令されたと考えるべきだろう。

「だけどオレの経験上、こういうときは無む血けつ開かい城じようすんのがセオリーだぜ？　楽師長がコスモゴニア王国にこの街を引き渡そうとしてるってんなら、その方が格段に効率がいい。それに双方、犠牲者を減らせるからな」

　ハルトはうなずき、言葉を引き取る。

「そう。楽師長が無血開城じゃなく、城壁の封鎖っていう手段を選んだこと。これがポイントだと思うんだ。この街には敵軍が迫ってる。だから楽師長も、できるだけ早くここから脱出したいはずなんだ。だけど、城壁封鎖を指示すれば当然、門の周辺に兵が集まる。そんな状況で街を出ようとすれば悪目立ちするだけだ。一つもメリットがない。

　――楽師長には、きっと何か目的があるんだよ」

「目的……か」

「その内容はわからない。でも、あえて城壁を封鎖した以上、敵の攻撃が始まって街が混乱するまでは目立つ行動を控えようとするはずだ。その間にリゼットの命を脅おびやかそうとすれば、間違いなく周囲に怪しまれるからね」

「騎士団の統制が乱れると困るってことだな。じゃあリゼットは、今も王女の間に？」

「可能性は高いと思う。あそこにそのまま軟なん禁きんした方が手間が少ないからね。窓から逃げられる心配もないわけだし」

　だが、油断はできない。

　さっきリゼットが楽師長に飲まされていたのは、おそらく鎮ちん静せい剤ざいの類たぐいだろう。そう仮定すると、考えられる目的は二点。①軟禁と、②人質だ。

　しかし②はありえない。理由は城壁の封鎖だ。これによって、即時脱出という選択肢が失われ、同時にリゼットを人質として活用する道は断たれてしまった。

　では、なぜ軟禁を選んだのか。

　なぜ、ハルトたちと一緒に地下牢へ入れなかったのか。

　――楽師長は、敵に応戦するために騎士団が出払ったタイミングで、リゼットに何かをしようと企んでいるのだ。

　ラナにそう説明すると、

「おい待て！　それって無事でもなんでもねぇじゃねぇか！」

「そうだそうだ！」「しっかりしてよ！」「何も解決してないぞ!?」

　彼だけでなく、他の団員たちにも動揺が広がってしまった。だからハルトは矢継ぎ早に言葉を並べ、結論への到達を急ぐ。

「すぐに殺されることはない……。今わかるのはそれだけなんだ。どちらにしろ、敵が到着する前にどうにかして助けないと！」

　けれども真の問題は、オレスティアが陥かん落らくした後のことだ。

　楽師長は、レストランのスタッフを証言者として起用することを考えていた。それはつまり、リゼットをしかるべき機関に引き渡した後で、彼女の証言を潰つぶすところまでを視野に入れていたことを意味している。このことからも、リゼットがすぐに殺される可能性は低いだろう。

　だが、果たしてその裁判は、どこの国で行われるのか。

　オレスティアの陥落後、楽師長がリゼットを連れてコスモゴニア王国に脱出してしまえば……待っているのは、恐ろしい結末だ。

　敵国の王女。戦争の原因。賛さん美び歌かを侮ぶ辱じよくする背はい信しん者しや。

　リゼットに対して行われる裁判は、おぞましいものになるだろう。

「くそっ、なんだよそれ……！」

　ラナが悔しげに吐き捨てる。

　ハルトの説明が終わる頃、響奏騎士団の面々は見るからに憔しよう悴すいしていた。ハルトもまた、心の輝度が弱まるのを感じている。

　だけど、まだだ。まだ希望はある。

　ハルトは今一度、団員たちと視線を合わせた。

「気を落としてる場合じゃないよ。僕たちに突きつけられた国家反逆罪は、法的な拘束力がない……楽師長が、勝手に言ってるだけかもしれないんだ」

「はぁ!?　そんなことってありえるのか？」

　深々と首しゆ肯こうし、ハルトは決め手となる質問をする。

「シェルオールでは、楽師長の権限で公的な罪状を突きつけることは可能なの？」

「いや、いくら元交こう易えき大臣だからって、そんな強権は持ってねえはずだ」

「ということは、国家反逆罪を正式に適用するには……？」

「そりゃあ、王都の公的機関にリゼットの容疑を伝えて、手続きを……あっ！」

「そういうことさ」

　――響奏騎士団に突きつけられた罪状は、何かの間違い――。

　それこそイリスのヒントがもたらしてくれた結論だ。

　落ち着いて考えれば、会食からたった数十分で公的な国家反逆罪を適用することなんて、不可能なのだ。あのときは気が動転していて、そこまで考えが回らなかった。

「でも……どうして急に国家反逆罪なんて言い出したんだろうな？」

「おそらく、騎士団を動かす口実だよ」

　ラナは「そうか！」と膝を打つ。

「あいつら貴族の次男坊、三男坊で、リゼット以上に脳のう筋きんだからな。王族を捕まえさせるには、それぐらいシンプルかつ大きな理由が必要だったってことか」

「騎士団の人たちは楽師長の本性を知らない。まさか、あの人がウソの罪状をでっち上げてるなんて、きっと思わないはずだよ」

「そう考えると筋が通ってきやがるな」

「とにかく僕らもリゼットも、公には何ら罪に問われてないんだ！」

「楽師長の計画をブッ潰しちまえば、すべてが丸く収まるってことだな！」

　二人の会話に聞き入っていた団員たちは、瞳に光を取り戻した。

　しかし、まずは牢屋を抜け出さなくては始まらない。だからハルトたちは、メンバー総出で牢屋内を改めて探索し、脱獄の手段を模も索さくしにかかった。
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　それから数時間が経ち――。

　あちこちから聞こえてくるのは、床に座り込んだ男女の嗚お咽えつだった。

　牢屋の空気は暗あん鬱うつに淀よどみ、突きつけられた現実を、嫌でも直視させられる。

　かすかな希望を灯ともし火びにして、牢内をすみずみまで探索した。

　声を掛け合い、互いを鼓こ舞ぶし、一心不乱に調べ尽くした。

　しかし……脱獄の隙すきは、ついに見つけられなかった。

　楽師長を叩きのめしてリゼットを救出するどころか、暗い地下牢で無力感に苛さいなまれながら、オレスティアが破壊されるのを待ち続けるしかなくなってしまったのだ。

　楽師長が響奏騎士団を生かしておくとは思えない。オレスティアに攻め入ったコスモゴニア王国の軍勢は、楽師長の意向によって地下牢に踏み込んでくるだろう。ハルトも、ラナも、イリスも、みんなみんな殺されてしまう。そしてリゼットは隣国でリンチのような裁判にかけられ、死ぬより辛つらい責め苦を受けて……。

　ハルトが身震いしたそのとき、牢屋の壁が振動した。遠くで長い地響きが聞こえる。

「あの音は……」

「コスモゴニア王国の連中……到着したみてぇだな……」

　横でうなだれていたラナが、かすれ声で呟いた。

「……ママぁ……」

　抱いた両膝に疲ひ労ろう困こん憊ぱいの顔を埋めるイリス。ハルトはそれでもイリスの頭を撫で続けた。この手を止めたら、本当にすべての希望を失ってしまう気がしたから。

　だが、タイムリミットだ。

　瞳の裏に、祖父との毎日が蘇よみがえってきた。部活の日々が流れ過ぎた。シェルオールでの思い出が映し出された。怒るリゼット。笑うリゼット。慌てるリゼット。むくれるリゼット。恥はじらうリゼット。涙を流すリゼット……。

　心の中で熾おき火びのように残っていた希望が、とうとう燃え尽きようとした――

　その、寸前。

　――ボゴッ――――ガシャッ

　薄闇の向こう、石階段の先。

　地上から、何かを殴ったような音と、何かが倒れたような音が聞こえた。

「ラナ、今、上で何か……」

　ハルトはヨロヨロと膝立ちになった。けれどもラナは死人のように動かず、声帯も震えないような声で、「気のせいだろ……」と呟くのみ。

「いや、でも確かに」

　音楽家たるハルトの耳は、今の異音が確かな現実だと訴えている。

　だから賛同者を探す。仲間を探して首を巡らす。

　――いた。自分の隣に、たった一人だけ。

「……今、変な音……」

　膝を抱えたまま、ほんのわずかに顔を上げたホルンの神しん童どうが。

「ああ、間違いない。立てるかイリス」

「……平気。ん、しょ……」

　右手を差し伸べると、イリスはか細い腕を伸ばして、その手を弱々しく握った。二人で一緒に立ち上がり、力なく座り込むみんなの間を縫ぬって鉄格子にしがみつく。

　地上で扉が開く音。石階段を叩く靴音。一人じゃない。重なる音は六つ――三人だ。

　薄闇の向こうから現れたのは。

「カラビス……!?」

　ローブ姿の金髪楽師と、彼の取り巻きたちだった。コットスへ向かったときにハルトの馬車に乗っていた三人組である。

「これが欲しかったんじゃないのかい？」

　肩で忙しく息をしながら、カラビスが腕を突き出してきた。

　その手には、カギの束が。

「これ、見張りの……！　ど、どうして!?」

「理由は後だ。早くここから逃げたまえ！」

「急がないと見張りが起きてしまいます！」

「ぼくらの力じゃ、長くはもちません！」

　カラビスの取り巻きたちは、太い棍こん棒ぼうを重そうに握っていた。

「もしかしてさっきの音、君たちが見張りを殴り倒して……!?」

「その通りです！　さあみなさん、早く逃げてぇええ!!」

　取り巻きの一人が大声で叫び、獄中で次々に頭が上がっていく。

　この機を逃してなるものか。ハルトは振り返り、口に手を添えてメガホンをつくった。

「みんな！　カギだ！　カギが手に入ったぞ！　ここから脱出するんだ!!」

　カラビスが開錠音を響かせると、みんなの瞳に炎が再点火されていった。

　列になって牢屋を抜ける。廊下を走る。石階段をのぼり、鉄の扉をこじ開ける。床に倒れた見張りをまたいで、建物の外へ！

　突き刺すような陽の光に目が眩くらんだ。けれども、乾いた外気と陽射しの熱気は、奮起するには充分すぎる燃料だった。

「な――!?」

　しかし、そこでハルトたちは急ブレーキをかけた。

　オレスティアの楽師たちが、建物の前に集結していたからだ。

　しかも彼らの背後には、いくつもの馬車が列を成している。

　訳がわからず棒立ちになっていると、

「みんな、早く馬車に乗りたまえ！　響奏騎士団の楽器は、失礼ながら寮に入って回収させてもらった。すべての準備は整っている！」

「カラビス、お前……」

　ラナが呆あつ気けにとられた顔をしていると、金髪楽師はうなずきを返した。

「早くオレスティアを脱出するんだ。できれば国外まで逃げ延びてほしい！」

　そして懐ふところから新聞を取り出す。響奏騎士団を讃たたえる記事が載った日のものだ。一度はぐしゃぐしゃにしたせいで、紙面にはいくつも皺しわが残っている。

「選考試験前日の非常事態宣言。城壁封鎖で街は大混乱。それと同時にキミたちが城から忽こつ然ぜんと消えたとあれば、裏があると思うのは当然だろう？」

　調べてみたら、とんだ大事件だ。

　と、カラビスはため息をつく。

「……ボクら楽師は、神職者であると同時に音楽家だ。禁きん忌きの枷かせを打ち砕くほどの演奏を身に受けてしまったら、もはや己の感性を欺あざむき続つづけることなどできるはずがない……」

　言葉を切り、ほのかな笑みをハルトに向けた。

「キミたちのような音楽家が殺されてしまうのは惜しい。そう思ったのさ」

「警備が手薄な裏門には、もう目星をつけています！」

「あなたたちの戦闘力があれば、きっと突破できるはずです！　さあ早く！」

　カラビスの取り巻きたちが馬車へと促す。

　しかし――響奏騎士団の面々は、その場を動こうとしなかった。

　カラビスたちは知らないのだ。この戦争がどれほど理不尽で、どれほどおぞましい思惑に操られているのかを。

「行けない……。僕らは、逃げるわけにはいかないんだ」

　そう言ってのけるハルトに、カラビスは激げき昂こうした。

「キミはバカなのか!?　逃げる以外に何を――！」

「僕らが逃げたら、この街はどうなるんだ！　コスモゴニア王国に攻められて、みんな殺されるんだぞ!?　こんな戦争、起こること自体が間違いなんだ。それを見過ごすことなんて――できるわけないじゃないか！」

　ハルトの力強い宣言には、響奏騎士団のメンバー全員のうなずきが続いた。それを目まの当あたりにした楽師たちの間に、困惑が広がっていく。

「だったらどうするというんだ？　この事態を打開する方法なんて、どこにも……！」

「ソノリス平原の奇跡……」

　ハルトは、まなじりを決して言葉を刻みつける。

「僕の祖父――久く藤どう奏そう悟ご郎ろうは、勃ぼつ発ぱつしかけた宗教戦争を賛美歌の力で鎮しずめたんだ。

　今、僕らの前には巨大な陰謀がある。そして僕らは新曲を手にしていて……」

　――――だったら僕らがやるべきことは――――！

　ハルトは周囲を見渡した。

「じいちゃんの伝説を、僕らの手で再来させるんだ!!」

　響奏騎士団も楽師たちも、この場に居合わせた全員が、瞳を大きく見開いた。

　リゼットは言っていた。

　音楽とともに歴史を刻んできたシェルオールの住人は、音楽の刺激がなければ生きていけないのだと。

　コットスを思い出す。

　祈き禱とう会かいの観客たちは、未知の音楽に熱狂していた。賛美歌以外は無価値と断じる常識を持ちながら、それでも拍手を響かせて、あふれんばかりの声援を送ってくれた。そして後日、オレスティア城はその報せに沸いたのだ。

　硬直した価値観の中で、それを打ち破る胎たい動どうを待つ気配は、確かにある。

　必要なのは、感情を凌りよう駕がすること。

　響奏騎士団の音楽がもたらす感情の波は濤とうによって、刃やいばを交えんとする敵軍の闘争心を上書きしてやればいいのだ。観客席の冷さめた視線に火を放ち、燃え上がるような喝かつ采さいを生み出したのと同じように。

　指揮者がイメージ付けのヒントを出すだけで、楽団の演奏は一変する。

　音に心を乗せる行為は、夢物語なんかじゃない。

　――できる。コットスの舞台だけじゃなく、今回だって、きっと――！

　だが。

　ハルトが察知した気配は、乗り気とはほど遠いものだった。

「確かに街は放っとけねぇし、リゼットを助けなきゃいけねぇ。だけどよ……」

「……イリスたちが伝説なんて……うぅぅ……」

「いくらなんでも、なあ？」「無理……じゃないかな？」「うぅん、さすがに……」

「そんな、みんな！」

　ハルトが懸命に訴えかけるも、メンバーたちはうなだれて、楽師たちは目線を合わせようともしない。

　伝説の再来――シェルオールに住む彼らにとっては、それこそ夢物語に映るのかもしれない。だけど、それならリゼットはどうなる？　この街はどうなる？　他の方法なんて、もうどこにも残っていないのに！

　握りしめたハルトの拳から、鮮血が滴したたり落おちんとしたときだ。

　一人の金髪楽師が、一歩前へと進み出た。

「カラビス――!?」

　意外の感がハルトを打った。響奏騎士団と楽師たちの間に、どよめきが起こる。

「キミとリゼット王女なら……できるかもしれない」

　二つの碧へき眼がんがハルトを見据えた。

「コットスでのキミたちの演奏は、ボクらの価値観を根底から揺るがした。こんな音楽があるのかと、心を打ちのめされたんだ。そして、気づかされた。――世界は広い。他者から学ぶべきことは、まだまだいくらでもあるのだとね」

　カラビスは振り返り、朗ろう々ろうとしたテノールボイスで言い放った。

「ボクは久藤ハルトとともに戦場へ赴き、楽師たる者の誇りに懸けて、人の心を熱狂させる音楽を修めてみせる！　後に続かんとする者はいるか!?」

　一瞬の静寂――。

　次の瞬間、響奏騎士団と楽師たちが「おおおおぉぉ！」と一斉に沸き返った。いつしか誰もが満面に興奮を宿している。

　そこへ、ラナが無言で一歩、前に出た。鋭い視線が金髪楽師に据えられる。

　ハルトは息を詰めた。彼と楽師の衝突を思い出したからだ。

　しかし、熱ねつ砂さの剣けん鬼きは。

「やるじゃねぇか。見直したぜ、カラビス」

　そう言って白い歯を見せ、サムズアップを返したのだった。

「おおおぉぉぉ!!」と再びの咆ほう哮こう。

　その勢いに乗せてハルトは叫んだ。

「馬車の運転は響奏騎士団が担当するんだ！　その前に、楽師のみんなに譜面を渡してくれ！　もう時間がない。現地に着くまでに、馬車の中で譜面を覚えるんだ！」

『新曲の譜面は肌身離さず持ってなさい――』リゼットが出していた指示に心から感謝しつつ、ハルトは金髪楽師に向き直る。

「カラビス、助かったよ。君の後押しがなかったら……」

「ボクは音楽家だから。ただ、それだけのことさ」

　ほら、キミの相棒だ。

　カラビスはクールに微笑ほほえみ、楽器ケースをハルトに渡した。

「トロンボーンはオレの馬車に乗れ！　フルートとオーボエはあっちだ！」

　ラナが大声で指示を出している。楽師たちは続々と馬車に乗り込み、響奏騎士団は御者台に向かい、出陣の構えが整っていく。

　だが、ハルトは馬車に乗り込まなかった。

　まだ、やるべきことが残っていたからだ。

「どうしたんだよハルト！　早く乗れよ！」

　ラナの声が飛んでくる。しかし、ハルトはゆっくりと頭を振った。

「ごめん。一緒には行けない」

「何言ってんだ！　お前がいなくちゃ曲が成立しねぇだろ！」

「僕だけじゃない！」

「まさか！」瞠どう目もくするラナに、うなずきを返す。

「今からリゼットを助けに行く！」

「無茶言うんじゃねぇ！　リゼットの救出は今から全員で――！」

　鋭い声にもたじろがず、ハルトは己の決意を伝える。

「僕がやらなきゃ……。あの夜の無念を晴らして、もう一人の騎士を救う役目は、僕が背負うべきなんだ！　頼む、ラナたちは城壁に演奏スペースをつくっててくれ！」

「…………。この馬車に剣が一本入ってた。そいつを使えよ」

「ありがとう、ラナ！」

　ハルトは客室に飛び込み、一振りの剣を握りしめた。

「よく聞けハルト。お前は今日まで、なんだかんだ言って響奏騎士団のトレーニングについてきた。身体も、技も、前とは比べものにならねぇぐらい鍛わってる。

　だから、自信を持て。必ず生きて、オレらに追いつけよ！」

　ラナの激励に背中を押され、楽器ケースを担かついだハルトは全力疾走を開始する。背後で車輪と蹄ひづめの音が幾重にもうなり、あっという間に遠く、小さくなっていった。

　一心不乱に敷地を駆けながら、ハルトは胸に叫ぶ。

　頼む、間に合ってくれ――!!




　　　♪　♪　♪




「んっ。ふぅ、ん……」

　窓から射し込む柔らかな朝日に、リゼットは薄目を開けた。一面に宗教画が描かれたドーム状の天井が映る。ここは王女の間だ。

「おなかすいた……」

　視覚の次に認識したのは、身をよじるほどの空腹だった。

　同時に自分が軟禁されていることを思い出す。昨日の夜、楽師長に変な液体を飲まされたら、急に意識が遠のいて……。きっと今、扉の向こうは騎士たちが固めている。かといって窓から抜け出そうにも、この高さだ。

『お城でいちばん高いところの部屋じゃなきゃ嫌よ！』などと、僻へき地ちに飛ばされた腹いせにワガママばかり言っていた二年前の自分を張り倒してやりたい気分だった。

　頭に靄もやがかかったまま身を起こし――コテンと倒れてしまう。

　身体に力が入らない。頭がうまく働かない。みんなの無事は？　国家反逆罪ってどういうこと？　あの会食は何だったの？　ここから脱出するには？　考えるべきことは無数に見つけられるのに、そこから先に思考が進まない。だるくて、眠くて、疲れていて……おかしい。これは薬のせいなのか、それともお腹が空きすぎているからなのか。

「……いいにおい！」

　ふいに、鼻び腔くうが甘かん美びな刺激を捉えた。鼻をくんくんさせて匂いの源を辿たどる。――あった。ナイトテーブルに鶏とり肉にくのサンドイッチが置かれている。しかも、二つも。

　警戒心。注意力。そんなのどうだっていい。頭がぼうっと霞かすんでいって、サンドイッチのこと以外は何も考えられなかった。

「いただきますぅ……」

　こんがり焼けたパンにかぶりつく。濃いめのソースと熱い肉汁が口の中を跳ね回る。シャキシャキの青菜が肉の脂あぶらを上手じようずに包み、後味は実に爽さわやかだ。

　あっという間に胃の中へ。ベッドに身体を投げ出して、お腹を撫でた。

「あうぅ……しあわせ……」

　空腹が満たされたおかげか、ほんの少しだけ意識がハッキリしてきた。

　瞬間、全身を焦燥が駆ける。鈍どん化かしていた思考にムチを入れ、このままじゃいけない――と再び身を起こそうとしたのだが、

「あ、ら？　から、だ、重っ……。どう、し、て……？」

　去年、城の裏山に生えていた珍しいキノコを食べてしまったときのことを思い出した。だけど、あのときよりも激しく身体が痺しびれ、火照り、疼うずき、世界がぐにゃぐにゃに歪ゆがんで見える。目が回る。暑い。寒い。ああ、意識、が。




「……ふむ。そろそろ頃合いでしょうか」

　気配を感じる。顔のすぐそばに。

　その不快感に目ま蓋ぶたをこじ開け――リゼットは戦せん慄りつした。

　顔をのぞき込んでいたのは、他の誰でもない、憎きソルダネーレ楽師長だった。

「がく、し、ちょ……」

　絶ぜつ叫きようしたつもりだった。けれども飛び出た声音には、まるで覇は気きが感じられない。

　……身体が動かない。飛び起きようと思っても、指がヒクヒクするだけだ。

「おはようございます。リゼット様」

　白い眉毛が恭うやうやしく下がるが、口くち許もとは悪意によじれきっている。

「がくし、ちょ。わたしの、ごはん、なにか、入れ……」

「気づくのが数テンポ遅いですよ。四肢の自由を絡からめ取とられるもどかしさ、お楽しみいただけておりますか？」

「やっぱり、これ、くすりの」

「昨夜の鎮静剤は、意識ごと飛ばしてしまう品でしたから。それでは面白くありません」

「こんなこと、して……どうする、つもり？」

「どうするつもり、と来ましたか」

　リゼットの追及を嘲あざ笑わらうように肩を揺らして、

「これは復讐！　ヴェント・アルティスタ王国に対する復讐ですよ!!」

　楽師長は、悪鬼のごとく両目をひん剝むいた。

「二年前。王都で交易大臣にまで上り詰めていた私に、王は命じました。リゼット様がオレスティア城の城主に就任するので、そのお目付役として楽師長になれ、と。

　王は私を左さ遷せんしたのです。交易大臣としての輝かしい実績を評価せず、このような僻地で、一族の厄やつ介かい者ものたるあなたのお守りをさせるなど……屈くつ辱じよくの極みでしたよ！」

　まるで威い嚇かくするように、なおも楽師長は吠ほえ哮たける。

「あなたごときに命令をされる日々。無知で無能で、そのくせ高慢な楽師どもの世話をする日々。怒りと屈辱は青天井で鬱うつ積せきしていきました。そんなときです。コスモゴニア王国から密使がやって来たのは」

「……その、とき、うらぎり、持ちかけられ、たの……？」

「そういうことです。あちらの第三王子はたいそう地獄耳でしてね。私が密かに抱いていた不満を見事に言い当てられましたよ。いやぁ、あの方の計画を聞かされたときは、興奮で身が震えたものです」

　会食の場で茶番を演じ、リゼットを怒らせて戦争の大義を得る。

　その様子を第三者に目撃させ、のちの裁判の証拠をつくる。

　そして、あらかじめ軍備を整えていたコスモゴニア王国は、聖地保護の名目でオレスティアへ攻め入り、久藤奏悟郎が降り立った地を我が物とする。

　楽師長は、感慨深げに計画を語っていった。

「あなたが新曲の作成なぞにうつつを抜かしていて助かりました。あの場でスコアを持ち出せば、コスモゴニア王国は簡単に戦争の大義を得られますからね。いやぁ、会食前に、この部屋を徹底的に漁あさった甲か斐いがありました。新曲のスコアは重要な証拠品として、コスモゴニア王国での裁判に活用させていただきますよ」

「最っ低……！」

　あの日、二人のメイドがわざわざ地下の衣装室に自分を案内したのは、時間を稼かせぐためだったのか。その間に楽師長は机の抽斗ひきだしを開けて、クローゼットの中をまさぐって……想像するだけで鳥肌が立った。

「最後の仕上げに、あなたと……あの久藤なにがしをはじめ、響奏騎士団どもを国家反逆罪の名目で騎士団に拘束させ、会食の真実を隠いん蔽ぺいしたというわけです」

「みんなをどこへやったの!?」

「もうあなたには関係ありません。コスモゴニア王国軍は、響奏騎士団を最優先で殺害する手て筈はずになっているのですから」

「そんな……！」

「あぁリゼット様。悔くやしげな、いいお顔ですよ。私がコスモゴニア王国政府の中枢を担になうポストに就いてからも、毎晩のように思い出せそうな表情です」

「なによ、それ……！」

　無数の断片が繋がり、陰謀の全容を描き出していく。

　怒りで頭が茹ゆだりそうだった。もしも身体が自由に動けば、今すぐ楽師長の顔面に鉄てつ拳けんを叩き込んでやるのに！

　そのとき、遠くから車輪と蹄の音が聞こえてきた。

「どうやら我が軍が到着したようですね。いよいよ戦争が始まるのですよ。圧倒的な兵力を持つ軍勢が、オレスティアを血の海にしてくれることでしょう！」

「そんなの……あんまりよ……！」

　リゼットの脳裏で、オレスティアの街が赤黒く染まっていく。鉄の臭い。死の香り。

「さて。それでは終わりにしましょうか」

「なに、する気よ……！」

　渾こん身しんの力を込めても、腕がやっと上がるかどうか。だからベッドに上がってくる楽師長は止められない。襟えり首くびを摑まれ、引っ張り起こされても、抗あらがうことなどできはしない。

「この国での、私の最後の仕事です」

　陰気な呟き。楽師長は、懐から一本のナイフを取り出した。

「響奏騎士団の活動が軌道に乗り、久藤なにがしとともに新曲をつくり、あなたが笑顔を浮かべる機会が増えて参りました。それがどれほど腹立たしかったか。私の人生を狂わせたあなたが生を謳おう歌かするなど、許せるはずがありません」

　そして、楽師長は。

　リゼットの手にナイフを握らせ、上から自身の両手を被せた。刃の先端が、死色の冷気が、意思とは無関係にリゼットの喉のど笛ぶえに突きつけられる。

「くっ、うぅ……！」

　リゼットは青ざめ、懸命に抵抗を試みたが――やはり身体は動かない。

「や、やめっ、こんなの嫌……！」

　しかし楽師長は神妙に頭を振る。

「あなたは自殺するのです。会食をぶち壊し、戦争の引き金となった責任を取るために、自らの喉を裂いて償つぐないをするのですよ。――計画では、そのようになっております」

　楽師長が、前方に体重をかける。

　柔らかな肌に、いよいよ刃が食い込まんとする。

「ククッ。響奏騎士団から一人だけなら会食に参加させてもいい……。あなたが私の予想通りに久藤なにがしを選んだときには、噴き出すのを堪こらえるのに苦労しました。

　彼の新曲は、今ごろコスモゴニア王国で、いかにヴェント・アルティスタ王国側が無礼であるかを宣伝する格好の広告材料になっているはずです」

　涙が迫り上がってきて、もはや何も言い返せなかった。

「それでは、おやすみなさいませリゼット様。あなたのお気に入り――あの久藤なにがしがコスモゴニア王国で裁判にかけられ、私やポラ・タ・ディナのスタッフたちの証言によって、無念のうちに死罪となる様に思いを馳はせながらお逝きください」

　リゼットは、固く瞳を閉じた。

　ハルト…………たすけて…………。




「リゼットぉぉぉぉぉおおおおおおおおおお!!!!!!!!!!」




　真紅の扉が蹴り開けられた。

「なに――!?」

　楽師長が愕がく然ぜんとする。リゼットは目線だけで彼の姿を捉えた。

　聞き慣れた声。見慣れた顔。異世界からやって来た、天才音楽家の姿を。

「ばかぁ……おそい、わよぉ……」

　涙が一気にあふれ出し、視界が熱くぼやけていく――。




　　　♪　♪　♪




　間一髪とはこのことだった。

　ベッドに座るリゼット。彼女に詰め寄る楽師長。

　リゼットの白い喉には、ナイフの先端が押し当てられているのだ。

　心が震えた。拳こぶしが燃えた。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに炎が広がり、眼前の老ろう爺やを仇きゆう敵てきと定める。

「ど、ど、どうやって脱獄を!?」

　うろたえながらも、楽師長はリゼットの背後に回って彼女の腕を絡め取り、無む垢くな首筋にナイフを添わせた。人質というわけか……。

「しいて言うなら鍵を開けて、ですけど。それにしても焦あせりましたよ。だって、居きよ城じようスペースに見張りの騎士が一人もいないんですから。まさかここまで露ろ骨こつな人払いをするとは思いませんでした」

　ハルトは努めて淡々と応じ、楽器ケースを床に下ろした。そして剣を構えようとしたが――当然というべきか、楽師長の物言いが入る。

「剣を捨ててもらいましょうか。足あし許もとではなく、部屋の隅すみまで投げてください。あなたとて、リゼット様の生き血風呂に浸つかりたくはないでしょう？」

「ふん」

　そう来るだろうと思ったよ。ハルトは鼻を鳴らし、言われた通りに剣を捨てた。

　そのときだ。楽師長から、想定外の言葉が飛び出た。

「さて、それでは取引をしましょうか」

「取……引？」

「老いた私の身体では、リゼット様をお連れしたまま逃げ切ることはできません。ですから、ここでリゼット様を解放する代わりに、私だけは逃がしてほしいのですよ。

　あなたが壁の方を向き、両膝をついた姿勢を保っていただければ、私が部屋を出ると同時にリゼット様を解放いたしましょう。お約束します」

　罠わなだ――。

　そんなこと誰にだってわかる。あの楽師長が、自分たちを無事に帰すはずがない。

「リゼットの命には換えられない……か」

　だからこそ、ハルトは素直に壁を向き、立て膝の姿勢をとった。

「ダメ!!」

　背後からリゼットの悲鳴が上がる。それに続いて「さあ、こっちに来るのです！」という楽師長の鋭い声が、ハルトの耳じ朶だを叩いた。

　毛足の長い絨じゆう毯たんを踏みしめる楽師長の靴音。歩幅は狭い。そこに混じった擦さつ過か音おんは、引きずられているリゼットのものだ。

　ハルトは耳を澄ませていた。

　自分の背後で奏かなでられる、ほんのかすかな行動音に。

　直後――ゴトン、と何かが倒れる音がした。同時に「きゃっ！」と短い悲鳴。

　だけど本命はそっちじゃない。

　自分の背後に迫り来る、殺意のこもった風切音の方だ！

「うぉおおおおっ！」

「な――っ！」

　ハルトは瞬時に転身し、ナイフを突き出していた楽師長の手首をキャッチした。刺突の軌道を導くように腕を引き、相手の姿勢が崩れたところで、その足を蹴り払う!!

「ぐうっ！」

　床に突っ伏す楽師長。ハルトは身を起こし、ナイフを持った彼の手を蹴り飛ばした。

　これでイーブン。素手ＶＳ素手だ。

　ラナが教えてくれた。最も隙ができるのは、攻撃に転じる瞬間なのだと。

　イリスが教えてくれた。こうして力を受け流せば、相手を無力化できるのだと。

　間かん髪はつ容いれず、ハルトは立ち上がらんとする楽師長に胴タックルを敢かん行こうした。

　ドスン。鈍にぶい衝突音。

「ソルダネーレ楽師長！　あんたはリゼットの音楽だけじゃなく、生き様だけじゃなく、命までをも侮辱した……。絶対に、許さない!!」

　長い衣に食らいつき、押し込み、倒す！　――が、老爺は踏みとどまった。

「ふん、これで手間が省けました。響奏騎士団とリゼット様は始末するつもりでしたが、あなたはコスモゴニア王国に連行し、裁判の餌え食じきにするつもりでしたから！」

「本当のターゲットは僕だったのか……」

　推理ミスは苦く、この体勢は危険だ。かろうじて衣を摑つかんでいるものの、振りほどかれるのは時間の問題。

　だからハルトは今一度、両手のグリップを確認し――今度は思いきり引き寄せた。

　それと同時に、全力で右膝を突き上げる！

　――ボグンッ

「～～～～～～ッッ!!」

　くぐもった音。金的。楽師長の瞳が、こぼれ落ちんばかりに見開かれる。

　勝った……！　確信とともに両手を離す。

　そしてリゼットに駆け寄ろうとしたが、

「行かせませんぞぉぉおおおおおっ！」

　直後、衝撃に、脳が揺れた。

　こめかみへの一撃――平衡感覚を奪われ、その場に倒れ込む。

　楽師長は股間を押さえてのたうち回るはずだった。しかし、実際には。

　倒れゆく身体をひねり、背後からハルトの顔面めがけて握り拳を撃ち込んできたのだ。

　幸い意識は途切れていない。だけど……めまいが酷っ……立て、な……。

「ハルト!!」

　リゼットが叫ぶ。半身を起こして手を伸ばし、悲痛な顔を向けている。

　しかし無情にも、楽師長が余裕の足取りでハルトの目前に立った。

「ふぅ……計画変更です。私が今すぐ断罪してあげましょう」

　国家反逆罪には、死刑が妥だ当とうです。

　歪んだ視界の端、楽師長が片足を大きく振り上げた。狙うは頸けい椎つい？　後頭部か？

　ダメだ、避けられない――！

　ハルトは奥歯を強く嚙かみ締しめた。

　が――、数瞬しても足の裏は降ってこない。目線を上げると、

「どうして！　まだ薬が効いているはずなのに！」

「私の体力を……甘く見たようね!!」

　なんとそこには、楽師長を羽交い締めにするリゼットの姿があった。楽師長は懸命に暴れるが、彼女の膂りよ力りよくに勝てるわけがない。

「ハルト！　ベッドの下に私の鎧よろいが隠してあるわ！　それを使って！」

「あああああぁぁぁ……!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いでめまいを黙らせ、ハルトはベッドの下に手を突っ込んだ。金属の質感が指先に触れる。響奏騎士団の鎧。四肢と胸を守るだけの中途半端な防具。

　けれども今は、その中途半端さがありがたかった。リゼットのすね当ては、負傷したハルトにも振り回せる程度の重さだったのだから。

「させません！」

　その一撃を阻はばもうと、楽師長が垂直に蹴りを放つ。

　しかしハルトは腰をひねって回避した。日本が世界に誇る国民的スポーツ。振りかぶったすね当てを筋肉の力で加速させ、バッティングの要領で楽師長の額ひたいに叩きつけた。

　鈍い響きは、ソの♯シヤープ。

　リゼットが手を離すと、楽師長の身体は脱力し、床に虚むなしく崩れ落ちていった。

「気絶してる……わよね？」

「ああ。白目剝いてるしな……」

　本当は、この場で再会や無事を心ゆくまで喜び合いたかった。無茶な筋トレを強要してくれてありがとうと叫びたかった。だけど今はあまりにも時間がない。だからハルトはそれらをすっ飛ばしてリゼットに伝える。

「今から戦場で、じいちゃんの伝説を再来させよう!!」




　　　♪　♪　♪




　響奏騎士団と楽師による連合楽団は、ほどなくして城壁に到着した。

　背の高い正門は固く閉ざされている。周囲には武装した銀色の甲かつ冑ちゆう――オレスティアの兵がひしめき、激しく飛び交う怒ど号ごうには、劣勢時に特有の切迫感が滲にじんでいた。

　連合楽団は馬車を降り、ラナを先頭に歩を進める。

　鉄と汗と火薬の臭い。懐かしいじゃねぇか……。ラナは軍人時代の酸鼻な記憶を呼び起こし、熱砂の剣鬼たる闘気を全身から逬ほとばしらせた。

「お前ら、どうしてここに！」「コラ、城壁に近づいちゃいかん！」「失せろ！」

　案の定、武装した兵士たちが進路を阻んできたが、

「…………どけ」

　殺意の牙きばを剝き出しに告げると、彼らは声を詰まらせて、次々と後ずさっていった。

　崩れた人垣の中央を、連合楽団のメンバーは堂々たる足取りで前進した。

　縄ばしごで壁面をのぼり、頂上にのびる城壁通路に、横広がりの演奏隊形をつくっていく。通路が狭いため、かなり変則的な配置になった。

　壁の向こうをのぞき込むと――、そこには。

　黒い甲冑の大群が、すでに突撃の陣形を組み終えていた。騎馬兵、弓兵、盾たてと長槍を携えた歩兵、巨大な丸太を構えた攻こう城じよう兵へいたちが、暴発寸前の殺意を持て余している。

　この感覚は祖国で腐るほど味わってきた。開戦は、もはや秒読みだ。

「ハルト、リゼット、早く来てくれ……！」




　　　♪　♪　♪




　ハルトが計画を説明すると、リゼットは一かけらの躊躇ためらいも見せずに、洋々と着替えを始めた。ドレスから鎧へ。衣擦れの音が耳をくすぐる。

　ほどなくして。後ろを向かされていたハルトに、「いいわよ」と声がかかる。

「でも、大丈夫なのか？　楽師長に一服盛られてるんじゃ……」

「平気よ。ハルトが来てくれたって思ったら、なんだか力が湧いてきて」

「……そっか」

「んっ……」

　リゼットの顔が赤い。ハルトもまた、頰ほおの熱さを感じている。

　けれども互いに指摘はせずに――二人はうなずきを交わし、厩きゆう舎しやへと走った。

　愛馬に飛び乗るリゼット。

　差し伸べられた手を握り、ハルトは彼女の背後に陣取る。

「すっごく飛ばしていくから、振り落とされないように注意しなさい。ほら……腕、私のお腹に回して。……抱きつくみたいに」

「こ、こうか？」

　初めて触れるリゼットのお腹は、見た目通りにきゅっと締まっていた。響奏騎士団の制服越しに、柔らかな肌と、しなやかな腹筋の感触が伝わってくる。

　ハルトは遠慮がちに身体を密着させ、真紅のロングヘアに鼻先を埋めた。

　その瞬間、リゼットの肩がピクンッと跳ねた。

「ごめん、急に。嫌だったか？」

「い、嫌じゃないわよ。だから、そのままずっと、ギュッてしてなさい……」

「りょ、了解……」

　今やハルトの心音は、疾走中のサラブレッド並みに加速していた。こんなに強烈な鼓動、絶対に気づかれてる。その証拠に、リゼットの身体がどんどん熱くなってるし。

　どこかぎこちなく、栗毛の馬にムチが入る。

　次瞬、馬体は猛烈に加速し、空気の壁を切り裂きながら城内を突き進んでいった。

　目指すは城壁周辺。戦闘区域――！




　　　♪　♪　♪




「くそ、そろそろ限界か……」

　中天間近となった陽射しの下で、ラナは苦々しく舌を打った。

「おいラナくん、どうするつもりなんだ!?　このままでは――！」

　カラビスが青ざめた顔で訴えてきた。楽器を手にした他の楽師たちも、「そうだそうだ！」と便乗して声を荒らげる。

　登場したものの動きを見せない連合楽団に、敵兵たちが一斉に弓を構えた。突きつけられる無数の殺意。荒事に不慣れな楽師たちは、即座にパニックを起こした。

　だが、そのとき。

　一本のホルンが、とてつもない大音量でうなりを上げた。

　音の源は意外にも――、

「イリス……お前」

　あまりに唐突な音の衝撃に、ラナも瞳を白黒させる。神童による一撃は、楽師たちを瞬時に黙らせ、敵の動きすらもストップさせてしまった。

　しかしそれは数秒だけ。敵兵たちはすぐさま正気を取り戻し、再び攻撃体勢を取る。

　――もう、これしかねぇか。

　ラナは通路に落ちていた剣を拾った。城壁の縁に飛び乗り、黒の軍勢に切っ先を突きつける。ほんの数分でいい。警戒でも動揺でも、理由はなんだっていい。わずかの間、彼らの動きを止められないか――そんなか細い期待を込めて、叫ぶ。

「オレの名はラナ・シャンカル！　かつて熱砂の剣鬼と呼ばれた男だ!!」

　鬼気迫る語勢の裏で不安と戦っていると、小柄な少女が城壁の縁ふちによじ登ってきた。

「おい、お前はダメだ！」

　反射的に押し止めた。だが、少女は頑としてその場を動こうとしない。

「……イリスの顔も、きっとみんな知ってるの。だから、お願いなの……」

　確かにこいつは有名人だ。だけどそれは、悪魔憑つきのホルン奏者としての話。つまりイリスは、かつての汚名を返上することで、この場を抑えようとしているのだ。

　それには一体、どれほどの覚悟が必要だったことか。

「ハッ――いつの間にか逞たくましくなったじゃねぇか」

　笑いかけると、ローレンズ・ベルの魔女は「むふぅ」と得意げに鼻を鳴らした。

「……ハルトとリゼットが来てくれること、イリス、信じてるの……！」

　彼女の眠そうな瞳には、闘志の炎が静かに燃え盛っていた。

　剣鬼と魔女。新興勢力の介入は、少なからず戦局をかき回しているようだ。大群から発せられる警戒心が、細かいトゲのようにラナの肌をチリチリと刺激する。

　二人の騎士の到着を切に願い、再びラナは声を張った。

「ローレンズ・ベルの魔女が爆炎の魔術をもって、お前たちの肉体も魂たましいも、まとめて残らず焼き尽くすそうだ！　そしてオレが剣を振るえば、千の兵士の首が飛ぶ！　てめぇら今すぐ撤退しやがれ!!」




　　　♪　♪　♪




　ハルトとリゼットを乗せた馬は、依然として激しい疾しつ駆くを続けていた。ラナたちはどうしているだろう。両国の軍勢は今、どうなっているだろう。

　風圧に耐えながら思おもい煩わずらっていると、リゼットが鋭い声を放った。

「ハルト、もうすぐ着くわ！　身構えなさい！」

　言葉の直後――見えた。城壁の頂上だ。誰も彼もが楽器を携え、必死の形相でこちらを見下ろしている。

　さらなるムチが入り、奔馬は渾身のラストスパートを見せる――！




　　　　　３




「みんな！　待たせたわね！」

「ごめん、遅くなった！」

　二人のソリストが縄ばしごを登りきると、

「っしゃあ！　いよいよ本番だぞお前ら！　ベルを城壁の外に向けろ！」

　大粒の冷や汗を拭ぬぐいながら、ラナが高いテンションで連合楽団を煽あおり立たてた。リゼットは楽師から自分の楽器ケースを受け取り、手早く準備を開始する。

　ハルトも同じくケースを開けた。そして選んだマウスピースは、浅いカップが特徴のボブ・リーブス４２Ｓ。今日のソロにはハイトーンが不可欠なのだ。

　城壁通路にずらりと並んだ連合楽団が楽器を構え、[image: ]ベーの音を響かせる。

「音程……すごく合ってるわね」

「ああ、今まででいちばんだ」

　リゼットと向かい合ってのチューニングを終えると、

「さあ、ここまで来たら遠慮ナシだ。一発デカイのカマしてやろうぜ、相棒！」

「……演奏が終わったら、今度こそお姫様だっこなの……！」

　二人のソリストを挟んで立つ、ラナとイリスが声を弾はずませた。ハルトは微笑ほほえみ、左右に首を巡らせて、城壁を埋める連合楽団の一人ひとりに目配せをする。

　返ってくるうなずき、笑顔、サムズアップ、鬨ときの声。

　楽器の配置はメチャクチャだけど、ハルトにとってこの場所は、今まで経験してきたどんな舞台よりも安心感で満ちていた。

　スタンバイ完了。

　久藤ハルト作曲

　二本のソロ・トランペットのためのコンチェルティーノ／二人の騎士の物語

「六分三十三秒……」

　ハルトは傍かたわらのパートナーに呟いた。

「この曲の演奏時間……よね？」

　いや、それだけじゃない。




「――僕とリゼットが、世界を変えるために必要な時間だよ」







　返事を待たず、指揮者のごとく連合楽団にテンポを示し――。

　ついにハルトの処女作は、シェルオールの空に紡つむぎ出だされていった。

　冒頭を飾る華々しいファンファーレ。

　リゼットが目指し、ハルトが完成に導いた、新たな音楽への第一歩。

　二本のソロ・トランペットが高音域を躍らせて――国の英雄・二人の騎士の存在感を大々的に演出する。

　瞬間、どよめきが走った。それはコスモゴニア王国側だけでなく、背後に集まる銀の甲冑集団からも。

　だが、まだだ。今のは単に、突然の演奏に警戒心を高めただけだ。

　トランペット、アルトサックスがメロディーラインを勇ましく際立て、二人の騎士は縦横無尽に戦場を駆ける。

　積み重なる戦績。華麗なる勇姿。

　しかし、そこで転調。仲違いの時がやって来た。

　暗く彩られた変拍子が、不和の兆しを前後の大群に届ける。

　――戦局に波紋が広がった。

　構えた武器を持て余し、兜を外してこちらを眺める者が現れる。

　けれど、まだ足りない。

　彼らの殺意を上書きするには、もう一押しが必要だ。

　曲はさらなる転調を経て、騎士たちによる決闘へ。

　ファースト・ホルン――イリスの音が前に出た。ソロ・トランペットと低音セクションの間で彼女の旋律が舞い踊り、闘技場の熱気と興奮を表現する。

　そして。

　二人のソリストが、同時に前へ進み出た。

　連合楽団が刻みの音をクレッシェンドさせる――攻撃的に、強く、激しく。

　さあ、戦いが始まるぞ。

　二人に与えられる三小節の休きゆう符ふ群ぐん。精神統一を行うための、最後の中継ポイントだ。

　その三小節が流れ過ぎ――。

　騎士たちの死闘が、幕を開けた。




　ハルトが愛器に大きく息を吹き入れる。

　己の昂たかぶりを具現化させたような、熱気あふれる旋律だ。

　シェルオールに来たことへの混乱。リゼットの美び貌ぼうを目にしたときの驚き。

　紅ぐ蓮れんの熱が心を駆り立て、自然と指が乱舞する。

　刹せつ那な、楽団の音に歪みが生じた。

　だけどそんなの関係ない。ハルトは得意な技巧の音色に、なおも興奮を注ぎ込む。

　――しかし、八小節目を終えようとしたとき。

　ハルトは重大な失策に気がついた。

　あまりの興奮に我を忘れて、練習時とはまったく違う、正真正銘のアドリブソロを吹き鳴らしていたのだった。

　さっき一瞬、楽団の演奏が乱れたが――その原因は、ハルトが暴走したからだ。

　体温が急落する。

　八小節目を吹ききったら、そのフレーズをリゼットが引き継ぐことになっている。

　それなのに。

　ハルトが吹き散らしたフレーズは、今までリゼットが練習してきたアドリブ風ソロとスムーズに繋げられない終わり方になってしまった。雰囲気が嚙み合わないのだ。

　せっかく敵が心変わりの狭間にいるのに。曲が崩壊してしまう――！

　だが、次瞬。

　それまで聴いたこともないハイトーンのメロディーが、大空に響き渡った。

　その旋律はハルトのソロを完璧に引き継ぐばかりか、

　心を貫く、峻しゆん烈れつな色彩を伴ともなっていた。




　強烈な向かい風を突き破り、猛たけ々だけしく空を駆ける金色の爆音。

　リゼットは不思議と落ち着きに満ちていた。

　もっとも、未知のソロが流れた当初は思わず悲鳴を上げかけた。この局面でムチャクチャだ、とハルトをはたいてやりたくなった。

　だけど彼の横顔が――焦りを捨てさせたのだった。

　瞳をキラキラ輝かせ、夢中で楽器を操って。

　リゼットは悟さとった。……あぁ、ハルトは音楽が大好きなんじゃない。

　音楽がなければ、生きていけない人なんだ――と。

　その瞬間。

　リゼットの胸の奥に、音楽があふれ出してきたのだった。

　温かな感情は無数の音符に姿を変えて、もう収拾がつかなくなる。

　吹きたくて吹きたくて、他のことなんて、すぐに何も考えられなくなった。

　ハルトの音色を心で感じ、そこへ想いを重ねるように。

　リゼットは、最初のソロを吹ききった。




（ありがとう、リゼット――！）

　ハルトはソロを受け取りつつも、心の中で感謝を叫んだ。

　傍らに立つ姫騎士は、真紅の髪を翼のように、風に大きく靡なびかせている。

　そのときハルトは確かに見た。

　一人の奏者が羽ばたいて、己に課された高い壁を大きく飛び越す瞬間を。

（これは、負けてられないな）

　ソロを一気に躍動させる。胸の裡うちから沸き出してくる、正真正銘のアドリブだ。

　二重、三重にフレーズがうねり、煙り、複雑怪奇に歪められる。

　そしてハルトは隣に目を向け、好戦的にニヤリと笑った。




（なによ、ずいぶん生意気ね）

　ハルトのソロに火をつけられて、リゼットは直線的なフレーズを撃ち出した。

　ハイトーンは大好きだ。胸を貫く高音は、心を何より昂こう揚ようさせる。

　だから鍛えた。徹底的に。

　そのぶん敵は増えたけど、そのたび批判を蹴散らして、理想を胸に進んできたんだ。

　そして、ここまで来られたのは――。

　リゼットは、最後の最後に優しいフレーズを織り交ぜて、ハルトにソロを引き継いだ。
















　一転しての明るいメロディー。

　ハルトは技巧を半分封じ、リゼットのお株を奪うハイトーンを積極的に奏でていく。

　吹き込む息は鋭く、速く。一直線に疾走させる。

　――彼女に歩み寄るために。

　祈禱会のステージ上で、ハルトの気持ちは大きく揺れた。

　瞳をそらさず、強く気高く世界と向き合うリゼットに、本気の思いで憧れたんだ。




　リゼットは、二度目のソロでハルトが奏でた複雑なフレーズをコピーし、崩し、そこに自分が得意としている高音乱舞をミックスさせた。

　それは彼への歩み寄り。揺れる想いの体現だ。

　新曲づくりが始まって、二人で過ごす時間が増えたら、毎日ハルトの夢を見た。

　苦い記憶はどこかに消えて、彼が奏でる優しい音色が夜の自分を守ってくれた。

　六小節目は愁うれいを帯びて、七小節目は再び上昇。

　八小節目の最後には、自分を表す超高音を、ハルトの胸に撃ち込んだ。




　その旋律を受け取るハルト。

　六小節目の愁いの音色を三小節だけ発展させると、そこから急転。

　できる限りの高音域で、短い音符を跳ね回らせた。

　もっとリゼットと演奏がしたい。

　二人で音色を重ね合わせて、新たな響きを生み出したい。

　あふれんばかりの衝動を八小節に凝縮させて、ともに行こうと呼びかける。




　ハイテンポの中で展開される、甘やかなメロディー。

　まさか自分がこんな音を紡げるなんて。

　今まさに楽器を操っているリゼット自身が、いちばんの驚きに包まれていた。

　ハルトの抱ほう擁ようを思い出す。あの温もりを音色に乗せる。

　けれども六小節目から、鋭い高音を含ませた。

　このハイトーンは自分そのもの。これこそ自分の生き様だ。

　こんな自分を受け入れてほしい。荒ぶる音色を受け止めてほしい。

　女の騎士に自分を重ね、そんな願いを、ソロの響きにたっぷり込めて――。




　続くハルトは、冒頭部からハイトーンを連発した。

　それはリゼットを目指した音域。輝くソロへの強い憧れ。

　ハルトの心は決まっている。

　だけど彼女は異世界のお姫様。普通の女の子とは思えない。

　それでも自分は彼女とともにありたいと、心の底から思っている。

　凜りんと隣に並び立ち、二人で音色を重ねていたいと心の底から願っている。

　彼女の隣は渡したくない。他の誰にも、絶対に。

　一緒に。ずっと一緒に。リゼットと音楽を響かせていたい――。




　初体験のアドリブソロは、この八小節で終わりを迎える。

　かつてないほど軽快に躍るリゼットの指先。

　次は何を吹こうとか、音が当たった、外れたとか、もはやそういうことじゃない。

　――トランペットを続けててよかった。

　何百時間、何千時間の練習は、無駄なんかじゃなかった。

　苦しかった日々も、諦めかけた瞬間も、すべては今、この時のため。

　この昂ぶりを味わうためにあったんだ！

　身体がじゅわっと熱くなる。頭がぼぅっと火照ってしまう。

　心にあるのは彼のことだけ。彼の名前。彼の顔。彼の言葉。強さ。音色。技巧。楽曲。生き様。全部が一緒に混ざり合い、叫ばずにはいられなくなる。

　八小節目。これで最後。渾身の大音量。

　あふれる気持ちを音にして、世界中に響かせる――！




　すべての楽器が合流を果たした。

　額に汗を光らせながら、同時に礼する二人のソリスト。

　いつしか軍勢は観客へと変わっていた。

　兵士たちは武器を捨て、馬を下り、地響きのような拍手を起こしている。その晴れやかな炸さく裂れつ音おんは、ハルトたちの背後――オレスティアの街からも聞こえてくる。

　想いを交わした二人の騎士。

　祝福の旋律が、彼らを優しく迎え入れる。

　それは、緑の丘でハルトがリゼットに贈った、あの柔らかなメロディーだ。

　記憶の中にだけ存在していた響きを、ハルトは処女作の最後に書きつけていたのだ。

　だけど、今までとは違う。

　トランペットだけではない。いくつもの楽器が、大勢の仲間たちが、先頭に立つ二人のソリストを支えてくれている。

　ハルトとリゼットを繋ぎ、響奏騎士団と楽師たちを繋ぎ、二つの国の軍勢すらも繋ぎ合わせようとしている。

　最終音――。

　連合楽団の全員が、最大級の音量で二人の騎士の未来を願う。

　その中心で、すべての始まりを告げた和音を、ハルトとリゼットはシンクロさせた。

　たった二小節のロングトーン。あまりに短い終演の響き。

　ハルトの瞳に涙が滲む。

　終わってほしくなかった。この満たされた時間が、ずっと続けばいいと思った。

　あったかくて、優しくて、けれどもとても刺激的で。

　あふれる充実感に後ろ髪を引かれながら。

　ハルトは、指揮棒代わりにトランペットのベルを上げ――下か弦げんの月を描く軌道で、楽器の先を小さく振って。

　自らの手で、二人の騎士の物語をしめくくった。







　嵐のような拍手がオレスティアの街を吹き抜けていく。

　兵士たちは口々に興奮を叫び、涙している者も少なくはなかった。

　気づけば家々の窓から住人たちが顔をのぞかせ、一緒になって拍手を響かせている。城壁の封鎖。戦争の開始。恐怖を抱えて家に閉じこもっていた反動からか、街中から聞こえる拍手の音には、肌がビリビリ震えるほどの衝撃を感じる。

　そのとき、リゼットが城壁の縁に進み出た。王女の風格を湛たたえる堂々とした佇まいだ。

　両腕を鷹おう揚ように広げ、両国の軍勢に宣言する。

「響奏騎士団、団長のリゼット・シャルパンティエよ！　今日、この曲を演奏したのは、みんなに伝えたいことがあったからなの！」

　たちまち歓声は静まり、リゼットの声だけが街中に響き渡る。

「……自分の傍らに立つ人は、敵なんかじゃない。どんなに仲がこじれても、血を流す必要なんてない！　心の底から想いを交わせば、きっと並んで歩いていける！

　久藤ハルトの処女作――二人の騎士の物語には、そんな願いが詰まってるのよ！」

　澄んだ声音に力がこもる。

「――私たちが賛美歌を侮辱してるなんて、そんなのウソよ。ありえないわ。賛美歌という音楽に出会えたからこそ、今の私たちがあるんだもの！

　私たちは、音楽に宿る無限の可能性を信じてる。だからこそ、現代のタブーや常識を超えて、世界中の人の心を揺さぶる新たな音楽を追求したいと思ってるの！

　だって……。

　だって私たちは、音楽を愛してるから!!」

　力の限り想いを叫び、リゼットは肩を上下させた。

　沈黙。静寂。無音。

　その直後。

　それまでに倍するほどの、怒ど濤とうのような歓声が前後から押し寄せてきた。

　歓喜の音圧を浴びながら、リゼットが城壁の縁を降り、ハルトに向き直る。

「リゼット……」

　いっぱいの感慨を込めて彼女の名前を口にすると、

「ハルト――！」

　胸の真ん中に、リゼットが飛び込んできた。

　細い身体をしっかり受け止め、思いきり抱きしめる。

　そうして見つめ合ったまま、しかし二人は語らない。

　潤んだネコ目にハルトが映る。きっとハルトの瞳にも、リゼットの美貌が映っている。

　そして、自然と。

　二人は互いの唇を寄せた。鼻先が触れ合い、吐息が混じり、頰の温度が上昇する。

　だが、影が溶け合う寸前で――。

「あぅ……」

　リゼットの身体から、力がスッと抜け落ちた。

「わ、危なっ！」

　身体と楽器を抱き留める。体力も、精神力も、すべてを使い果たしてしまったのだろう。遊び疲れた子供のように、リゼットは腕の中でふにゃふにゃになっていた。

　思わず苦笑していると、

「リゼットぉぉおおお！　ハルトぉぉおおおおお！」

「……ふたりともすごかったの！　やってよかったのぉ……！」

「あぁ……なんてことだ。これほど満ち足りた気分は、生まれて初めてだよ！」

　ラナやイリス、カラビスをはじめ、みんなが涙ながらに走り寄ってきた。













　大泣き中のラナにはリゼットごと抱え上げられ、そこへイリスが飛び乗ってきて、城壁通路にお祭り騒ぎが巻き起こる。

　連合楽団が地上に降りると、巨大な正門が重低音とともに開かれた。なだれ込んでくるコスモゴニア王国の軍勢。けれども彼らの手に、武器は一つも見当たらない。そのうち街の人たちも家を飛び出し、城壁前へと群がってきた。

　だが、ハルトの腕に抱かれたリゼットは、少し哀しげに呟く。

「……このぶんだと、選考試験は中止よね……。あれが受けられないと、私たちは……」

　ハルトはそっと頭を振った。

「いいや、ちゃんと効果はあったみたいだよ」

「あ――！」

　ほんのわずかに頭をもたげ、リゼットも気づいたらしい。

　拍手の輪には、ローブ姿の老人たちも加わっていることに。

　城壁封鎖のせいで街に閉じ込められていた、宮廷楽師協会所属の選考委員たちだ。

　彼らを目にしたリゼットは、今度こそ本当に全身から緊張を解いた。

　連合楽団の凱歌は、オレスティア中を巻き込んだ巨大な声援と混ざり合い、いつまでも鳴り止まない。

　抱きしめた身体。腕の中にある王女の顔が、あふれる幸せを嚙み締めるように、優しく、優しく、微笑みをつくる。

　リゼットとの間に、もう、言葉なんていらなかった。




　だが、そこへ緊張が走る。

　緩慢な拍手とともに、人垣を割って白髪の老人が進み出てきたのだ。

「ソルダネーレ楽師長……!?」

　ハルトは声を絞り出した。異様な圧力。空気が凍てつき、それまではしゃいでいた数千人が静まり返る。

　さっきは、場を切り抜けるので精一杯だった。せめて拘束していれば……！

　ソルダネーレ楽師長が、ハルトとリゼットの前で立ち止まる。そうだ、後悔している場合じゃない。この男は何をするつもりなんだ。

「まったく……。これでは戦争が始まらないではありませんか」

　あたりを見渡し、楽師長は嘆たん息そくした。

「どうしてここへ……」

「なぁに、単なる好奇心ですよ」

　かすれきったハルトの問いに、素っ気なく応じる楽師長。

「あなた方を逃がした時点で計画は失敗。ルダン王子は問答無用で私を消そうとするでしょう。ならば罪を自供して、自国の檻おりに入った方がまだ安全です。

　そうなる前に、あなた方の行く末を見届けようと思いまして。久藤奏悟郎氏の伝説がうんぬんと、おぼろげながら、そんな会話が聞こえてきましたからね」

「……で、ご感想は？」

「楽才ばかりか、運と仲間に恵まれて。奏悟郎氏は、良き弟子を育てたものだな、と」

　楽師長は自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らした。

「思えばエントランスホールといい今回といい、この歳になって、よもやここまで心胆を揺さぶる演奏を経験するとは……。いやはや、人生とはわからぬものです」

　そう言って、オレスティアの楽師たちに目を向ける。彼らはただならぬ雰囲気を感じたのだろう、慌てて居住まいを正した。

「この昂ぶりを体感した以上、君たちは間もなく、大いなる葛かつ藤とうを余儀なくされることでしょう。このまま神職に殉じゆんじるか、それとも……ふふっ。君たちが、この先いかなる道を往ゆくことになるのか……それもまた、興味が尽きぬ思いです」

　楽師長の落ち着いた声音を受けて、カラビスたちは一斉に頭を下げた。彼らを横切り、楽師長は自ら拘束を求めて、ラナの馬車へと連れていかれる。

　その姿が客室内に消え入る間際、

「時代が動く瞬間に立ち会えたこと、獄舎での自慢話にさせてもらいますよ……」

　彼は達観するように、誰にともなく、そんな呟きを洩らしたのだった。
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　ここはオレスティア城の南館、エントランスホール前。

　七台用意した馬車の中に、響きよう奏そう騎き士し団だんのメンバーたちは続々と荷物を積み込んでいく。楽器、譜面、武器。そして各自の生活道具を。

「こらハルト、もっとキリキリ働きなさい！　さっきから軽い物ばっかり運んでるじゃない！」

「もう勘弁してくれよリゼット。引っ越し屋じゃないんだから」

　朝からハルトは疲ひ弊へいしきっていた。腕も腰もパンパンだ。

　しかし当然、返ってくるのは「いいから働く！」という無慈悲なお言葉。我らが団長様は真新しい巻物をブンブン振り回して、偉そうに指示を飛ばしている。

「まったく、やってらんないよ」

　ハルトは身を低くして馬車の裏手に回った。そして車輪に寄りかかり、ホッと一息。すでに積み込みが終わった車両なので、ここは死角になっているのだ。

「でもリゼットの奴、ホントに嬉しそうだったな……」

　彼女が先日から肌身離さず持っている巻物には、王家の紋章が刻まれている。

　あの城壁ライブの後、ソルダネーレ楽がく師し長ちようの計画はリゼットによって、完かん膚ぷなきまでに暴ばく露ろされた。

　楽師長はあえなく失脚。今は王都のどこかに拘束されているらしい。

　そしてコスモゴニア王国内では。

　元の陰謀がルダン王子の独断であったため、真相を知ったコスモゴニア王は大激怒。首謀者の三人は、世界中に恥をさらした責任を取らされて『とても遠いところ』に飛ばされたのだという。

　逆ぎやく賊ぞくの企みを看かん破ぱし、勃ぼつ発ぱつしかけた無む益えきな戦争を被害者ゼロで終結させた――その功績が国王の耳に届き、リゼットのもとへ一本の巻物が送られたのだ。

　そこに綴つづられた望外のメッセージに従い、響奏騎士団は今、旅立ちの支度に大忙しというわけである。




『――此こ度たびの功績を讃たたえ、我が娘、リゼット・シャルパンティエ率いる響奏騎士団に、王都ペルセポリスにて開催される御ご前ぜん演奏会への特別出演を認める――』




　宮廷楽師選考試験の最終関門、御前演奏会。そこで招待演奏が行われるのは、シェルオールの音楽史上、初めてのことだという。

　城壁ライブを聴いた選考委員たちが宮きゆう廷てい楽師長や国王のもとへ走り、「ぜひ王都へ招待を！」と懸命に求めたことから、今回の特例が認められたそうだ。

　ちなみに後日、オレスティアでの地方予選は再開催となった。

　だが、参加者はゼロ。

　オレスティアの楽師たちも、近くの街の楽師たちも、響奏騎士団の演奏がきっかけで参加を取り止めたのだ。

『ボクたちもボクたちなりに、音楽とは何かを見つめ直してみるよ。宮廷楽師にステージを移すのは、それからでも遅くないからね』

　そう語るカラビスの表情は、憑つき物ものが落ちたかのように爽さわやかだった。

　ともあれ。今度のことで響奏騎士団の音楽活動が、リゼットの信念が、ついに国王に認められたのである。

　巻物の文面に目を通したとき、リゼットは嬉しさのあまり泣き崩れてしまった。

　わんわん泣いている健康優良児をなだめるのは、ずいぶん骨が折れたっけな。

　――響奏騎士団が、演奏の力で戦争を食い止めた――。

　そのニュースはシェルオールを席巻し、各国でビッグウェーブを巻き起こしているらしい。当然、ペルセポリスの宮廷楽師たちの間でも話題になっているだろう。

　その渦か中ちゆうに飛び込んでいくのだ。これからの道程が平穏であるはずがない。

　けれどハルトの心持ちは、今日の空模様のごとく晴れやかだった。

「もう！　いないと思ったら、こんなところでサボってたのね！」

　噂うわさをすれば何とやら。馬車の陰からニュッと顔を出したのは、当の本人、リゼットだった。むーっと頰ほおを膨ふくらませ、たいそうご立腹のようだ――――と思ったら。

「隣、空けなさいよ」

　彼女もまさかのサボりだった。

　ハルトは拍ひよう子し抜ぬけしながら身体をずらす。

　そこにストン、と玉のようなお尻が下りてきた。

　温かな陽射しの下、聞こえてくるのは鳥のさえずり、風の音。

「……あの日、緑の丘であなたと会えて、本当によかったって思ってる」

　しばらく二人で空を眺めてから、リゼットはしみじみと呟つぶやいた。

「あなたがいたから、私はここまで来られたわ。そして、ここから先へも進んでいける。私が目指す、自由な音楽であふれる世界に向かってね」

　その証である巻物を胸に抱き、ハルトを見つめる。

「私の世界には、あなたの音色が必要なの。あなたの音楽をもっと聴かせてほしいの」

　思い詰めたような瞳――。

　覇は道どうを歩むか、モルシマ大聖堂に向かうか。いつか交わした二人の会話が、ハルトの心に蘇よみがえってきた。

　リゼットが、スカートの裾を握りしめる。

「これからも……私の隣でトランペット、吹きなさいよ。新しい曲もいっぱいつくって、私はそれを全力で演奏して……ずっと、ずっと……」

　ハルトはそっと息を吐き、雫しずくを湛たたえるネコ目を見つめ返した。

「…………はっきり言って、僕は弱い人間なんだ。失敗して、簡単に絶望して、どうしていいのかわからなくなって」

　いつしか、視界が熱くぼやけていた。

「でもそんなとき、僕の隣にはリゼットがいてくれた。君のまっすぐな生き様に、光り輝く君の音色に、僕は救いを感じてたんだ。

　だから、教えてほしい。君の強さと気高さを。僕が自分の足で立って、絶望を跳ね返すための確信を手に入れるまで……」

　――どうか、これからも、よろしくお願いします。

　ハルトが頭を下げると、甘い香りが鼻先をかすめ、




　ちゅっ




　ほっぺたに一瞬だけ、とろけるような温もりが触れた。

　肩に置かれたたおやかな手。泣きながら微笑ほほえんだこのときのリゼットを、ほのかに染まった頰の色を、ハルトはきっと生涯忘れないだろう。

「え、ええと……」

　ただただ顔が熱くて。苦しいくらい胸が高鳴って。はにかむことしかできなくなっていると、リゼットは表情を団長モードに切り替えた。涙も笑みも鳴りをひそめて、威勢のいい、肉体派のリーダーが現れる。

「私は必ずシェルオールの価値観をひっくり返してみせるわ。私とハルトの音楽で、新たな時代をつくるのよ！」

「お、おいリゼット!?」

　右手をグイと引き寄せられて、仲間たちが待つ場所へ。

「ほら、早く。もう準備はできてるんだから！」

　その強引さに苦笑しながら、ハルトは『ケス音』のあとがきを思い出した。

　祖父がシェルオールで楽師として在り続けた理由が、はっきりとわかったからだ。そして彼が、何を考えていたのかも。

　あのとき朗読しなかった数行の記述――。

　祖父・久く藤どう奏そう悟ご郎ろうは、地球での音楽活動に飽きていたのだ。

　賞を取り、世界中で喝かつ采さいを浴び、一人の弟子を育て上げ。もはや熱くなれることがない――そんな思いに囚とらわれて、絶望感すら抱いていた。

　そんなときに、あの不思議な楽器ケースと出会ったのだという。

　そして祖父はシェルオールへ。自らの手で音楽という一大文化を立ち上げて、それを世界中に根づかせるという大仕事をやってのけた――。

　ハルトは、祖父の生き様に思いを馳はせる。

　こちらの世界で過ごした日々は、彼を永住させるだけの大きな魅力を持っていたのだ。音楽家としての、久藤奏悟郎としての、最後の仕事にふさわしいと思えるほどに。

　音楽への絶望感。

　それはハルトにも心当たりがあった。しかし、それをキーワードとするならば、シェルオールとは何なのか。この世界はどうして地球と繋がったのか。

　それはまだわからない。だが、祖父は予期していた。ハルトが明みよう堂どう学園の吹すい奏そう楽がく部ぶで絶望感を抱き、シェルオールの地に飛ばされてくることを。

　だからこそ、のちの時代に様々なメッセージを遺のこしていたのだ。

　楽器と曲をつくり上げ、音楽文化を世界に伝え、根づかせて。

　だけど祖父にはわかっていた。

　二十余年では、そこまでが限界なのだということを。

　だから彼は、次なる一手を愛まな弟で子しに託そうとしたのである。

『ケス音』のあとがきには、




『ハル坊がこのシェルオールに〝今とは違う意義〟を見出したときには、わしの足跡を辿たどってみるのも悪くないんじゃないかのぅ』




　と、そんな一文が記されていた。




　――今すぐ日本に帰りたい。そんな思いが薄れていって、シェルオールに留まる意味を見出せる日が来たならば。どうか、自分の歩みを引き継いでほしい――、と。




　あの砕けきった文面は、祖父の切なる願いだったのだ。

　そして同じく、十六曲の賛さん美び歌かも。

　あの美しくも単調な響きが神格化され、この世界の音楽史は発展を止めてしまった。

　だが、それこそまさに祖父の狙いだったのだ。

　練習曲たる賛美歌を世界に広め、奏者たちの基礎力を、世代を超えて鍛えさせ――

　――基礎から脱却しようと新たな音楽に挑戦し、自らの手で音楽文化を前進させる次代の奏者を生み出すために。

　自分が天に召されても、シェルオールから音楽の灯が消えないように。

　ハルトが歩みを継ごうとしたとき、志こころざしをともにしていく仲間たちに出会えるように。




「二人とも早く来いよ～！　置いてっちまうぞ～！」

　ラナの声が聞こえてきた。その向こうでは響奏騎士団のみんなが手を振り、出発の時を今か今かと待ち構えている。

　先頭の馬車。客室内は生活道具でごちゃごちゃだ。ハルトがリゼットの隣に座ると、彼女はほんのわずかに、身体をこちらへ寄せてきた。

「……ハルト、リゼット、これからも一緒なの……」

　対面のイリスが、今日も変わらず眠そうな瞳をふんわりと細める。

「よーっし、それじゃあ出発進行だー！」

　御者台のラナが、いつもと同じく威勢のいい声を張り上げる。

「私、あなたの救いであり続けるわ。だからあなたも、ずっと私の希望でいてね……」

　傍かたわらのリゼットが、珍しく甘い声でささやきかけてくれる。

「僕らには、僕らの音楽がある。何があろうと、きっと前に進んでいけるさ」

　リゼットの体温を肩口に感じながら、ハルトはそっと、耳みみ許もとにささやき返すのだった。

「～♪」

　そうして窓辺に口ずさむのは、すべてを繋ぐ安らかなメロディー。

　どうして忘れていたんだろう。

　それは、揺りかごでまどろむハルトに贈られた、祖父の子守歌だった。

　やがてハルトはトランペットに手を伸ばす。

　その曲を、祖父と一緒に奏かなでたかったから――。




　運命の車輪を回しながら、馬車は王都を目指して進む。

　空は快晴。風は穏やか南向き。

　重なり合った旋せん律りつが、今日もシェルオールの大地に響き渡っていく。





ブラス・オブ・シェルオール　新世響奏の姫騎士Ⅰ　了










　あとがき




　本書を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　前作「ルクス・ソリスの探偵軍師ストラテジスト」でお会いした皆様、ご無ぶ沙さ汰たしております。そして多くの皆様はじめまして、是これ鐘がねリュウジと申します！

　今回はちょっとばかりバトルを離れ、『音楽ファンタジー』という耳慣れないジャンルに挑戦することとなりました。

　すでに本編をご覧になった方々、少しだけでもお楽しみいただけたでしょうか？

　あとがきを先に立ち読みしているよという方々、あっちでレジのお姉さんが手を振ってますよ！




　いやー、しかし一年半……ですか。

　そう、あれは昨年の三月七日。デビューしてから七日後のことでした。

　そこで新シリーズのお話をいただき、新たな企画書とプロットを練りながらトマジのトランペット協奏曲とサム・スカンク・ファンクのスコアを読み込んで曲を勉強し、同年の六月に初稿を上げては一〇〇ページ以上のダイエットを敢かん行こうして、展開を改め、文体を矯正し、音楽要素のマニアックさのバランスを整えて、演奏シーンの見せ方をこねくり回し、最終的には視点をいじって……どうにかこうにか、こうして皆様にお届けできる形に仕上げることができました！

　よかった……ホントによかった。




　そんなこんなで音楽モノのラノベを書いている私ですが、吹すい奏そう楽がくとの出会いは、十余年前にさかのぼります。

　きっかけは実にささいなもので、高校への入学直後、隣の席のＫくんに「吹部、見学しに行かない？」と軽い調子で声をかけられたからでした。

　そのままフラフラ付いていき、練習の音色に圧倒され、定期演奏会の華に呑のまれ、父のすすめでバルトークの『舞踏組曲』、『中国の不思議な役人』を聴いていたら中毒になり……気づいたときには、トランペットパートの末席に座っておりました。

　クラシック音楽に対して、眠い、だるい、つまらないというイメージしか抱いていなかった自分はどこへやら。ごくごく小さなきっかけで人生が変わってしまうことってあるんですねぇ……（遠い目）。

　バルトーク→バルト　トーク→ハルト　ドーク→ハルト　クドー→久藤ハルト……。

　とまあ、それは置いといて。

　吹奏楽部の男子たち（私の部では『野郎』と一ひと括くくりにされていました）は、他の部活と比べても、強烈な団結力を持っていると言われております。

　なにせ部の男女比は一：九。

　なんたる異空間。

　団結しなければメンタルを食い尽くされてしまいます。

　事実、入部二日目のミーティングで失言をかましてしまった『野郎』の一人は、スクールカースト上位に属する女子部員たちからの総攻撃を受け、退部を余儀なくされました。彼が人柱になってくれたからこそ、残された野郎は部活の〝掟おきて〟を頭と心で理解して、どうにか生き延びることができたのでした……。

　音楽の力と可能性、演奏を通じて奏者たちが想いを交わし、互いを理解していく様さまを描くのもいいですが、吹部における男子たちの悲哀、サバイバルっぷりにスポットを当ててみるのも面白いかもしれませんね（チラッ、チラッ）。




　さて、本書が形になるまでには、たいへん多くの方々のご協力がありました。

　桑くわ島しま黎れい音ん先生。

　素晴らしいイラストをありがとうございました。初めてキャラデザを拝見したときは、思わず感嘆のため息が洩もれ、直後に奇声が込み上げてきたものです。リゼットとイリスのかわいさは、もはや〝事件〟ですよ！

　Ｏ中学・高等学校吹奏楽部様。

　顧問のＳ先生、Ｙ先生、急な取材のお願いを快く受け入れていただき、ありがとうございました。また部員の皆様、貴重な練習をお邪魔してしまってすみません。合奏中に流れる特有の空気感、たいへん参考になりました！

　※なお、今回ご協力いただいたＯ中学・高等学校吹奏楽部様は、ハルトが所属していた明堂学園吹奏楽部のモデルになっているわけでは決してありません!!　どうかそこのところ、よろしくお願いいたします！

　……これを書いておかないと、両先生に真顔で怒られそうな気がしますので、ね。

　家族、友人、職場の皆様。

　この一年半、いろいろな場面でご迷惑、ご心配をおかけいたしました。どこまで行けるかはわかりませんが、今はこのまま突っ走っていきたいと思います！

　そして読者の皆々様。

　ここまでお読みいただき、本当にありがとうございました。一寸先に待っているのが道か奈な落らくか、それすらわからないような状況ですが、これからも見守っていただけたら嬉しいです。

　願わくば、ハルトとリゼット、響きよう奏そう騎き士し団だんの行く末を描ききれますように――。

　機会がありましたら、またお会いいたしましょう！

　それではっ!!





二〇一四年七月　是鐘リュウジ



























　　※作中にて左記の楽曲名を使用させていただきました。




　　　「トランペット協奏曲」（作曲者：アンリ・トマジ）




　　　「サム・スカンク・ファンク」（作曲者：ランディ・ブレッカー）





著者

是鐘リュウジ

Ryuji Koregane




一九八六年六月二七日生まれのにわか川崎市民。

第14回えんため大賞特別賞にてデビュー後、モーツァルトからスクリーモまで、古今東西の音楽を雑食しつつ現在に至る。好きな作曲家は、バルトーク、ジョリヴェ、リゲティ、伊福部昭、吉松隆、田村文生などなど。

※敬称略







イラスト

桑島黎音

Rein Kuwashima




新潟県出身、埼玉県在住。ロングヘアとニーソと赤髪が大好きな絵描き。リゼット可愛いです！　ファンタジー世界に行ったら畑を耕しながら生きたいです！
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ブラス・オブ・シェルオール
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